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序 文

千葉県の北部に広がる下総台地は平坦で、、豊かな緑に覆われた広大な台地であり、また、利根川や、

印膳沼・手賀沼といった河川などの水に恵まれた肥沃な土地でもあります。このように恵まれた自然

環境のもとに先土器時代からの、人々の生活の跡が数多く残されています。

一方、この下総台地の北部に位置する北総地域は都心から30'"'-'40固という地理的条件を備えていま

す。そのため千葉県では首都圏の住宅需要に応え、良好な住宅・宅地を供給し、あわせて北総地域の

中核拠点都市として千葉ニュータウンを計画しました。

そこで、事業予定地内に所在する貴重な埋蔵文化財について、千葉県開発庁(現千葉県企業庁)と、

文化庁・千葉県教育委員会とで協議を重ねた結果、やむを得ず記録保存の措置を講じることとなり埋

議文化財の調査を実施することとなりました。

調査は昭和45年 8月から財団法人千葉県都市公社内に設置された文化財調査事務所によって開始さ

れ、昭和50年 4月からは財団法人千葉県文化財センタ が継続して実施しています。

調査を開始して以来まもなく 20年を迎えようとしていますが、この間に数多くの遺跡の発掘調査を

実施し、調査成果は『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書』として既に 9冊を刊行してまいりま

した。

今回報告する遺跡は、昭和57年度から昭和58年度にかけて調査を実施した泉北側第 2遺跡です。当

遺跡は先土器時代から古墳時代前半まで断続的ですが、長い時代にわたり先人が生活してきた跡で

す。特に古墳時代前半の集落跡や遺物は当時の生活を知る貴重な手掛かりとなるものです。この度、

昭和59年度から開始した整理作業が終了し、第10冊目の報告書を刊行する運びとなりました。本書が

郷土の歴史のみならず文化財に対して多くの方々の理解を深め、さらに広く活用されることを望んで

やみません。

最後に、千葉県企業庁及び住宅・都市整備公園、印西町教育委員会の御協力と文化庁並びに千葉県

教育庁文化課の御指導、御助言にお礼を申し上げるとともに、寒風、酷暑のなかで調査に従事され、

報告書刊行に至るまで御協力いただいた調査補助員の皆様に心から謝意を表します。

平成 3年 3月

財団法人千葉県文化財センター

理事長岩瀬良



凡例

1 .本報告書は千葉北部地区新市街地造成整備事業(千葉ニュータウン)に関連して調査した印膳郡

印西町鹿黒550他に所在する泉北側第2遺跡 (CN613)の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.発掘調査から整理作業までに至る業務は、千葉県企業庁ならびに住宅・都市整備公団の委託を受

けて、千葉県教育委員会の指導の下に、(財)千葉県文化財センターが行った。

3.発掘調査は、昭和57・58年度に下記により実施した。

(昭和57年度)調査期間昭和57年 8月23日~昭和58年 3月28日

調査面積上層本調査 10，000nf 下層本調査 180nf 

調査担当調査部長白石竹雄部長補佐岡川宏道証長清藤一順

調査研究員及川淳一

(昭和58年度)調査期間昭和58年 4月1日~昭和58年11月30日

調査面積上層本調査 10，000nf 下層本調査 240nf

調 査 担 当 調 査 部 長 白石竹雄部長補佐岡川宏道直長清藤一順

調査研究員糸川道行

4 .整理作業及び本書の作成は、下記により行った。

(昭和59年度) (昭和60年度) (昭和61年度)

調査部長 鈴木道之助 調査部長鈴木道之助 調査部長鈴木道之 助

部長補佐岡川宏道 部長補佐岡川宏道 部長補佐岡川宏道

班 長鈴木定明 班 長矢戸三男 班 長矢戸= 男

主任調査研究員及川淳一 主任調査研究員及川淳一

(昭和62年度) (昭和63年度) (平成元年度)

調査部長堀部昭夫 調査部長堀部昭夫 調査部長堀部昭夫

部長補佐 古内 茂 部長補佐古内 茂 部長補佐西山太 郎

車 長小宮 孟 班 長大原正義 車 長上野純 司

主任調査研究員橋本勝雄 主任調査研究員橋本勝雄 班長代理高橋博文

5.本書の主な執筆・編集は直長代理高橋博文が行い、誼長上野純司が協力した。

6.写真撮影のうち遺跡・遺構はそれぞれの発掘担当者が行い、整理作業に伴う遺物撮影は高橋博文

が担当した。但し、空中写真については京葉測量株式会社の撮影によるものを使用した。

7.本書の第 1図に使用した地形図は、国土地理院発行の 1: 25000地形図 白井 [NI-54-19-14-3J

及び小林 [NI-54-19-14-1]である。

8.本書に使用した方位は、すべて座標北を示すものである。

9.発掘調査から報告書の刊行に至るまで千葉県企業庁ニュータウン整備部建設課及び住宅・都市整

備公団千葉開発局、千葉県教育庁文化課、印西町教育委員会の諸機関には御指導・御協力賜わりま

した。深甚の謝意を表します。
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図版5 第 1地点出土石器 図版23 第 1群土器 (3類)

図版6 第2地点出土石器 図版24 第2群土器(1類)

図版 7 第2地点・第3地点・地点外出土石器 図版25 第2群土器(1・ 2類)

図版 8 地点外出土石器 図版26 第2群土器(1類)

図版9 075・078・079号住居跡全景 図版27 第2群土器 (2類)

図版10 080・084・085号住居跡全景 図版28 第2群土器 (2・3類)

図版11 086・098.Pー26号住居跡 図版29 第2群土器 (3・4・5類)・第3群土器

図版12 P -1"-4・6"-10・13号土坑全景 図版30 第2群土器 (4類)

図版13 Pー 14・15・18"-23・093・099号土坑全景 図版31 第2群土器 (4・5・6類)

図版14 炉穴全景 図版32 第3群土器

図版15 075・080号住居跡出土土器 図版33 第4群土器(1・ 2類)

図版16 085・086・P-26号住居跡出土土器 図版34 第4群土器 (2類)

図版17 084号住居跡・土坑出土土器 図版35 第4群土器 (3類) ・第5群土器
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図版36 縄文時代出土遺物及び弥生時代出土遺物 図版62 067・068・069号住居跡全景

図版37 縄文時代石器(遺構出土) 図版63 070・071・072号住居跡全景

図版38 縄文時代石器(グリッド出土) 図版64 073・074・088号住居跡全景

図版39 縄文時代石器(グリッド出土) 図版65 050号建物跡・002・005号住居跡出土土器

図版40 縄文時代石器(グリッド出土) 図版66 006・007・008・010号住居跡出土土器

図版41 縄文時代石器(グリッド出土) 図版67 011号住居跡出土土器

図版42 002・003・004号住居跡全景 図版68 011号住居跡出土土器

図版43 005・006・007号住居跡全景 図版69 012・013・014・015号住居跡出土土器

図版44 008・009・010号住居跡全景 図版70 016・017・018・019・020号住居跡出土土器

図版45 011・012・013号住居跡全景 図版71 021号住居跡出土土器

図版46 014・015・016号住居跡全景 図版72 023・025・026・027号住居跡出土土器

図版47 017・018・019号住居跡全景 図版73 030・031号住居跡出土土器

図版48 020・021・022号住居跡全景 図版74 033・034号住居跡出土土器

図版49 023・024・025号住居跡全景 図版75 035・037号住居跡出土土器

図版50 026・027・029号住居跡全景 図版76 038・040号住居跡出土土器

図版51 030・031・032号住居跡全景 図版77 038・040号住居跡出土土器

図版52 033・034・035号住居跡全景 図版78 041; 045号住居跡出土土器

図版53 036・037・038号住居跡全景 図版79 046・047・048号住居跡出土土器

図版54 040・041・042号住居跡全景 図版80 052号住居跡出土土器

図版55 043・044・045・046号住居跡全景 図版81 053・055.056・057・066号住居跡出土土器

図版56 047・048・051号住居跡全景 図版82 06卜 062号住居跡出土土器

図版57 052・053・054号住居跡全景 図版83 064・065号住居跡出土土器

図版58 055・056・057号住居跡全景 図版84 068・069・070号住居跡出土土器

図版59 058・059・060号住居跡全景 図版85 072・074号住居跡出土土器

図版60 061・062・063号住居跡全景 図版86 古墳時代出土遺物

図版61 064・065・066号住居跡全景
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第 1章環境と経過

ト遺跡の位置と環境(第 1・2図、図版 1・2)

千葉県の北部に広がる下総台地の北西部は北総台地と呼ばれる。その一角に北を利根川の流れに、

南と東を広大な印膳沼に挟まれ、小支谷がいくえにも台地に入り込む標高20m"'30mの平坦な印膳台

地が広がる。この印膳台地の北端部に近く、本遺跡の北西約10kmに位置する手賀沼から東に流れ出て

利根川右岸に注ぐ六軒川の支流亀成川を北にのぞみ閉口する小支谷の東側に続く標高24mを計る平坦

な台地上に泉北側第 2遺跡(CN613)は立地する。利根川本流から南へ直線にして 2kmも離れていない

距離にある。北総台地に東西に細長く広がる千葉ニュ タウンの中では、ニュータウン中央駅から北

東へ2.5回ほどの中央地区の北端に位置し、千葉県印膳郡印西町鹿黒550番地他に所在する。周囲に

は、縄文時代を中心にして歴史時代までの遺跡が近接して多く存在している。その中ですでに調査さ

れ報告書が刊行されているものは「泉遺跡(CN614)J、「鹿黒遺跡(CN615)Jのほか数えるほどである。

まして、本遺跡とほぼ時代を同じくする遺構・遺物が検出された遺跡の報告がないのが残念である。

しかし、範囲を本遺跡を中心にして半径10固に拡大してみると近隣の市町村に本遺跡と時代を同じく

する遺構、遺物が少なからず検出・出土した遺跡がみられる。我孫子市の「鹿島前遺跡」 ・「南久保

作遺跡j ・「日秀西遺跡」、沼南町の「経塚遺跡」 ・「布瀬向山遺跡」、白井町の「復山谷遺跡」、船橋

市の「小室遺跡」、印西町の「井之内作遺跡」・「南山遺跡」・「船尾町田遺跡」、印膳村の「吉田馬々

台遺跡」 ・「吉高家老地遺跡」などの遺跡があげられる。

なお、本遺跡は『千葉県埋蔵文化財分布地図(1 )一東葛飾・印膳地区一j)(昭和60年 3月30日発

行)の印西町所在の新山北遺跡(遺跡番号No.l1l)の範囲と本調査区域の大部分が重複しており、同一

遺跡と言える。



1.泉北側第2遺跡 2.古新田南遺跡 3.泉北側第3遺跡 4.泉

5.鹿黒遺跡 6.水溜遺跡 7.大木戸根十三塚 8.泉南遺跡

9.南西ケ作遺跡 10.結縁寺塚群 11.船尾白幡遺跡 12.船尾町田遺跡

13.鴫神山遺跡 14.向新田 遺 跡 15.大塚前遺跡 16.大塚塚群 l

17.木 刈峠 遺跡 18.備中崎遺跡 19.小山崎遺跡 20.大畑遺跡 2U..)

22.小山 台遺跡 23.沖ノ台遺跡

ぷ為出~義iサぷ;〉〆誕44二」
第 1図 泉北側第 2遺跡周辺の地形と遺跡 (1: 25叩0)

一怜礼、_.1.1( 



第2図遺跡地形図

11 .調査の経過と遺跡の概要(第 3-----6図、図版 3)

泉北側第 2遺跡の調査は、千葉県企業庁の委託により『千葉ニュータウン』造成に先立ち実施した

ものである。発掘調査は遺跡の南区域10，000rrfについては昭和57年度、北区域10，000rrfについては昭

和58年度と 2年次にわたり合計20，000rrfの面積で実施した。

南区域10，000rrfの発掘調査は、発掘に先立つ準備作業を昭和57年 8月23日から開始し終了と共に引

き続き発掘調査を開始した。発掘区は、公共座標を基準に20mx20mの大グ、リッドを設定し、さらに

大グリッドの中を 2mX2mの小グリッド100個に分割した(第3図)。この小グリッドを基に 2mX

4mのトレンチを東西 8m，南北 4mの間隔を置いて設定し、上層の確認調査を実施し遺構・遺物の

分布状況を確認した。この調査結果を基に県文化課から対象全域に当る10，000rrfの本調査面積が示さ

れ、ただちに表土を除去し、のち検出した遺構全ての調査を行ない、上層の本調査を終了した。その

後ただちに 2mx2mのトレンチを設定し下層の確認調査を実施した。その結果180rrfの下層本調査

を行い南区域の調査を昭和58年 3月28日に終了した。年度が改まった昭和58年 4月1日より北区域l

O，OOOrrfの発掘に先立つ準備作業を開始し終了と共に引き続き発掘調査を開始した。発掘区の設定は

南区域と同様に行いその続きに設定した、今回の確認調査は南区域で実施した小トレンチによる調査

ではなく 2m X 18mの南北に細長いトレンチを基本にしての調査で、発掘区の状況に合わせて長さと
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方向を選び設定し、上層の遺構・遺物の分布状況を確認した。この調査結果を基に県文化課から対象

全域に当る10，000rrlの本調査面積が示され、ただちに表土を除去し、のち検出した遺構全ての調査を

行い上層の本調査を終了した。その後ただちに 2mx2mのトレンチを小グリッドを利用して南区域

と同様に設定し、下層の確認調査を実施した。その結果240rrlの下層本調査を行い北区域の調査を終

了した。こうして昭和57・58年度の 2年次にわたり実施した泉北側第 2遺跡の調査は、北区域と南区

域合わせて上層20，000rrl、下層420rrfの面積を調査して予定どおり昭和58年11月30日に終了した。

昭和57年度および昭和58年度の 1次・ 2次合わせて延べ16ヶ月にわたる調査の結果、泉北側第 2遺

跡は途中とぎれることもあるが先土器時代から古墳時代前半に至る長期間にわたってほぼ連続的に

人々の生活の場であったことがうかがえる。最も多く検出された住居跡から考えると、特に古墳時代

には連続して何世代にもわたり集落が営まれたようである。

つぎに本遺跡の概要を簡単にまとめて報告することtこする。先土器時代は 3カ所から石器を含む遺

物の集中地点が検出された。そのほか単独での遺物の出土もわずかに見られた。縄文時代は早期から

晩期にわたって遺構・遺物がほぼ連続的に検出されたが、残念ながら遺構の数は少なく集落を営なん

だ様子はまったく無い、それぞれ単独的な検出にとどまった。住居跡は前期が中心で合計 9軒、炉穴

が重複分を含めると15基、土坑が前期を中心に20基を数える。遺物とくに土器は調査区の北側の地域

に包含層的にきわめて集中的に出土した。弥生時代は遺構は検出できなかったものの、土器破片が調

査区の北側の地域から縄文土器に混じって少量だが出土している。そして検出遺構の大半を占める古

墳時代前期の住居跡が70軒、掘立建物跡が 1棟検出されている。住居跡はほとんど重複もなく調査区

の全域にわたり検出された。その他には、炭焼窯と思われる遺構が少数検出されている。

-8-



第 2章検出された遺構・遺物

1 .先土器時代の調査

1 .層序(第 7図)

本遺跡の現地表面から先土器時代の遺物を包含する立)11ロ ム層の下部までの標準的土層の堆積状

況について肉眼による観察で、得られた層準について本遺跡の特徴的な状況を加えながら最上層である

表土層から下位の層へ順に説明することにする。

I層 表土層で、 a、bの二層に分かれる。 aは上面が現在の生活面で、耕作等により撹乱されて

いる。 bは黒色を呈しており腐植土層である。

E層 いわゆる新期テフラと呼ばれているもので、本遺跡では一様に観察され、最も厚いところで

は40cm以上を測り、平均20"-'30却の厚さである。次に続く困層との聞には漸移層もなく連続し

て堆積している。この傾向は千葉ニュータウンの他の遺跡でも一般的に観察されいる。また本

遺跡で検出した古墳時代の遺構の多くがこの層を掘り窪めている。

以下は立川ローム層で本遺跡では五層に区分できる。

皿層 軟質(ソフト)ローム層である。立JIIローム層の最上層に当たる。黄褐色を呈し、平均で30

"-'40cmの厚さで堆積している。一部では下部に本来の E層と若干色調の異なる層が見られ、 W

層の軟質化した箇所とも考えられる。

W層 硬質(ハード)ローム層の最上層に位置する。本層の性質・特徴等を考えると部分的に皿層

との同一化が考えられる。

V層 第 l黒色帯に相当する、本遺跡では識別が困難であり、肉眼の観察だけでは明確にW層と V

層を識別出来ない。またW層のソフトローム層(皿層)との同一化の根拠もなく本遺跡ではW

層と V層を一つの層としてとらえ ~N"-'V j]と表示し、一応、 2 層の存在の可能性を示した0

VI層 非常に硬質のローム層である、ローム層中一番早く乾燥し白っぽくなる。これは姶良Tn火山

灰を多量に包含するためと考える。

W層 第 2黒色帯に相当する、色調・包含するもの等により区別し、上からWa，Wb， Wcの三

層に識別が一応可能である。しかし本遺跡では三層に区分したW層中一番色調の明るいWb層

は層準を成さず小さな塊(ブロック)が希に存在する程度にすぎず、一部で観察できる程度で

あり本遺跡においてはW層はWa，Wcの二層と考えてもよいほどである。なお、 Wc層はw
a層と比べても色調が黒く W層中最も黒色味が強い。

なお、「千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書 WJ (1982)で報告されている『復山谷遺跡』

における立)11ローム層の層序区分で第2黒色帯を細区分する刊・唖・ Kの各層と本遺跡のWa.W

-9-
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第7図土層断面図

b'VIIcの各層が対応することを記しておく。

咽層 立川ロームの最下層であると考えられる、黄褐色を呈する。

K層 武蔵野ローム層の最上層と考えられる。

本遺跡の立川ローム層を中心とした基本層序は以上に述べたとおりである。 E層"'-'V層の肉眼によ

る観察だけでは、標準的層準の識別はなかなか難しいようである。まして台地縁辺の斜面部ではなお

さらで、一部では百層の細分が不可能な状況にあったり、把握できなくなっている箇所も存在する、

このように台地(調査区)全域が必ずしも一様の堆積状況ではないこともなお一層の層位区分を難し

くしているようである。

その中で、直接先土器時代の調査には関係はないが若干注目したいことがある。それは「千葉ニュ

ータウン」内のほかの発掘調査でも観察されていることではあるが、本遺跡での状況について次に若
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干触れておくことにする。いわゆる「新期テフラ」 の堆積状況についてである、「千葉ニュータウン」

内のすで、に調査された遺跡で、は普通10cm"'-'20cmの厚さで堆積し、連続して下層に黒色土が続き、 さら

にソフトローム (ffi層)へと移っていくのが一般的な状況にある中で、本遺跡では「新期テフラJ(本

遺跡の層準では E層に当たる)が立川ローム層の再上層であるソフトローム層(皿層) との聞に漸移

層を挟まずに平均30cm前後，場所によっては最高40咽以上の厚さ持って堆積することである。 ただ肉

眼による観察の結果のみの判断で、厚さ40却すべてが「新期テフラ」 であるのか科学的な証拠もなく、

決断は出来ないが注目しておきたい。 さらにこの
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あり、遺跡で確認されるテフラの時期の決定を混乱させていることが多い。本遺跡では堆積する「新

期テフラJ(n層)を掘り窪めている古墳時代の住居跡が多く、その中には住居の床面がソフトローム

(ill層)に達しないものも希に見られた。このことから、本遺跡上に堆積したいわゆる「新期テフラ」

が古墳時代以前に降灰し、堆積した可能性が非常に大きいと言える。

2.遺構と遺物

第 1次調査で 1カ所、第 2次調査で 2カ所、合計 3カ所の遺物集中出土地点が確認された。いずれ

も調査区域の外れに近く、台地斜面部に移ろうとする間際の緩やかに台地が傾斜するところから出土

している。遺物の出土集中箇所と調査区域が一致するので、ここでは単に遺物の集まりと言う意味

で、「地点」と言う表現を使用し、あわせて遺物集中出土地点をも示すことにする。遺物の出土層準は

総体的に立川ロ ム層の田'""VII層にわたっている。

なお、挿図等で、先土器時代の遺物番号の中には同一石器群中に同一番号が複数存在するが、調査

時に各小グリッドごとに出土した遺物に対し与えられた番号であり、本書では小グリッド名を省いて

調査時のままの番号を使用した。

第 1地点(第 8'"" 13図、図版4・5)

調査区のほぼ中央西寄りの台地斜面部からわずかに台地の平坦部に移ろうとする地点から検出して

いる。グリッドF9-80を中心に検出され、径 3mの範囲に多くの遺物が集中し、残りは周囲に散在す

る。遺物総数は208点を数える。出土層はソフトローム (ill層)から第 2黒色帯 (VII層)にわたり出土

しているが、層準としては第 2黒色帯上部 (VIIa層)としてよさそうである。

石器はナイフ形石器4点、石核 3点、二次加工ある剥片 7点、使用痕ある剥片 1点、そして剥片29

点である。ナイフ形石器は 4点出土しているがL、ずれも形態的に違いが見られる。 1は縦長剥片の背

面左側面のみに調整が行われている。 2は縦長剥片の背面両側縁に基部から刃部に至るまで調整が行

われている。 3は縦長剥片の先端部に調整が行なわれている。また、基部の背面側にも若干の調整が

加えられている。 4は遺物の両端が欠損しているので詳細は不明だがー側縁に加えられている調整の

状況から一応ナイフ形石器に分類した。石核の 3点はそれぞれ剥片と接合している、資料20に2点、

資料21に 1点が含まれる。二次加工ある剥片はし、ずれも縦長の剥片に連続的ではない調整が若干加え

られている程度である。使用痕ある剥片は基部付近の背面右側縁に観察されるのみである。 18は凝灰

岩の削片であり、 2点のみの出土で接合する。またここに図示しなかった石器のうち120点は黒曜石

の小さな剥片または砕片である。

本地点検出の石器の石材は、最も多く検出した黒曜石をはじめ珪質頁岩・砂岩・凝灰岩・安山岩の

合わせて 5種類が認められた。うち黒曜石が全体の75%を占めている。

石核のところで触れた資料20，21は残核に剥片が接合する接合資料である。小さな剥片または砕片

が多く、ともに完全な接合復元はできなかった。そして製品との接合はなくすべて剣片とであった。

-12-
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資料20、21はいずれも石材は黒曜石で節理面の状況および包含する不純物などを考え合わせると同一

産地と考えられる、あるいは同一母岩の可能性も十分に考えられる。石質は不純物が混ざり素材とし

てはあまり良いとは言えず、大形の剥片 (または石刃)を製作することは難しい。20，21とも石核再生

と打面転移を頻繁に繰り返している。剥片を見ると石質にも因ると考えられるが、寸ずまりのものが

多く、また折れているものも多い。これら剥片の中には石刃または石刃状剥片はほとんど見られず破

片とも砕片とも考えられる小さめの剣片が多い。

以上、本地点の石器の平面的・垂直的な分布状況、石器の接合状況、そして石材 (母岩)の種類な

どを見ると、本地点、とくにグリッド 9F-80を中心にする石器群は黒躍石を母岩 (素材)の中心とし

て縦長な剥片を中心とする剥片生産を行っていたことが予測される。同石器群のそのほかの石器・剥

片は単独の出土でそれ以外に同ーの母岩 (素材)は見られず、もちろん接合も見られない。黒曜石以

外には唯一14と17が珪質頁岩の同一母岩と考えられる。出土層準は先にも述べたとおり第2黒色帯上

部(VI1a層〉であり、黒曜石の接合資料を含む大半の石器がこの層準に該当するが、ナイフ形石器の

4点はこれら石器の一群より上位より検出されていることもあり、それぞれ単独の素材でもあり少な

くとも第10図 1"'3の3点は完成品の状態で他の地区から本遺跡にもたらされたと考えられる。

本石器群はし、わゆる 「先土器時代文化層下総 IIa期」と考えられる。

なお、本地点の石器群は、石器および数多くの砕片のほとんどを黒曜石が占めるグリッド 9F-80 

を中心とする一群と、石器の構成およびその石材を違えるグリッド10F-02.13に小さくまとまる一群

との 2つのグ、ループに分かれる可能性も考えられる。
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第2地点(第8・14"-'20図、図版4・6・7)

調査区の北東隅に近く、北に入り込む小支谷に向かつて傾斜し始めようとする地点から検出してい

る。グリッド7K-41.42付近を中心に検出され、東西16m，南北12mの広範囲にわたっている。遺物総

数は1025点を数える。出土層はソフトローム Cill層)からハードロ ム層(町，，-， y層)にわたり出土

しているが、層準としては礁・礁破片の多くはソフトローム層下部(皿層またはW層の可能性もあ

り)として、磯・礁破片の一部と石器群はハードローム層 CN"-'Y層)としてよさそうである。

本地点の出土遺物の90パーセントを礁または礁破片が占め、残り 10パーセントが礁・礁破片以外の

石器・剥片である。これらの石器・剥片のほとんどはグリッド7K-52を中心にする直径約 7mの円を

示す範囲に集中して検出されている。また接合する剥片・石核もこの範囲の中のもの同士に限られて

おり、隣り合う剥片・石核も 2mを越えて離れることはほとんどない。

石器はナイフ形石器 l点、角錐状石器 3点、掻器 2点、石核 3点、二次加工ある剥片 2点、使用痕

ある剥片 l点、蔽石 1点、そして剥片18点である。ナイフ形石器は l点出土している、 2は横長剥片

の打面付近を腹面より調整を行っているが、途中で折断しており、この調整がナイフ形石器のどこま

-17-



第 l表第1地点石器計測表

挿図 遺 物
分 類

計測値 ( 皿m) 重量
打面

番号 出土地点 番号 長さ 中高 厚さ (g) 
細部調整 石 材 備考

1 9 F-81 3 ナイフ形石器 31. 0 10.4 5.7 1.7 点状 細粒砂岩

2 9 E-89 一3 ナイフ形石器 34.3 12.8 7.3 3.2 平面 珪質頁岩 b 

3 9 F-80 2 ナイフ形石器 39.4 18.9 8.3 5.6 平面 珪質頁岩

4 9 F-81 2 ナイフ形石器 16.5 16.3 9.9 2.7 欠損 黒曜石

5 10E -08 1 剥片(二次〉 25.7 22.6 11. 3 4.8 粉砕 黒曜石

6 9 F-80 4 剥片 22.9 19.0 4.6 1.7 平面 黒曜石

7 9 F-90 15 剥片(二次) 22.0 19.1 7.2 2.5 平面 黒曜石

8 9 F-81 l 剥片 27.4 21.3 6.2 2.3 平面 黒曜石

9 9 E-89 25 剥片 25.7 17.1 6.6 2.4 2面 黒曜石

10 10F -02 3 剥片(使用〕 32.0 22.0 7.7 4.3 平面 黒曜石

11 9 F-70 -2 剥片 30.3 13.5 8.5 2.9 欠損 黒曜石

12 9 F-80 -8 剥片 39.0 11. 8 6.0 1.5 粉砕 黒曜石

13 10F -13 1 剥片(一次〕 30.0 37.8 8.3 10.6 欠損 砂岩

14 9 F-80 31 剥片 39.3 28.9 10.4 9.5 粉砕 珪質頁岩

15 lOF-03 1 剥片 35.7 22.3 13.6 12.1 多面 砂岩

16 9 F-03 -1 剥片(二次〕 24.0 18.8 7.4 3.5 欠損 部分的 安山岩

17 9 E-89 -13 剥片 30.7 24.9 7.4 3.9 平面 珪質頁岩

9 F-80 67 剥片 56.2 21.3 10.4 8.3 欠損 凝灰岩 乱

18 
67 剥片 23.3 20.7 0.6 3.3 凝灰岩 b 

19 9 F-80 70 剥片 69.4 20.1 12.6 10.8 平面 珪質頁岩

20 I+ll+ffi 

20a 9 F-80 -44 剥片 16.8 16.7 2.0 0.3 平面 黒曜石

10E-09 -2 剥片 30.4 15.0 11.6 4.0 平面 黒曜石
20b 

剥片 黒曜石9 F-90 9 10.1 11. 4 3.4 0.2 

20c 9 F-80 15 剥片 17.4 11. 5 5.4 0.8 2面 黒曜石

20d 9 F-80 -102 石核 33.4 22.0 19.9 13.4 黒曜石

20e 9 F-80 47 剥片 11. 3 5.9 2.6 0.1 欠損 黒曜石 b n 
20f 9 E-89 -29 剥片 23.5 16.0 4.6 0.9 平面 黒曜石 E 

20g 9 E-89 5 剥片 18.9 20.2 2.3 0.7 粉砕 黒曜石 E 

9 F-80 17 剥片 36.9 23.8 10.5 3.1 
平面

黒曜石
20h 

剥片 黒曜石
E 

12 4.2 

20i 9 F-80 47 剥片 13.5 8.1 2.3 0.1 点状 黒曜石 am 

20j 9 F-80 27 剥片 21. 0 13.5 3.6 0.5 点状 黒曜石 E 

20k 9 F-80 51 剥片 18.4 20.0 3.9 1.3 平面 黒曜石 E 

201 9 E-89 23 剥片 25.8 18.4 13.2 3.7 粉砕 黒曜石 E 

20m 9 E-89 12 石核 30.1 32.5 20.4 13.3 黒曜石 E 

21 

21a lOE -09 -4 剥片 24.0 11.2 15.0 3.1 欠損 黒曜石

21b 9 F-90 -6 剥片 17.9 11.1 4.5 0.7 平面 黒曜石

21c 9 F-90 5 剥片 15.9 13.7 2.2 0.4 点状 黒曜石

9 E-89 2 剥片(二次) 5.3 黒曜石

21d lOF-OO 1 剥片(二次〕 16.6 54.4 15.3 2.1 平面 黒曜石

9 F-90 剥片(二次〉 0.5 黒曜石

21e 9 E-89 28 剥片 11.1 10.4 4.3 0.3 粉砕 黒曜石

2lf 9 E-89 15 剥片 34.9 24.1 12.5 6.2 平面 黒曜石

21g 9 E-89 22 石核 28.2 34.0 16.3 11. 4 黒曜石

。。



で行われているかなど詳細は不明である。安山岩を素材としている。次に角錐状石器は 3点出土して

いる。 1は横長剥片の先端部まで背面両側縁に腹面より調整が鋭角に行われている、素材は安山岩。

3は途中で折断しており詳細は不明だが、厚さのある横長剥片の背面に腹面よりナイフ形石器を思わ

せる鋭角な調整が行われている。素材は安山岩。 4は錐を思わせる鋭利な尖端をもっ、横長剥片の背

面に腹面より粗い鋸歯状の調整を行ってる。素材は安山岩。 6，7は剥片の先端部に細部調整を加え

刃部を弧(凸)状に作りだしている掻器で、素材はいずれも砂岩である。 6は一部に原面を残す剥片

で、背面の右側の稜線に向かつて腹面より調整が行われているようだが刃は分散した状態にある。刃

の厚みはない。 7の刃部は背面の稜線に向かつて集まる状態に腹面より鋭角に調整が行われている。

刃は 6よりは厚みを持っている。 11は砂岩の敵打器と思われる、端部に近い周囲部には打撃痕が複数

観察される、長軸の一方の端部は欠損しているが、敵打した結果割れてしまったと考えられる。接合

する破片はない。 12"'-'16は石器の接合状況を示したものである、石質は砂岩が 3個体、凝灰岩と珪質

頁岩が各 l個体の計 5個体を示した。いずれも大磯(最大長が10咽内外)を素材にしている。 16は素

材の原型を知り得る数少ない資料である。ここに上げた 5点の接合資料は製品との接合はなく、すべ

て寸ずまりの剥片との接合であった。これら剥片の多くは寸づまりまたは横長な剥片が多い、これは

素材の大きさと石質に因るところが多いと考えられる。

石材は砂岩が最も多く、安山岩・頁岩・凝灰岩と続き、黒曜石はほとんど見られない。これは第 1

地点検出の石器群とは好対称な石材を示していて興味深い。

本地点の遺物として、出土遺物の90パーセントを占める楳・礁片がある。平面分布では大きく 3つ

のク"ループに分けられる。一つはグリッド7K-41，42を中心にする西側の大きなグループ、このグ、ル

ープは石器の分布する範囲とおおよそ重なる。そしてその東側グリッド7K-45を中心にするグ、ルー

プ、と南東側グリッド7K-64を中心とする小さいグ、ループである。そして垂直分布から見ると、西側

に位置する大きなグル プは礎・磯破片の大半を出土する層準が東の二つの小さいグ、ループ Cill層)

より一段低い層準 Cv "'-' VI層〕にある。礁のほとんどは何等かの高熱を受け全体または一部が赤く変

色したものが多く、総体的に脆く、多くが細かな破片に割れている状態である。完全に原形をとどめ

る礁の出土はわずかである。その中にあって、礁破片の半数以上が同じ石材同士接合し、満足な結果

を得るものばかりではないが礁の原型を知り得る程度までに復元できたものが何点かある。復元状況

は第 3表に示すとおりである。礁片の接合は 3つのグ、ループそれぞれのグル プ内同士のものが多い

が、中には隣り合うグループの破片と接合する例も少数であるが見られる。

以上、本地点の遺物はその種類によりグリッド7K-51を中心に分布する石器群と本石器群を含めそ

の南東に向かつてに広範聞に分布する礎および喋破片の一群とに大きく二分することができる。

ここでは石器群についてまとめることとし、礁群については項を改めて述べることにする。本石器

群は第200図に示したとおりグリッド7K-51付近を中心に直径約 7mの範囲に集中して分布し、若干

の石器がその周囲に散在する。石器の素材は不明な石材を除くと砂岩が最も多く、安山岩・頁岩・凝

灰岩・チャートと続き、黒曜石はほとんど見られない。石器はナイフ形石器が l点のみ、角錐状石器
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が3点、そして掻器が 2点と第 1地点とは好対称である。また本石器群は、素材の多くを最大長が10

cm内外の中・大礁に求めており、寸づまりで横長または幅広な剥片生産を行っていたことが接合資料

からも予測できる。産出層準は立)11ロ ム層のN"-'V層とする石器群であことが第198図の遺物の垂

直分布状況からも見て取れる。本石器群はし、わゆる「先土器時代文化層下総nb期」と考えられる。

第2表第2地点石器計測表

挿図 遺 物
類

計測値〔皿皿〉 重量
打面

番号 出土地点 番号
分

長さ 申高 厚さ (g) 
細部調整 石 材 備考

1 7 K-54 19 角錐状石器 4.3 1.2 0.9 4.4 欠損 二側縁 安山岩

2 7 K-41 -64 ナイフ形石器 3.2 2.0 0.9 3.7 欠損 一側縁 安山岩

3 7 K-42 58 角錐状石器 3.6 3.3 1.1 13.1 欠損 二側縁 安山岩

4 7 K-51 61 角錐状石器 3.6 1.7 1.0 3.6 欠損 二側縁 安山岩

5 7 K-45 79 石核 2.8 2.5 1.6 10.4 珪質頁岩

6 7 K-42 -109 掻器 3.6 3.0 1.4 13.8 欠損 砂岩

7 7 K-42 55 掻器 3.6 3.4 1.1 11.1 欠損 一端 砂岩

8 7 K-53 12 剥片(二次〕 2.3 3.0 0.8 5.6 欠損 部分的 安山岩

9 7 K-50 73 剥片(使用〉 3.2 2.3 1.3 5.2 凝灰岩

10 7 K-41 32 剥片(二次〕 4.0 3.2 1.2 10.8 部分的 安山岩

11 7 K-41 -139 敵石 (12.0) 8.3 4.9 576.0 砂岩

12 

12a 7 K-51 -5 剥片 2.3 3.6 1.1 8.3 点状 砂岩

12b 7 K-61 3 剥片 1.9 3.2 0.7 2.5 点状 砂岩

12c 7 K-51 27 剥片 2.1 1.1 0.6 1.1 点状 砂岩

12d 7 K-51 4 剥片 1.9 1.3 0.5 1.1 2面 砂岩

12e 7 K-51 34 剥片 2.4 3.6 1.0 5.0 2面 砂岩

12f 7 K-51 -30 剥片 2.9 2.2 0.5 2.2 2面 砂岩

13a 7K-71 -5 剥片 1.2 1.1 0.4 0.7 凝灰岩

13b 7K-71 -11 剥片(二次〉 3.8 2.7 1.5 15.1 片面 凝灰岩

14 

14a 7 K-63 2 剥片 2.0 1.6 1.1 2.4 不明 珪質頁岩

14b 7 K-63 -4 剥片 2.2 2.0 0.9 3.8 平面 珪質頁岩

14c 7 K-72 -1 石核 2.7 2.4 1.3 8.9 平面 珪質頁岩

15 

7 K-51 -23 剥片 1.9 2.6 0.6 2.9 
平面

砂岩
15a 

剥片 砂岩7 K-51 -12 1.8 1.7 0.4 1.0 

15b 7 K-51 -22 剥片 1.2 1.0 0.4 0.5 点状 砂岩

15c 7 K-51 66 石核 3.7 3.4 1.7 14.6 2面 砂岩

16 

16a 7 K-50 9 剥片 2.3 3.5 1.5 11. 7 原面 砂岩 (+b) 

16b 7 K-50 -33 剥片 1.7 1.5 0.7 1.4 原面 砂岩

16c 7 K-40 -25 剥片 1.8 2.6 0.6 2.7 平面 砂岩

16d 7 K-40 4 剥片 3.2 3.0 1.1 9.6 点状 砂岩

16e 7 K-40 -7 flj片 4.5 2.9 1.4 13.2 欠損 砂岩

16f 7 K-40 16 剥片 2.9 2.0 0.6 2.6 原面 砂岩

n
d
 

n
d
 



第 3表第2地点喋・蝶破片接合状況

資料
材

復 原 率 %
破片数量 接 J口L 遺 物 番 号 備考石

番号 総重量g

2 号ヂーャーート
50 4 40-5・11・12・17

202.3 

3 安山岩
95 2 40-13(2) 

31.4 

4 凝灰岩
90 4 41-25・100・130・151

46.9 

5 変成岩
90 6 40-3+50-14・41・44・48・58

130.6 

6 砂岩
95 2 40-19(2) 

258.4 

7 砂岩
80 3 41-30・107・119

81.4 

8 砂岩
70 6 41-125・143く日

88.8 

9 号ヂャーート
60 7 41ー 23・59・65・142(2)+42-14・16

52.1 

10 チャート
50 9 41-11・16・22・26・62(2) + 42-37・43・49

56.6 

11 碑岩
32.6 

3 41-36+42-90・93

12 砂岩
95 3 41-70+42-63・84

74.8 

13 頁岩
40 5 41-89・147・165+42-9・76

80.3 

14 チャート
90 7 41-33・69(2)+42-8・66・114・119

81.0 

15 巧=里局 95 7 41-68・72・38+42-3・61・65・98
149.3 

16 チャート
70 25 412-E4183 ・24・42・60・120・148+42-30・34・47・72・87・102・111・

75.0 112(4) .113.121+62-26・28・29・40・43+63-5

17 凝灰岩 40 6 41-76・81+42-64くの +62-39
39.6 

18 凝灰岩 80 6 41-80+42-81・99・104(2)+52-36 
67.3 

19 チ ャ ー ト 70 10 41-46・108・126・132・164+42-5・51+43-2+52-1・43
82.2 

20 ザL ャーート 13 40-15・21+50-12・46・47・65・70+51-46・49+62-11・16
80.1 +72-2・8

22 花樹岩 95 5 41-85・122+42-54・71・80
121.2 

24 流紋岩
34.6 5 41-12・13・14・94+51-50

25 砂岩
14.8 

2 62-3・18

26 チャート
60 17 

40-2・35+41-2・8+50-7・39・42・45・50・54・61・67・71(2)
255.5 +62-6・12+73-2

27 チャート 85 4 41-57・75・79+71-16
70.5 

28 安山岩
34.9 

2 45-45+2d 

29 チャート
70 16 

32-1+41-58・134+42-18・68+60-6・7・8・9+61-2+62
91.0 44+70-2+71-3・8・13・15

30 砂岩
18.1 

2 50-5・34

31 安山:岩
21.8 

2 40-32+50-63 

32 チャート
3.6 

2 41-101・157

33 砂岩 40 3 40-18・34+41-96
31.2 

34 安山岩
52.4 3 41-109+42-45(2) 

35 砂岩
95 3 34-3+41-28・160

59.1 

36 砂岩
112.0 3 41-158+51~52 ・ 53

37 有三里局
44.2 3 41-38・43+53-30

38 砂岩
89.6 3 41-87・141+42-2泡

39 凝灰岩
32.2 

2 42ー 7・122

40 ヲL ャーート
26.8 4 42-4くの・78

41 チャート
60 22 41-17 ・39 ・91 50 く・21 〉05+・135 ・149 ・150 ・152 ・163+42-29 ・34(3) ・

168.8 44・50・53・115(2)+50-2+53-2+62-31・41

42 有三事局
47.5 7 52-5・9・21・27+54-10・21+64-114

43 安山:岩
21.3 2 53-9・14

44 安山岩
20.4 

3 53-3・4(2)

45 花樹岩 58.2 6 52-33(2) +54-6・20・24+62-7

46 石英 56.0 10 64-8・54(7)・70・99

47 砂岩
40.9 

2 64-48・55

48 安~W老若 80.2 9 41-3+51-9・14+52-19・31・32・38+62-5・9

49 砂岩 100 3 42-59・79+62-34
64.7 

50 砂岩 95.1 4 64-46・63・65・66

51 チャート
40.3 11 5471+5732+-43 238・115+51-63+61-5・8+62-14・22・38・

円。
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資料

番号
石 材

復 原 率 %

総重量 g
破片数量 接 1ロh 遺 物 番 号 備考

52 モト守，ーート
18.7 3 50-53(2) +72-5 

53 4 41-115+42-38く2)+61-5

54 安山岩 64.8 14 50--E2〉69+511・14+52-11・14・24・28・29+53-1+62-2・
8 ・17・24

55 ヲL 守，ーート
16.1 8 50-19(3) +60-3・4(4)

56 砂岩 119.0 7 41-50・159+51-68+52-61(3)+61ー 7

57 安山岩 23.8 3 50-13・16・55

58 チャート 2.8 2 50-11(2) 

59 号ヂャーート
1.8 

3 50-4・32・35

60 粘板岩 93.7 9 45-21(2) .23く7)

61 チャート
60 24 36-5・6・71E・82〉・ 12・15+373+454E212〉・14・15・20・28・34(2)

189.3 .49・56・6 ・77・78・90+46-24(2)+55-5 

62 石英 85 15 45-2・10・16・17.19・26(2)・31・32・37・46・63・64・100+2a137.9 

63 砂岩 54.3 2 43-8・10

64 凝灰岩 50.2 5 45-50・81・83・84・85

65 チャート 30.6 2 45-34く2)

66 流紋岩 61.0 2 54-12・14

67 砂岩 127.4 8 45-18・42・54・56・97・102+46-28+2j

68 有三旦耳
95 8 45-9+46-3・9・10・14・21・26+55-4219.2 

69 安山岩 17.2 2 45-82+46-16 

70 安山岩
95 4 45-41・53+46-11+2g105.2 

71 安山岩 41. 7 
2 46-20・30

72 安山岩 95.6 2 46-29・33

73 石英 49.9 2 45-30・55

74 ヲL ャーート 65 8 36-11・14+45-33・87・92・94・95+46-7107.0 

75 砂岩 28.0 3 45-29・70+46-1

76 2 45-24+46-18 

77 石英 27.1 3 64-19くの .37+58-6

78 砂岩 56.4 7 54ー 2+64-26・29・30・84(3)

79 ザL ャーート
50 12 63-6+64-4・7・39(2)・50・89・107(5)70.8 

80 石英 90.1 5 63-11+64-2・60・69・97

81 弓之官周 50 8 54-4+64-1・10・23・35・64・67・12090.4 

82 安山岩
90 3 63-12+64-56・58119.3 

83 凝灰岩 116.4 5 63-1+64-3・20・52・76

84 砂岩
70 4 50-15+64-9・12・4159.2 

85 砂岩 7.9 3 50-21・72+51-44

86 砂岩
50 22 41-31・34・56・78・86・93・113・117・129・140・144(2)・153・155

108.0 +42-17・83・108・117・123+51-64+52-54+62-15

88 砂岩 16 32-3+41-52・54・71・111.116+42-2・19・20・36・57・70・75
145.4 .118+53-11・29

89 砂岩 130.0 12 42-110+43-1-6・12+52-16・42・57+53-7・10・15・16・36

90 砂岩
50 4 41-5p.77・112・118

63.3 

91 弓=里局 22.0 3 41-19+42-15+52-26 

92 砂岩
60 5 41-98・104・145+42-40+62-36

52.1 

93 安山:岩 19.7 
2 52-12・15

94 安山岩 36.2 
3 31-2+62-37+71-14 

95 安山:岩 37.2 
4 52-10・20・35・37

96 砂岩 8.3 3 52-8・13+62-1

97 砂岩 52.7 6 42-6・88+ 44-3+ 51-65+ 52-22+53-26 

98 凝灰岩 130.0 11 51-11+52-52(3) +63-8+64-5・44・63・71・119+2C

99 チャート 25.0 
7 50-26+ 51-3+ 63-17 + 72ー 7+73-10(2)+ 13 

100 砂岩 38.3 
3 40-14+41-6+72-6 
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資 料
材

復 原 率 %
破片数量

番号
石

総重量 g
接 ぷ日』 遺 物 番 号 備考

102 ザL ャーート
1.5 2 71-1く2)

103 弓之唖巧
23.0 2 82-1+83-8 

104 ヲL ャーート
18.4 2 73-11・15

105 安さUJ掌ま 29.8 2 73-1+83-2 

106 弓之唖用
98.0 6 73-4・5く2)・6・9・12

108 凝灰岩 28 54-1・16+63-8・14+64-11・14・15・21・24・27・36・39・40・
456.8 42・44・45・47・49・61・70・72・74く2)・75・77・86・92・108

109 砂岩 16.4 3 43-3・4+51-54

110 砂岩 7.1 2 34-4+54-23 

111 安山岩
90 4 36-4・13+45-40・48213.5 

112 安山岩 13 36-10+45-7・25・27・37・39・59+46-4・5・15+55-7+41
118.0 -97+50-56 

第3地点(第 8・21・22図、図版 4・7)

第2地点の東側15mの調査区の北東隅グ、リッド6L-97を中心に検出され、遺物は東西 8m，南北 6

mのやや広い範囲に散漫に分布している。遺物総数は43点と一番少ない。出土層は立川ローム層のハ

ドロ ム層 ClV '"" V層)中であり、本層を出土層準としてよさそうである。石器は二次加工ある剥

片が 2点、剥片が 1点および接合する剥片と石核の 4点の合計 7点のみで、その他は礁破片である。

接合資料は 4の一個体のみで、それも残核に小剥片が 2点接合するのみである。石材は珪質頁岩・砂

岩・ホルンヘルスの 3種類であり、黒曜石の出土は全くなかった。この傾向は隣接して検出された第

2地点の石器群とも非常に類似している。剥片は幅広な不整形なものが多く、石刃および石刃状剥片

は見られない。おそらく石器の素材においても第 2地点の石器群と同様に中・大礁に求めているもの

と考えられる。指標となる石器が出土してはいないが本石器群も第 2地点と同様いわゆる「先土器時

代文化層下総nb期」と考える。

ただし、本地点の遺物の分布状況は第 1・第2地点と比べてごく集中する地点が無く、どちらかと

言えば散漫的である、また本地点は調査区の北東端に位置しており、遺物の分布状況を考えるとさら

に東側の調査区域外へ遺物の分布が広がる可能t性も充分に考えられる。さらに検出された石器の石

材、出土層準等を考えると、すぐ南に位置する第2地点の石器群とも共通するところもあり、そこで

ここでは本地点の石器群についての詳細な検討は省略することにする。

地点以外の出土遺物(第23・24図、図版 7・8)

ここでは、グリッドまたは遺構内などから単独で出土した遺物の中から先土器時代の所産と考えら

れる遺物を一括した。遺物の出土層位はし、わゆる新期テフラ層 Cn層)からのものが最も多く、立川

ローム層中からの出土はソフトローム層 CID層)からの角錐状石器など 2点と第 2黒色帯 CW層)か

らの二次加工した剥片 1点の計 3点のみであった。また、剥片の中には住居の覆土中から出土してい

るものもある。

石器はナイフ形石器 l点、角錐状石器 l点、削器 2点、尖頭器 1点、彫器 1点、二次加工ある剥片
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第4表第3地点石器計測表

挿図 遺 物
分 類

計測値 (mm) 重量
打面 細部調整 材 備考

番号 出土地点 番号 幅
石

長さ 厚さ (g) 

1 7 L-06 -3 剥片(二次〕 2.5 2.6 1.1 5.0 平面 部分的 砂岩

2 7 L-08 1 剥片(二次〉 4.7 2.0 1.2 9.5 欠損 ホルムフェルス

3 6 L-89 1 剥片 2.9 3.7 1.2 10.8 平面 珪質頁岩

4 

6 L-99 2 剥片 1.3 不明 ホノレムフェノレス
4a 

剥片
1.6 2.1 0.8 

0.7 不明6 L-99 -3 ホルムフェルス

4b 6 L-96 -2 剥片 1.7 2.2 1.7 2.2 平 面 ホルムフェルス

4c 7 L-07 -12 石核 3.2 4.6 1.6 22.7 平 面 ホルムフェルス

司
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第24図地点外石器実測図 2 

15 a 

r-一ー~ 17 

4点、そして使用痕ある剥片 3点である。次に石器を少し詳しく見てみよう、ナイフ形石器は3の1

点で黒曜石の石刃を用い打面を取り去るように背面に加工を加えている。角錐状石器は 9でやや厚め

の珪質頁岩の横長剥片を用い背面両側縁の一部に刃部らしきものを残しでほぼ全周にわたって鋭角な

調整が加えられている。さらに基部には腹面倒にも調整が加えられている。なお打面は調整により削

り取られて残っていない。削器は 7と8の2点でいずれも石材は黒曜石である、 7は石刃状剣片を用

い右辺の片面に調整を加えて削器としている、さらに先端部には調整を加えてノッチ状の凹を作りだ

している。また基部を除きほぼ全周にわたって摩擦に因ると思われる摩誠の痕が観察される。 8は横

長剥片の端辺に腹面より連続して細部調整を加え刃部を作り出している、また打面付近にも細部調整
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第5表地点外出土石器計測表

挿図 遺 物 計測値 (mm) 重量
打面

番号 出土地点 番号
分 類

長さ 幅 厚さ (g) 
細部調整 石 材 備考

1 4 G-38 3 剥片〔使用〕 2.8 1.2 0.7 2.0 平面 黒曜石 畠

2 4 H-88 -2 剥片 4.5 1.8 0.7 6.0 欠損 珪質頁岩 乱

3 81-45 2 ナイフ形石器 3.5 2.4 0.6 3.3 欠損 一側縁 黒曜石 a 

4 81-45 2 剥片 2.0 4.1 0.8 2.6 欠損 黒曜石 c 

5 4 H-14 3 剥片(使用〉 5.9 2.8 1.4 12.5 粉 砕 黒曜石

6 8 E-43 1 剥片(二次〉 5.2 2.4 0.8 10.7 粉砕 部分的 安山岩

7 6 F-15 3 剥片(使用〕 42.4 34.0 11.6 10.0 平面 黒曜石

8 81-45 -2 剥片(使用〕 3.7 2.7 0.8 7.5 欠損 黒曜石 b 

9 7 E-05 一3 角錐状石器 4.1 1.4 0.9 4.6 欠損 二側縁 珪質頁岩

10 5 H-58 剥片(使用) 4.4 2.3 1.1 13.6 欠損 黒曜石

11 057 9 剥片(二次〕 1.4 1.8 0.7 1.7 欠損 黒曜石 g 

12 5 H-98 -2 剥片(二次〕 29.9 28.3 9.9 8.8 欠損 部分的 安山岩 b 

13 045 3 剥片(二次〕 31.5 31.6 12.4 11. 6 点状 部分的 安山岩

14 040 9 剥片 54.3 45.7 18.6 35.5 欠損 珪質頁岩

15 

15a o 4 0 3 剥片 3.0 1.7 0.7 4.0 平面 珪質頁岩

15b 表採 C 石核 3.8 3.4 3.5 44.2 珪質頁岩

16 111 2 尖頭器 (83.1) 24.2 10.6 21.6 両面両縁加工 粘板岩

17 10F -4 彫刻万形石器 141. 0 33.8 12.9 52.7 欠損 片面両縁加工 珪質頁岩

が加えられている。 16は尖頭器で、粘板岩製の縦長剥片を用い両面両側縁に調整を加えているやや細

長い木葉形の尖頭器である、あいにく先端部分が背面方向に折れて欠損し、完形品ではないのが残念

である。 17は彫器で、珪質頁岩製の大形石刃の背面の両側縁全体に腹面より鋭角に連続して調整を加

えている、先端部には右方向からの彫万面打撃によると思われる樋状剥離痕の一部が腹部側に見られ

る、この打点部分は欠損して観察されない。また、基部付近左側縁に小さな突起を作り出している。

そのほか外見の形状はし、わゆる「ホロロカ型彫器」に類似している。 15は接合資料である、頁岩製の

石核に剥片が l個接合するのみである。石核は打面転移を繰り返している。 6. 11"'13の4点は二次

加工ある剣片で、石材は黒曜石(11)と安山岩の 2種類である。いずれも片側側縁に短い連続した二

次加工を腹面より加えた調整が見られる。 1・5・10の3点は使用痕のある剥片で、石材はすべて黒

曜石の縦長剥片である。

以上、第 1"'3地点および地点以外から出土した先土器時代所産の遺物についてその概要を述べ

た。本遺跡からは第 1地点208点、第 2地点は最も多く 1025点、第 3地点は非常に少なく 43点、そして

地区外からは16点合計1292点の先土器時代所産の遺物が検出されている。遺物の内容を見ると実に

70%以上を礁もしくは磯破片が占め、石器と分類できるものは124点と少なく 10%にも満たない量であ

る。残りの20%は砕片・削片が主である。また遺物の出土する層は立川ローム層のソフトローム層

(皿層)の下部から第 2黒色帯 (W層)上部にかけての広い範囲にわたる。第 1'"第3のいずれの地

点も遺物の多くが産出する層位は層準的には本県に於ける先土器時代の文化層『下総E期』を包含す
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る層準とすべて重複する。石器そのものの出土点数はあまり多いとは言えないないものの、ナイフ形

石器・角錐状石器・掻器および蔵石などを中心に検出されいる。また細石器・槍先形尖頭器や礁器等

を出土するとされる相前後の『下総E期』 ・『下総 I期』の遺物の出土は第 1"-'第 3のいずれの地点

でも見られず、地点外出士の遺物にほんのわずか検出されただけであり、このように石器等の構成面

から考えても第 1"-'3地点検出の石器群は『下総 E期』所産のものとしてよいであろうと考える。そ

うした中で、遺物の検出層準を多少上下に違えて検出された本遺跡の東に位置する第 1地点と距離を

隔てて北西に位置する第 2・3地点という二つの地点では石器の器種の構成、石器素材の種類等にも

明確な違いがあり、第 1地点は先土器時代文化『下総na期』に、第 2・3地点は同じく『下総nb 

期』に、それぞれ相当すると考えられ、本遺跡には時代を違える二つの文化層が存在するといえる。

必
を



縄文時代の調査

1 .遺構と遺物

H
H
 

a.住居跡と遺物

調査区の北端のやや北に突き出た台地の縁に近い区域で縄文時代の遺構が多く検出された。そのう

ち住居跡と思われるものは 9軒検出されている。数は少ないものの時期・時代は縄文時代のほぼ全域

ここでは遺構が検出された順に出土した遺物と共にその概要を述べることとする。にわたっている、

075号住居跡 (第25図、図版 9・15)

調査区北側の西端 (E-7)に位置する。平面形は不整円形で、掘り込みは確認面から僅か 8遺構

cmほど鍋底状に掘り下げた状態で検出された。最大での径は2.7mを測る。床面と壁との区別は難し

く、検出した箇所は全て床面と考えられる。炉跡は床面と考えられる平坦部の東側に焼土が徴かに堆

積しているのが検出されただけである。柱穴及びそのほかの施設は検出されていない。
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075号住居跡実測図及び出土遺物
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遺物 掘り込みも非常に浅く住居の範囲もはっきり確認できない中で出土した遺物は僅かで、あるが、

縄文土器が出土している。そのおもなものは縄文晩期の土器破片である。 1は口縁部付近の破片であ

るが、口縁が折り返しになり多少肥厚し、撚糸文が施されている。 2'"'-'6は胴部の破片と思われ、い

ずれも 1と同様に撚糸文が施されている。出土した土器破片はすべて同一個体の可能性が充分考えら

れるが、残念ながら接合するものはない。千網式土器であると思われる。

078号住居跡 (第26図、図版 9)

遺構 調査区の北端近く (H-4)に位置する。確認面から僅か12岨ほど掘り下げた帆立貝に似た不

整形な径約 3mの掘り込みが検出されているが住居の掘り込みとしてはやや不自然であると考える。

西側の壁に接して僅かだが焼土の堆積を伴う小掘り込みが検出されている、本住居にともなう炉と考

えるべきか、検出された位置に疑問が残る。また床面と考えられる底部は全体に軟弱であり、硬化し

た痕跡はまったく確認できなかった。柱穴およびそのほかの施設は検出されていない。

遺物 遺物の出土は若干あったが、すべて小破片で図示できるものはなかった。
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079号住居跡 (第27図、図版 9)
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1 .貧褐色土層(テフラ粒 ・ソフトローム・暗色土)

2.暗赤褐色土層(ソフトローム・暗色土・焼土ブロ ック)

3.賞褐色土層 (ソフ トローム・暗色土・焼土〉

b，4.黄褐色土層(ソフ トローム・暗色土 ・3層より多い焼土〕

• 

第26図 078号住居跡実測図

遺構 調査区の北西斜面 (G-4)に位置する。確認面から僅か 8cmほど鍋底状に掘り下げた直径約
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3mの不整円形を呈する住居跡で、ある。壁らしき痕跡はなかった。床面と考えられる箇所は全体に軟

弱である。住居中央やや南に寄って炉が検出されている、地床炉である。柱穴およびそのほかの施設

は検出されていない

遺物 遺物の出土は若干あったが、すべて小破片で図示できるものはなかった。
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1 .黄褐色土層 (ソフトローム・

焼土性・焼土ブロック)

1 .黄褐色土層(ソフトローム・テフラ粒・暗色土〕

第27図 079号住居跡実測図

080号住居跡 (第28・29図、図版10・15)

遺構 調査区の北端斜面 (H-3)に位置する。平面形状は4.5mx2.5m隅丸方形。確認面からの深

さはハードロームまで達し最大で、40cmを測る。床面は全体的に僅かに堅く締まっている。炉は住居中

央北寄りにあり地床炉で、住居の長軸に沿って細長い。主柱穴は検出されず、壁の内側に沿って径

10""'-'20cm、深さ20""'-'40cmの壁柱穴が一周する。そのほかには施設は検出されていない。そして炉跡の

南側の床面には小規模ながら貝の堆積が 4カ所認められた。

遺物 遺物の出土はそれほど多くはない。前期前半の胎土に繊維を含む土器がその多くを占める。 l

は片口を持つ深鉢である、羽状縄文の地文の上に半裁竹管による幾何学的文様を施している。底部は

欠くが上げ底を呈することが観察される。 2は小型の深鉢の底部付近である、器面には羽状縄文が施

されているが、はっきりそれとは分かりにくい。底部は微かに上げ底である。 3は大型の片口を持つ

深鉢である。観察できる範囲では組紐のみ施文されている。4はlと同様な片口を持つ深鉢である、

ノレープ文と斜縄文の地文に胴部中央付近に半裁竹管様工具によるコンパス文が一周して施されてい

る。 5は 3ほどではないにしろ大型の深鉢である。観察できる範囲では異条縄文を羽状に施文して地

文としている。口唇部には中央をくぼめた小突起が付けられている。 6はやや小型の深鉢である、器

面全体に斜縄文のみ施文している。 7""'-'10はし、ずれも深鉢の口縁部付近の破片である。 7・8はとも

に口唇部直下にループ文を数段施文して口縁部の文様としており、以下にはループを持つ縄文を羽状
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l 燈褐色土層(テフラ粒・ソフトローム ・暗色土〕

2 燈黄褐色土層(テフラ粒・ソフトローム・暗色土)

3 黄褐色土層(テフラ粒・ソフトローム・暗色土)

4 燈褐色土層(黒色土・テフラ粒・ソフトローム・貝)

。
m
 

l 陪黄褐色土層(ソフトローム・焼土・黒色土)

2.赤褐色土層(焼土粒・ブロック ・ソフトローム)

3.黄褐色土層 (ハードロームブロック ・焼土)

2m 

r
 a

・

第28図 080号住居跡実測図

に施文している。 9は5と同様に異条縄文を羽状に施文している。10は組紐を器面全体に施文してい

るのみである。底部は平底で、一部に lの様な上げ底を呈するものがある。器形を見ると多くは底部

から口縁に向かつて直線的に開く形状である、まれに10のように口縁に向かつて内湾するものもみら

れる。すべて関山式土器である。

検出された貝殻は小型のハマグリが最も多く、シオフキ、マガキなどが確認できた。いずれも海水

産の貝類である。

084号住居跡 (第30図、図版10・17)

遺構 調査区の北東 (J- 8)に位置する。炉跡、および周囲に点在する多数の柱穴様の掘り込みが

ソフトロ ム上面に検出されたのみである。壁は痕跡さえも全く確認できなかった、周溝も検出され

ず住居の形態 ・規模および主柱穴等の確定も出来ない。施設の確認面は硬化している箇所もなく明瞭

には床面を確認できなかった。また炉跡の南西側近くに埋聾が 1基検出されている。炉跡を中心に計

5m程の円形またはそれに近い形状を呈する住居跡と考えられる。しかし詳細はさらに充分な検討が

必要である。
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1.暗褐色土層(ローム粒・焼土粒・炭化粒)

。

~ 

2 黄褐色士層(ローム粒・ロームブロック・焼土粒・焼土ブロック〕

3.暗褐色土層(ロームブロック)

2m 

第30図 084号住居跡実測図及び出土遺物

o lOcm 
ト一一一←一一一寸一一 →ー +一一-l

遺物 住居の範囲及び床面が確認されておらず遺物の出土はほとんど無い。炉跡近くで出土した埋聾

1点のみである。土器の最大径より僅かに広い掘り込みに口縁を上にした正位の状態で、埋められてい

た。土器は底部を欠き、さらに欠損部位もあり完形ではない。胴部下半部は球状を呈し、中央部に僅
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かに括れを持ち上部は口縁に向かつて直線的に開く 。口縁は波状を呈する。器面には無文地の上に棒

様工具によりアルファベットの iJJを思わせる文様(区画帯〉を 4単位で一周させ、それを上下 2

段に配している。さらに、すべての iJJ字に区画された中を棒様工具の先端をやや粗雑に刺突して

その空間を埋めている。そのほかは無文のままである。称名寺式土器である。

085号住居跡 (第31・32図、図版10・16)

遺構 調査区の北やや西寄り (F-6)に位置する。平面形状は5.7mX3.9mの隅丸方形。確認面か

らの深さは最大で'20cmを測る。床面はソフトローム中に検出されたこともあって全体に軟弱であっ
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1 暗燈褐色土層(テフラ粒 ・ソフトロ ーム・暗色土)

2.暗黄褐色土層 (ソフトローム・テフラ粒・暗色土)
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1 .暗赤褐色土層 (焼土粒・焼土ブロック・

c' 
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D' . ソフトローム)

2目黄褐色土層 (ソフ トローム・ハードロームブロック・

焼土粒)
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ソフトローム〕
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2.暗赤褐色土層(1層と 3層の中間)

3.暗黄褐色土層 (ソフ トローム・焼土)

第31図 085住居跡実測図
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085住居跡出土遺物第32図

た。炉跡は中央長軸に沿って 2カ所確認された、いずれも地床炉である。柱穴様の小掘り込みが 6カ

所検出されたが主柱穴と断定できるものはなかった。ほかの施設は検出されなかった。

lはやや大きな破片で、遺物の出土はそれほど多くはなく、土器は破片のみの出土であった。遺物

2は1と同様にルー大型の鉢と思われる。端にループを持つ縄を斜縄文になるように施文している。

5"'8は同一個体と思4は組紐文の施文。3は異条縄文による羽状縄文。プ文をもつなわの斜縄文。

9'" 12は胴部の

9は3と同様な文様を、 10'"12は組紐を施文している。「関山式土器」である。

われる破片である。縄文の地文の上に半裁竹管様工具による幾何学文を描いている。

破片である。

086号住居跡(第33・34図、図版11・16)

調査区の北中央 (G-6)に位置する。住居本体の平面形状は直径約4.0mの円形を示し、南側遺構

に長さ4.0m ，幅2.3mの張出し部をもっ。確認面からの深さは最大で~10cm と非常に浅い。床面は部分

的に堅致な箇所も認められらるが、全体的にはやや軟弱である。炉跡は住居ほぼ中央に検出された、

地床炉であり、住居の規模に比してやや大きい。主柱穴は認められず、径20"'30cm、深さ40個以上の

さらに、壁の外側の一段高い遺構確認同程度の規模の小掘り込みが壁の内側に沿って一周している。

面にも壁柱穴と同様に、深さは30"'39cmとやや浅くなるが小掘り込みがほぼ一定の間隔で一周する。

立て替えまたは拡張が考えられる。張出し部であるが、住居本体と接する付近には柱穴様の小掘り込

また中央付近には長径54畑、短径34cm、深さ30cmの楕円形の掘り込みみが連続して多数検出された。

が検出されているが、何のための施設なのかは不明である。そのほかの施設は検出されなかった。

遺物の出土はそれほど多くはなく、後期前半の土器がその多くを占める、全て破片であった。
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磯f 第34図 086号住居跡出土遺物

18 
19 

1は口i縁の波状部分の破片で、棒状工具による沈線が、内側には肥厚した部分に円い凹みを持つ。 2

は口縁の波状部分の破片で無文帯を口縁部に持ち以下に縄文を施文している。 3は口唇部に棒様工具

による太めの沈線がめぐり、以下縄文を地文として施文し、上に棒状工具で渦巻き状に文様を描いて

いる。 4"'8は胴部の破片で、地文である斜縄文の上を半裁竹管または棒様工具により懸垂文を加え

ている。 10は縄文の地文、沈線文に加えて、粘土紐を縦に貼付け上を棒様工具を押捺している。 11は

口縁部の破片である、地文の縄文の上に棒様工具による沈線を巡らせている。 12"'15は無文の器面に

櫛歯状工具で数条の細く、浅い沈線による文様を描いている。 16'"19は無文の器面に棒様工具による

沈線で区画した中に棒様工具の先端で刺突して空間を埋めている。 1'"15は堀之内式土器に、 16'"19 

は称名寺式土器に分類していし、だろう。
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098号住居跡 (第35図、図版11)

調査区の北東端 (E-5)に位置する。炉跡と思われる焼土と遺構

その中から礁が l点検出されたゆみである。床面は痕跡も認められず、

もちろん壁、柱穴等住居に伴う施設も検出されていない。はたして住

居跡としてよいものか疑問が残るが、焼土の検出状況等を考えると住

居にともなう炉跡と考えてもよいのではなし、かと思われる。
1m 。

焼土中より礁が l点とほかに土器破片が l点のみ出土したにと

どまる。

遺物

098住居炉跡実測図第35図
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P-26号住居跡実測図及び出土遺物第36図

P-26号住居跡 (第36図、図版11・16)

o 5 4号住居跡と重複する。当初土坑と考えられていた調査区の北中央 (G- 5)に位置し、遺構

が住居跡とした。平面形状は直径2.8mの.円形を示すと考えられる。確認面からの深さは最大で;20cm

と比較的浅い。床面は緩やかに中央に向かつて凹み若干鍋底状を呈する、床面は全体に軟弱である。

炉跡は中央付近で検出された焼土の堆積がそれと考えられる。柱穴およびそのほかの施設は検出でき

なかった。

1"'6はすべて土器胴部の破片で出土した遺物は極めて少なく、ほとんどが土器破片である。遺物

また 2のように半裁竹管様工具による平行沈線を加1"'3・5は地文に組紐文を施している、ある。

6は異状縄文を地文として4はやや太く撚りのゆるい縄文を施文している。

施し、その上に半裁竹管様工具の先端を用い押し引き文様を加えている。

ヮ“Fhu
 

えているのもみられる。



以上、本遺跡から検出された住居跡についてその概要を述べてきた。外観すると住居跡の検出が若

干困難であったことを除くと、住居の営まれた時代、住居の形状・伴出遺物、そして立地など条件を

ーにするものはほとんど無と言ってよい。住居跡075・078・079号は形状が確認面では明確に範囲を

認識できたにも拘らず、調査を進めるうち不明瞭となってしまった。また098号住居跡は炉跡のみの

検出にとどまった。さらに住居が営まれた時代をも特定できる伴出遺物資料が少なかった状況にあ

る。ただし084号住居跡は炉跡と柱穴が検出されただけで壁は確認されなかったが、住居に伴うと思

われる小掘り込みから完形に近い土器が検出され、時代が特定出来た住居もある。 080号住居跡のよ

うに規模・施設などが検出され、土器・貝殻など遺物を多く出土するのは本住居のみであった。 085

号住居跡は伴出遺物が少ないが、 080号住居跡とほぼ同時期と思われる。 086号住居跡は称名寺式土器

を伴う住居であるが、張り出しを持ち当該時期にしても珍しい検出である。

本遺跡で検出された縄文時代の住居はほぼ同時期と考えられる080号・ 085号住居跡の 2軒以外には

同時期に営まれた住居が複数戸検出されていない。このことは本遺跡、言い換えれば遺跡が立地する

台地上では縄文時代には小さな集落でさえ営まれていた可能性は少ないと考えられる。つまり集落以

外に例えば狩猟の場としての存在などが考えられる、もちろん他の同時代の遺構、および出土した遺

物をも含めて総合的に検討していく必要があると思われるが、遺跡がまだ周囲に広ることが十分に考

えられ、今後の調査の中で十分に検討していきたい。

b.土坑

今回の調査で住居跡につぎ数多く検出された遺構が土坑である。そのほとんどが調査区の北側の区

域で検出されている。断面および平面の形状などからいわゆる陥穴に分類可能な土坑が検出されてい

るが、総体的に遺構の検出数が少ないのでここでは一括して検出された順に出土した遺物とともにそ

の概要を述べることとする。

P-l号土坑(第37図、図版12)

調査区中央やや西寄り (G-9)に位置する。平面形状は直径約1.2mの不整円形を示し、ロームへ

の掘り込みは最大50咽を測る。床面は平坦で軟弱である、遺物の出土はない。

P-2号土坑(第37図、図版12)

P-1の北 (G-9)に位置する。平面形状は長さ3.1m'幅0.5mの長方形を示す、ロームへの掘り

込みは最大80cmを測る。床面は平坦だが中央付近で高さ20叩、幅30叩の段で南北に 2分される。遺物

の出土はない。平面及び断面の形状などから陥穴と考えられる。

P-3号土坑(第37図、図版12)

調査区北側中央やや西寄り (F-8)に位置する。平面形状は長径0.8m、短径0.6mの楕円を示す。

向。FD 
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第37図 P-1'P-2・P-3号土坑実測図

ロームへの掘り込みは最大25cmと比較的浅い。遺物の出土はない。

P-4号土坑 (第38図、図版12)

P-1の南西に隣接して (F-9)位置する。平面形状は径約1.1mの円形を示す、ロームへの掘り

込みは最大60cmとやや深い。遺物の出土はない。

P-6号土坑 (第38図、図版12)

調査区中央西寄り (F-10)に位置する。 北側を少し欠く、平面形状は直径0.8mの円形を示すと考

える。ロームへの掘り込みは最大25cmと浅く、床面は鍋底状を呈する。遺物の出土はない。

P-7号土坑 (第38図、図版12)

調査区北側北端近く (H-5)に位置する。平面形状は長軸3.0m短軸2.0mの隅丸の長方形を示す。

ロ ムへの掘り込みは最大60cmとやや深い。壁の立ち上がりは全体に少し掘り過ぎていると思われ
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P-4.P-6・P-7号士坑実測図及び出土遺物第38図

覆土中より土器破片が若干出土している。る。平面および断面の形状などから陥穴と考えられる。

以

その上に棒様工具の先で

いずれも口唇部直下にへラ様工具の先で短い沈線を連続して刻み、

5・6は口縁部に僅かに段を持ち、
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下を貝殻の腹縁で波状文を施している。

1"'-'4は口縁部付近の破片で、



いずれ7は胴部の破片で放射肋をもっ貝殻の腹縁で波状文を施している。

の土器も前期後半の浮島式土器の特徴を備えている。本土坑もほぼ当該期のものと考える。

円形の刺突を施している。
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第39図



P-8号土坑(第39図、図版12)

調査区北側中央 CG-8)に位置する。平面形状は長径3.7m，短径1.7mのやや長い楕円形を示す。

ロームへの掘り込みは最大30cmとやや浅い、底面は軟弱である。覆土中より若干の土器破片が出土し

ている。第39図の 1"'4が本土坑出土の土器である。 1は口縁部の破片で、ほかは胴部の破片である。

いずれも胎土には繊維を多く含み、器面には斜縄文のみが施文されている。前期前半の土器の特徴を

備えており黒浜式土器に比定してよいと思われる。本土坑も当該期のものと考える。

p-g号土坑(第39図、図版12)

調査区北側北端近く CH-5)に位置する。平面形状は直径約 1mの不整円形を示す、ロームへの

掘り込みは最大40cmを測る。覆土中より若干の土器破片が出土している。第39図の 5"'9が本土坑出

土の土器である。いずれも胎土に繊維を含む。 5・6は口縁部の破片である、ループ文を 3段(以上)

施文し以下を斜縄文としている。 7"'9は胴部の破片である、 7は粘土紐を横位に貼付け、両側を半

裁竹管様工具で押し引きして文様を施している。以下は 8・9と同様に斜縄文を施している。いずれ

の土器破片も前期前半の黒浜式土器の特徴を持つ。本土坑も当該期のものと考える。

P-l0号土坑(第39図、図版12)

調査区北側北西部 CH-5)に位置し、 052号住居跡に隣接する』平面形状は直径1.2mの円形を示

す。ロームへの掘り込みは最大20咽と比較的浅い。遺物の出土はない。

P-13号土坑(第40図、図版12)

調査区北側北西端の斜面 CFー5)に位置する。平面形状は長径2.0m、短径1.6mの不整円形を示

す。ロームへの掘り込みは最大1.3mとかなり深い。覆土中より若干の土器が出土している。 1は深鉢

土器の口縁部である。胎土には繊維を含んでいたと思われる。口唇部には突起を持ち、口縁には粘土

紐を貼付け i8Jの字を横にした文様を描いている。以下には斜縄文を施している。 2は極めてわず

かに縄文を施文しているのが観察できる程度で、ほとんど無文に近い深鉢形土器である。底部から口

縁に向かつて直線的に聞き、口縁部には粘土紐を薄く伸ばしたものを貼付けている。前期前半の土器

と考えられる。本土坑もほぼ当該期のものと思われるが、さらに詳細な検討が必要である。

P-14号土坑(第41図、図版13・17)

P-13号土坑の北東側 CF-5)に隣接する。平面形状は長径2.2m、短径1.7mの洋梨状を示す。

ロームへの掘り込みは最大 1mと深い。底面は軟弱で、壁の立ち上がりなども一様ではない。覆土中

より土器破片が若干出土している。第41図1"'4が本土坑出土の土器である。いずれも胴部の破片で

胎土には繊維を含んでいる。地文として斜縄文が施され、さらに上を半裁竹管様工具による文様が描

かれている。いずれの土器も前期前半の黒浜式土器の特徴を備えている。本土坑もほぼ当該期のもの
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P-15号土坑 (第41図、図版13・17)

P-13の北東側 (G-5)に隣接する。平面形状は直径 1mの円形を示す。ロ ムへの掘り込みは

最大50cmとやや深い。覆土中より土器破片が若干出土している。第41図5"-' 10が本土坑出土の土器で

ある。いずれも胴部の破片である。 5・6は櫛歯様工具により縦位に苧ンパス文が描かれている。 7

. 8は沈線により区画された中に棒様工具による刺突が加えられている。 9. 10はへラ様工具の先で

平行沈線が交差するように描かれている。後期初等の称名寺式の特徴を備えている。本土坑もほぼ当

該期のものと考える。

P-18号土坑 (第41図、図版13)

調査区北側北西部 (G-5) に位置する。平面形状は直径 1mの円形を示す。ロームへの掘り込み

は最大30cmを測る。遺物の出土はない。

P-19号土坑 (第42図、図版13)

P -18号土坑の南西 (G-5)に隣接する。平面形状は長径1.2m、短径1.1mのほぼ円形を示す。

口
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ロームへの掘り込みは最大60cmとやや深い。床面は南西部に一段小さな段を有し、北東側には深さ20

遺物の出土はない。咽の小掘り込みを持つ。
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P-20号土坑(第42図、図版13・17)

P-19号土坑の南東 (G-6)に隣接する。平面形状は直径0.5mの円形を示す。ロームへの掘り込

みは最大30cmを測る。覆土中より土器破片が若干出土している。第42図 1"'3が本土坑出土の土器で

ある。 1は口縁部、 2・3は胴部の破片でいずれも胎土に繊維を含んでいる。器面に施文されている

文様はループ文と斜縄文で、前期前半の土器の特徴を備えており、関山式土器と思われる。本土坑も

ほぼ当該期のものと考える。

P-21号土坑(第42図、図版13・17)

調査区北側中央 (G-6)に位置する。平面形状は直径0.9mの円形を示す。ロームへの掘り込みは

最大40cmを測る。覆土中より土器破片が l点出土した。第42図4が本土坑出土の土器である。口縁部

の破片で、胎土には繊維を含み器面は斜縄文のみを施文している。前期前半の土器の特徴を備えてお

り、黒浜式土器と思われる。本土坑もほぼ当該期のものと考える。

P-22号土坑(第42図、図版13)

P-21号土坑の西側 (G-6)に隣接する。平面形状は長径1.5m、短径1.2mの楕円を示す。ロー

ムへの掘り込みは最大30cmを測る。底面がやや不整である。遺物の出土はない。

P-23号土坑(第42図、図版13)

調査区北側西寄り (F-7)に位置する。平面形状は長径1.2m、短径0.8mの楕円を示す。ローム

への掘り込みは最大30四1を測る。遺物の出土はない。
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093号土坑(第43図、図版13)

調査区北西端 (G-4)に位置する。平面形状は長径

1.5m、短径0.5mの楕円を示す。ロームへの掘り込みは

最大30閣を測る。床面は鍋底状を呈する。遺物の出土は

ない。
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099号土坑(第44図、図版13・18)

086号住居跡の南側 (G-6)に隣接する。平面形状

1.暗赤褐色土層 は直径0.6mのほぼ円形を示す。 ロームへの掘り込みは

40四lを測る。覆土中より土器がまとまって出土した。第
。 1m 

44図 1・2が本土坑出土の土器である。ともに深鉢の土

器である。 1は口唇部直下に太く浅い沈線が一条巡り、

以下を斜縄文のみ施文している。頭部には括れが見られ第43図 093号土坑実測図

戸。
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第44図 099号土坑実測図及び出土遺物

2 

口縁は内湾する。 2は胴部から底部に欠けての土器である。器面は斜縄文のみが施文され、底部付近

は無文としている。土器の器形・文様などから考えると中期後半から後期初頭にかけてのの土器と思

われる。本土坑もほぼ当該期のものと考える。

以上、土坑についてその概要を述べてきた。ほとんどが規模・形状等が一様ではなく、その性格の

詳細も不明な点が多い。その中にあってP-2とP-7は士坑と言うよりも規模、断面、および平面

の形状などが陥穴に類似しており、陥穴として分類できる。時期を推定できる遺物を出土した士坑は

全体の半分の10基であり、前期前半が半分以上を占め 7基を数える、残りは前期後半 1基・中期後半

から後期初頭 2基である。陥穴を含めた残りの10基は遺物の出土がほとんどなかった。また遺物につ

いては出土した土坑が半数あるもののその量は総体的にも少なく、ほとんどが土器の小破片である。

P -13号・ 099号土坑のように復元可能な土器を出土するのは極めて少ない。

P-20号・ 093号・ 099号土坑のように規模が小さいものの性格は不明である。まして099号士坑の

ように遺物を出土する土坑は住居の付属施設の可能性もあり、ここでは土坑として扱ったが、さらに

検討が必要である。
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c.炉穴

調査区北側の突き出した台地の縁に近い区域に散漫であるがややまとまって炉穴が検出された。単

独で検出されたもの、重複して検出されたものと規模・形態も様々であった。以下にその概要を出土

した遺物とともに述べることとする。

077号炉穴(第45・46図、図版14・18)

遺構 調査区北側北東部 (H-5)に位置する。 3基の炉穴が重複しており，燃焼部をもとに西側か

ら077A・077B・077Cと呼ぶことにする。 077Aは長径2.6m、短径(1.4m)の長楕円を呈し、ローム

への掘り込みは最大O.6mを測る。燃焼部は底部北端の壁際に検出された。 077Bは長径3.0m、短径

(1.3m)の長楕円を皇し、ロームへの掘り込みは最大0.7mと3基のうちでは一番深い。燃焼部は底

部北端の壁際に検出された。 077Cは077Aと077Bを横切るかたちで重複し、燃焼部付近のみ検出され

た。ロームへの掘り込みは最大0.5mを測り一番浅い。新旧関係は燃焼部の重複関係から077Aは077B

より新しいことが考えられるほか詳細は不明である。

遺物 覆土中より土器が少量出土している。 1"'3いずれも土器の内外面に貝殻の腹縁を用いての条

痕文がほぼ全面に施されている大型の破片である。 1. 3は口縁部付近であるが、ともに口唇部には

貝殻の腹部を連続して押捺して文様としている。 2は胴部の破片である。以下 4"'11の土器破片も器

面の内外面に放射肋を持つ貝殻の腹縁を用いての条痕文がほぼ全面に施されている。いずれも茅山上

層式である。

o 8 1号炉穴(第47図、図版14)

遺構 調査区北側北東端 (1-5)、077号炉穴の南西側近くに検出された。 077号同様に 3基の炉穴が

重複する。燃焼部をもとに南側から081A・081B・081Cと呼ぶことにする。 081Aは長径2.2m、短径

1.2mの洋梨状を呈する。ロームへの掘り込みは 3基の中では一番深く最大O.8mを測る。燃焼部は底

部西端の壁際に検出された。 081Bは長径2.2m、短径(1.3m)の洋梨状を呈し、ロームへの掘り込み

は最大O.7mを測る。燃焼部は底部西端の壁際に検出された。 081Cは長径2.3m、短径(1.0m)の長楕

円を呈し、ロームへの掘り込みは最大O.5mを計る。燃焼部は底部北端の壁際に検出された。新旧関係

は層位断面の観察から081Bが最も新しく次に081Aが、そして081Cが3基の中では最も古いことが考

えられる。

遺物遺物の出土は無かった。

083号炉穴(第48図、図版14・18)

遺構 調査区北端 (G-4)、079号住居跡の北側に重複するように隣接して検出された。長径1.8m、

短径O.8mの長楕円を呈し、ロームへの掘り込みは最大O.6mを測る。燃焼部は底部北端の壁際に検出

された。底部南東隅、壁に接して小掘り込みが検出されているが性格は不明。
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第46図 077号炉穴出土遺物

遺物 燃焼部の上方から一括で出土した土器のみで、ある。 lは底部を欠くがほぼ全体を知りうる土器

である。底部から口縁に向かつて徴かに内側に曲線を描くもののほぼ直線的に大きく聞く。口唇部は

一周にわたり棒様工具の連続の押捺により小さな波形を描く。土器の内外面は放射肋を持つ貝殻の腹

縁を用いての条痕文がほぼ全面に施されている。 2は胴部の破片で 1と同様に土器の内外面は放射肋

を持つ貝殻の腹縁を用いての条痕文がほぼ全面に施されている。茅山上層式である。

8 9号炉穴(第48図、図版14・18)

遺構 調査区北側西部 (E-7)に位置する。長径2.2m、短径1.2mの洋梨状を呈する。ロームへの

掘り込みは最大でも30cmと浅い。燃焼部は底部東西両端の壁際に 2カ所検出された。南東隅には張り

出し状に一段高い掘り込みが検出されている。

遺物 遺物はそれほど多くはない、燃焼部付近から少量の土器が出土している。 3'""5は放射肋を持

つ貝殻の腹縁を用いての条痕文がほぼ全面に施されている。茅山上層式である。

090号炉穴(第49図、図版14)

遺構 調査区北側西部の斜面 (E-6)に位置する。平面形はアルファベットの iEJに似た形を皇

する、複数の遺構の重複とも考えられるので、ここでは便宜的に北から090A・090B・090C・090Dの

4カ所に分割する。 090Aは短径0.6m、長径1.4m以上の不整楕円形を呈する、燃焼部を北端の壁際に

検出。 090Bは長径2.2m、短径1.4mの楕円形を呈する。 090Cは長径1.4m、短径 (0.8m)の楕円形を
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第47図 081号炉穴実測図
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呈する、燃焼部を南端の壁際に検出。090Dは長径106m、短径007mの楕円形を呈し、南端壁際に小掘

り込みをもっ。いずれもロ ムへの掘り込みは浅く、最も深し、080Bで;30cmを測る程度で、ある。それぞ

れの新旧関係は不明である。燃焼部を有するものと持たないものとに分かれ、すべてを炉穴とするに

は根拠がなく 090B、090Dは他の遺構になる可能性がある。

遺物 若干の土器破片が出土したのみで、ある。

092号炉穴 (第49図、図版14)

遺構 調査区北側西部の斜面 (E-7)に位置し、 089号炉穴の西側に隣接する。長径201m、短径006

mの長楕円を呈し、ロームへの掘り込みは最大で~30cmを測る 。 燃焼部は089号炉穴と同様に底部東西
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両端の壁際に 2カ所検出された。

遺物 極めて僅かな土器破片が出土したのみである。

094号炉穴(第50図、図版14・19)

遺構 調査区北側中央やや西寄り (F-6)に位置する。直径0.6mの不整円形を呈する。ロームへの

掘り込みは最大でも15cmと浅い。底部は熱を受け、赤く変色、硬化しており遺構検出面で周囲には他

の施設が検出されず本遺構が単独なため炉穴に分類しておく。燃焼部の上方の埋土中より土器が出土

している。

遺物 出土した遺物は土器破片が少量のみであった。 1'"'-'4の土器はいずれも内外面を放射肋を持つ

貝殻の腹縁を用いての条痕文をほぼ全面に施している。 1と2は接合しないが同一個体と思われる土

器である、口縁部の直下には焼成前に施した、直径が 3mm前後の土器を貫通する孔が穿たれ、ほぼ4

cmの間隔を持って一周すると思われる。なお 1の土器にはグリッド出土の土器破片 (5F -46、第58

図28.29)が接合する。じつに本遺構からは約14mも離れている。 3. 4は胴部のやや大型の破片で

ある。

095号炉穴(第50図、図版14・19)

遺構 094号炉穴の南側 (G-6)に位置する。長径1.3m、短径0.7mの不整楕円形を呈する。ローム

への掘り込みは最大25cmとかなり浅い。燃焼部は底部西端壁際に検出した。

遺物 燃焼部の上方から少量の土器破片が出土している。第50図の 5は徴かに波状を呈する大型の鉢

の口縁部付近の破片である。口唇部直下の器面に数ミリの幅で斜縄文が施文され、以下にはへラ様工

具を幅を広く、そして非常に浅くなるように押し引きして文様を描き、押し引きした両端に残る徴隆

起をも残して文様としている。

o 9 6号炉穴(第51図、図版14)

遺構 095号炉穴の南側 (F-6)に位置する。長径1.1m、短径0.5mの長楕円形を呈する。ロームへ

の掘り込みは最大で~20cmとかなり浅い。燃焼部は底部西端壁際に検出した。

遺物遺物の出土はなかった。

097号炉穴(第51図、図版14・19)

遺構 調査区北側北西部 (F-5) に位置する。先土器確認の途中に検出され東側が一部欠損してい

る。長径0.7m、短径0.5mの楕円を呈する小規模な炉穴で、ある。底部全面に燃焼部が検出されている。

遺物 土器が僅かに出土したのみである。 1は鉢の口縁部付近の土器破片である。内外面は放射肋を

持つ員殻の腹縁を用いての条痕文がほぼ全面に施されている。茅山上層式である。
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l 暗黄褐色土層(ソフトローム ・黒色土・焼土粒〉

2 暗赤褐色土層(焼土ブロック ・焼土・暗褐色土)

1 .暗褐色土層 (ソフトローム・黒色土・焼土粒)

2.赤褐色土層(焼土ブロック ・暗褐色土)

096・097号炉穴実測図及び出土遺物第51図

以上、炉穴についてその概要を述べたが、 重複を含めた数を加えると総数は15基となる。基本的に

まは平面形が楕円形を呈するものが多いものの重複するもの同士を除くと規模・形態は様々である。

た。遺物の出土は全ての炉穴に見られたわけではなく、全く出土しないものもある。今回の調査では

検出された10基のうち 6基より縄文早期後半の土器が出土したにとどまった。本遺跡で検出された炉

穴の時期は周囲の遺構・出土土器の状況をも考え合わせると遺物の出土が皆無であった炉穴も含め今

回検出された炉穴はすべて早期後半の所産と考えてよさそうである。
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2.縄文時代の遺物

a.ゲリッド出土土器

本遺跡の北側、とくに昭和58年度調査区域では縄文時代の土器が包含層的なまとまりをもって出土

した。遺物、とくに土器は中期の時期がやや稀薄なものの早期から晩期までほぼ連続して出土してい

る。以下に出土した土器について時期ごとに大きく 5群に分類し、報告することとする。

第 1群土器 早期土器群

1類沈線文系土器

2類無文土器

3類条痕文系土器

第3群土器 中期土器群

1類初頭の土器

第4群土器 後期土器群

1類称名寺式土器

2類堀之内式土器

3類安行式土器

第5群土器 晩期土器群

1類千網式土器

第 2群土器 前期土器群

1類関山式土器

2類黒浜式土器

3類諸磯式土器

4類浮島式土器

5類興津式土器

6類前期末の土器

第 1群土器早期土器群(第52"'58図、図版20"'23)

以下に 3類に分類してその概要を述べる。

1類(第52"'54図、図版20"'22)

本類は土器の器面をほぼ平行沈線のみによって文様を描いているものを一括した。沈線の種類に

より a)ほぼ太い平行沈線のみによって文様が描かれているもの・ b)ほぼ細い平行沈線のみによっ

て文様が描かれているもの・ c)平行沈線のほかに文様を加えているものの 3種にさらに分類でき

る。土器の胎土には繊維質は含まれていない。

a) 文様を描く沈線の太いものを集めたもである。 1"'5は横方向のみに沈線を施しているもの

で、 1"'3は口縁部、 4は底部付近、 5は胴部である。 6'"13は縦方向および斜方向の沈線が加えら

れているもので、 6"'8・11はロ縁部、 9. 10・12. 13は胴部である。

b) 文様を描く沈線の細いものを集めたものである。 14. 15は縦位に数条の沈線をー単位として

施文している。以下16"'28は斜位を基本に数条の沈線をー単位として施文しているものである。 16・

17・26"'28のように横位に描く沈線との組み合わせもみられる。 20・23・24のように交差させている

ものもある。また21・22のように井桁状に描くものも見られる。第53図32は底部付近の土器である。

へラ様工具の先端で細い沈線を無造作に描いている。焼成は良い。
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第l群土器拓影図(グリッド出土)第 1類第52図

平行沈線文の外に種類の違う沈線文・刺突文や押捺文が加えられている土器を集めたものでc) 

口縁は直線的に聞く。器商はヘラ様工具を用いて平行沈線を描き文様としてある。 29は深鉢である、

口縁部付近では平行沈線聞のやや広い空間には爪形文が連続して施文されている。 30も29と同いる、

様に深鉢の土器であり、器面は棒様工具を用いて平行沈線を三本ー単位を基本として描き文様として

口唇部が肥厚し幅広くなりへラ様工具を用い沈線を加え二分し、空間に連続して刻みを施している。

いる。胴部では平行沈線聞に出来た広めの空間には平行沈線より太めの弧を描く沈線がほぼ空間を埋

め尽くすように施されている。 31は口縁部付近の大型の破片である。

突起が付き、ヘラ様工具を用いて細い沈線と刻みが施されている。以下胴部には棒様工具を用いて平

口唇部には中央が凹む円筒状の
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第53図 第 1群土器実測図(グリッド出土)第 1類

行沈線を二本一単位を基本として描き文様としている。平行沈線聞のやや広い空間には連続爪形文や

貝殻の腹縁の押捺が加えられている。 33"'46は29"'31と同様な工具を用い同様な文様が描かれた土器

の破片である。ただ46は細い棒様工具による平行沈線の問、または沈線に平行に放射肋を持つ貝殻の

腹縁を押捺している、さらに平行沈線とほかの平行沈線との空間が広く無文帯として広い空間が残

り、ほかの土器と趣を異にしている。

本類を土器器面に施されている文様によって a)，b)， C)の3種に細かく分類したが本類土器の

ほとんどが田戸下層式の特徴を備えている。分類した a) ・b)の2種は田戸下層式のやや古期の様

相を示し、 C)は新期の様相を示している。

2類(第55図、図版20)

本類は土器面に何の文様も描かない無文土器を一括した。 1はほぼ完形な土器である、底部は平

底としてもよいほどに平坦部が大きい。 2は底部を欠くが lとほぼ同様な土器である。焼成はし、ずれ

もよく堅致である。 3はやや小型の無文土器で胴部の一部のみの出土である。焼成・胎土等を考慮す

ると前出の土器と同様と思われる。 4は口縁部付近のみの大型の破片である。 5'"15は土器の底部を

集めたものである。いず、れも底部先端に向かつて鋭角である。 5'" 12は底部は非常に厚く、先端部が

やや丸みを帯びている。 13'"15は底部の先端部に僅かな平坦部を持ち、前述の底部同様に底部が厚く

なっている。

本類は無文土器とその尖底土器底部と思われる土器を一括した。尖底部分の形状・底部の厚さなど

からほとんどが 1類に分類した田戸下層式に伴うものと考えられる。若干範囲を広げても上層式を含

組且

τ

円
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む田戸式期に、少なくとも条痕文系土器群の前段階の土器群に伴うものと考える。

第54図

3類(第56"-'58図、図版20・22・23)

本類は胎土に繊維を含み、土器の器面に条痕文が施されている土器を一括した。器形・文様によ

りa)器面に条痕文を地文とし、それに加えて条痕文以外の文様が施されているもの、一部に土器の

b)器面が条痕文のみによって施文されているものの 2つに分か

F
h
u
 

勾

t

頚部に括れが見られるものを含む。

つことができる。



4 

ヤ¥伊

¥0，1 ¥V2 ¥J1 U lD15 
。 lOcm 

第55図 第 1群土器実測図(グリッド出土)第 2類
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第56図 第 1群土器実測図(グリッド出土)第3類

a)類とした土器群を器形と文様の違いによってさらに a-1とa-2の二つに細分類した。

a -1)器面に条痕文を地文とし、それに加えて文様が施され、さらに土器の括れが著しいものを

集めたもので、その文様は土器の上部、口縁部と頚部に施されているものがほとんどである。第56図

lは地文である条痕文の上に隆起線により文様帯を区画するかまたは文様を描いている。隆起線上に

は竹管による円形の刺突が規則的に加えられている。口縁部では隆起線により文様帯を区画し、区画

されたその中を竹管を使って小さな爪形文的な文様で埋めているところもみられ、隣り合う区画はほ

とんどを無文としている。また頚部は大きく括れ、口縁部と胴部のそれぞれの境には僅かながら器面

に隆起がみられる。以下は条痕文のみの施文である。第57図5'""11はいずれも口縁部附近の土器と思

われる。棒様工具による太い沈線により文様帯を区画し、区画されたその中をさらに太い沈線を並列

して描き空間を埋めているところもみられ、隣り合う区画はほとんどを無文としている。また、区画

する沈線には規則的に円形の刺突を加えている。 12は隆起帯を有しその上方を半裁竹管様工具の押し

引きによる連続の文様を加えている。

a -2)器面に条痕文を地文とし、それに加えて文様が施され、括れを持たないものを集めたもの

である。第57図13'""16は地文の条痕文の上に指先を当てて押し引し、たような非常に浅く、幅の広い無

文帯により文様を描いている。多くは曲線を描き文様としているが規則的な文様ではなく、思い付い

たままを描いたと見える文様である。 13'""15は口唇部にも条痕を施文している。 16は頚部には刻みが

加えられた隆帯を持ち口縁部は波状を呈する。 17・18は口縁部に貝殻の腹縁を連続して押捺して文様
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を施している。そして口縁部と以下を分けるかのように段ともつかない僅かな高まりがつけられてい

る。括れとか区画帯の名残のようである。

b)器面のほとんどを条痕文のみで覆うものを集めたものである。第56図 2"'-'4は器形が分かる程

度に復元できた土器で、 2 . 3は器面の内外ともに条痕文が施されている。 4は底部で、あまり肥厚

せず丸味を持つ底部である。第58図19"'-'52は土器破片である、ほとんどの土器器面の内外にともに条

痕が施されている。条痕の太さは様々であるが、多くが斜めの方向に施文している。19"'-'22のように

口唇部にへラ様工具による連続した刻みを加えたもの、 23"'-'27のように貝殻の腹最を連続して押捺す

るものなどもみられる。また28・29のように口縁部に孔が一定の間隔を持って聞けられているものも

ある。48"'-'52は底部付近の土器である。48は平底の底部で条痕文が施されている。49"'-'52は底部付近

で、いずれも丸底を呈すると思われる、底部付近には条痕はあまりみられない。

本類は土器胎土に繊維を多量に含むなど前掲の 1・2類とは器形・器面に施された文様など大きく
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第57図 第 1群土器実測図(グリッド出土〉第3類
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異なる特徴を持つ。土器器面に施された文様・器形などの特徴から a-1'a-2、bの3類に分類

した。分類した土器群はそれぞれa-1)の土器群は鵜ケ島台式の特徴を、 a-2)の土器群は茅山

下層式の特徴を、そして b)の土器群は茅山上層式の特徴を備えており、それぞれ当該期の土器群と

してよいと考える。

第 2群土器前期土器群(第59'"'"'69図、図版24'"'"'31)

以下に 6類に分類してその概要を述べる。

l類(第59'"'"'61図、図版24'"'"'26)

本類は前期関山式土器を集めたものである。第59図 1'"'"'8は復元の結果、形状が分かるまでに

なった土器である。 1は大型の深鉢である。頚部がやや括れ、そこからほぼ直線的に口縁が開く。口

唇部には 8個ー単位の鋸歯状の突起が付けられている。器面には口縁部と頚部付近に数段にわたるル

ープ文をそれ以外には羽状縄文が施文されている。また胴部下部には半裁管様工具によるコンパス文

が施されている。 2は注目をもっ深鉢の上半部である。器面は斜縄文のみ施文されている。 3は大型

の深鉢の上半部である。 1と同様な形状を示す。器面は組紐文のみが施文されている。 4は大型の深

鉢である。やや円筒状の胴部から口縁部が大きく外に聞く形状を示す。頚部付近にループ文が数段施

文されているが、その他は異条縄文が羽状に施文されている。また胴部下半部には半載竹管様工具に

よるコンパス文が加えられている。 5は注口をもっ深鉢である。器面全体に半裁竹管様工具を用い連

続押し引きによる文様を施し疑似縄文としている、また口縁部付近ではループ文に似せて文様を描い

ている。底部は上げ底状を示す平底である。 6は小型の鉢で、底部から直線的に口縁部が外に開く器

面はループ文をもっ羽状縄文が施文されている。底部は上げ底の平底である。 7は大型の深鉢土器の

底部付近である。数段に施文されたループ文がみられる。底部は上げ底の平底である。 6. 7は底部

にも縄文が施されている。 8は台付き土器の脚部である。組紐文が施文されている。

以下 9'"'"'61は関山式土器の破片である、器面に地文として施文される縄文の種類によって何種類か

に分けることができる。 9'"'"'23は地文の縄文以外に文様が施されているものである。 9'"'"'11は口縁部

付近に半載竹管様工具により連続の山形文と蕨手状の文様思わせる渦巻き文等の文様が施されている

ものである。 9は口唇部に小さい粘土癌を鋸歯状の突起として、口縁部には 2段にほぼ等間隔に貼り

付けている。 10は口唇部には鋸歯状の突起が付けられている。 13'"'"'19は半裁竹管様工具により真正コ

ンパス文が描かれている。 20'"'"'23は櫛歯様工具によりコンパス文が描かれている、この文様は先の真

正コンパス文に対して波形文と言われているものである。 24'"'"'32は羽状縄文である。 33'"'"'35は斜縄文

である。 36'"'"'44は異条縄文である。 45'"'"'51はループ文である。 52'"'"'61は組紐(縄)文である。

本類に分類した土器群のほとんどは、文様の種類・文様を描く手法および文様の土器器面に占める

位置・割合などを観察すると関山式でも新しい時期(関山 E期)に分類される要素を多く備える土器

群であり、本類の土器群は当該期の土器群と考える。
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2類(第62"-'64図、図版24・26・27)

本類は前期黒浜式土器を集めたものである。第62図 1"-'7は復元の結果、形状が分かるまでに

なった土器である。 1は大型の円筒に近い深鉢である、頚部にわずかに括れを持ちへラ様工具による

一対の平行沈線が一巡する、ほか器面は斜縄文のみ施文されてイる。 2は口縁部で大きく外に聞く、

深鉢であろう 。器面には組い縄文が地文として施文され、頚部付近にはへラ様工具による沈線で文様

を描いている。 3は小型の深鉢土器の頚部付近である、粘土紐を一本巡らせ、断面を三角形になるよ

うに整形している。そののち斜縄文を器面に施文している。 4は深鉢土器の口縁部付近である、口唇

部直下にはへラ様工具による刻みが巡り、以下にはこれと同様な刻みが連続する菱形を描くように加

えられている。地文として羽状縄文が施文されている。 5は浅鉢土器である頚部にわずかに括れを持

F 
2 

ゴf
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6 第62図 第2群土器実測図 (グリッド出士)第2類

-84-





獄。戸さへ烹羽t-.... hil 

'ý2.~~認識誤 g
nJち泣き叫符 制

36 

~;;t~二....，ど -A
p軸叫益弘明~~~':Jo. .彊
寝泊伊-~l~_\~~ • 
i一軸d押'":./"町 、~f 際 1
~~~:t"~;_':' ~:"~ 附
句心1>_ー二 引『

35 

......""~ 市内』嶋崎. ーーー謀、
..3三班点三三 fiA 
.~~号訴t~~~ 円
品、>".~'::JJi、総1
~.;- .~三二"-".~. [21 
じそで勺]I与し 8ft} 
" . 、L〆~ー、 h ，.誕沼

F 広三五~ニド ザ 34

司、...‘:;;.. ，言、
J、9・・，.w・.-t H，m 

Jt三:.~!~~3.ミ 長野
同フン.. ・ .， • .:，....;._{ f::'.:;:;;，週

一F4Lでにyム gU 
~:~:\0~ 
b 九;;;;-，. "_._，.. l.dJ 

、ぐ ....1:'" "，. 

32 

ζば丸略i?i-~ [1守山、 M 
議訟でき?とお11ぬf1 / 
小がり?で5υ

吟‘~. '\.\._;-~ y'rtf 42 

，唱、、~イ 丈 P、，

弘~l~:-~;./'t、込. '守 ι
，;.;¥リ¥叫引川"~~~勺?、、，、、γl‘‘‘勺f三〈入よ、ソJ 

， ~，;~{~.~~.れしr二
ヲ汚z:;心事三三:
，.-'，.. ，叫JJ.

:主戸 ~it:r.-....
~'c\.~在、'~'.! rザ
; .. <:.:，...~:~ "':'.' f j 

J.，"，て手y，''''~.-!"::.'"‘ f ::.1 
よ.，.~ I I 

. 37 39 

-ν.、‘.~.:脅. ーー--・・
4・d、協~:I"" f.:~::: ヨ
戸 f竃，........-_問

、ミ無事訴 1ft 
‘..~...、 -・'.1'"，・日"'" f(:;:J 

'.'きまと!訳出4 長j47 

一円 1がい I:!f ;P~~ Af1I .~~抑 ヲ3
U総SSJ必要7jSS窃 g
1。憾icw¥51・JV¥52Ei時デ jf!

ア途圃~制酔・蝿号
--晶・~，.晶子電・
.-!'~_........，;.
....__----- .~.....，.. 

e・--."，_"""
.. 'ぞ~...r、、.-， -....~今.

一 ' ・ー?48似9
一一彰

第2群土器拓影図(グリッド出土)第2類第64図

6は小型の深鉢である、底部から口縁に向かっつ、器面全体を粒の組い斜縄文のみが施されている。

て緩やかに直線的に開く 。丁寧に磨かれた器面に半裁竹管様工具を用いての平行沈線で綾杉状に文様

さらに上から口縁部と胴部に半裁竹管様工具による連続の押し引きによる爪形文がーを描いている、

口i縁は細か7は深鉢土器の口縁部付近である、対ずつ文様帯を区画するかのように施文されている。

口唇部直下には半裁竹管様工具による連続の押し引文が平行に一対施

文されている。以下には櫛歯様工具による 4本一単位の平行沈線を用いて綾杉状に文様を描いてい

な波状を呈し、内側に折れる。

る。

以下 8"'53は黒浜式土器の土器破片である。器面に施文される文様によって何種類かに分けること

8は縄文の種類を変えての8 '" 16は器面が縄文のみによって施文されているものである。ができる。

9・10は組い縄文に撚糸の附加条縄文、 12は撚糸文が、そのほかは斜縄文が施文されてい羽状縄文、

る。19"'25・28"'31は竹管および半裁竹管様工具を用いて押し引きによる爪形文や刺突文などの文様

が描かれているものである。26・27はへラ様工具により格子目状に文様が描かれているものである、

ともに地文として目の組い縄文が施文されている。32"'39は半裁竹管様工具を用いた平行沈線で山形

文や円弧状の文様を描いているものである、地文として縄文が施されているものが多い。 40"'53はへ

ラ様工具や半裁竹管様工具を用いて綾杉文や肋骨文様に文様を描いているものである。地文が無文の

ものが多い。

本類に一括した黒浜式土器群は近年細分化が進んでいるようであるが、本遺跡出土の土器を見る

前



と、第62図 1"'3の様に関山式土器群に続く文様の古い要素を持つものから、第62図 6・7の様に新

しかし本土器群の多くは遺構からのしい文様の要素を持つものまで見られ、細分の可能性もあるが、

出土層位も明確に区分できなかったのは残念で、ある。文様・器

形などを観察すると、十分に細分は可能である。

出土ではなく、包含層からの出土で、

3類(第65・66図、図版28・29)

しかし、出土した本類の土器の量は他の土器群と比本類は前期諸磯式土器を集めたものである。

2 電==

較すると少ないほうである。
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第 2群土器実測図(グリッド出土)第 3・4・5類
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第65図 1は口縁が平縁の深鉢土器の口縁部付近である、口唇部直下と胴部には文様帯を区画するか

のように半蔵竹管様工具を用いて押し引きよる爪形文が巡る。この爪形文に挟まれた空間には半蔵竹

管様工具による平行沈線で木の葉状に描かれた文様が 5段にわたって巡っている。 2は lカ所突起を

持つが平縁の深鉢土器の口縁部と胴部の一部である。突起は口唇部から口縁にかけて粘土を貼り付

け、上を棒様工具を押捺して刻みを加えている。口縁部以下には lと同様に文様帯を区画するかのよ

うに半裁竹管様工具を用いて押し引きよる爪形文が口縁部付近に 3本、胴部に l本巡る。口縁部の 3

本に挟まれてできた空間の上段では粘土紐を貼り付け上を棒様工具を押捺して刻みを加えている。胴

部にはある間隔をもって竹管による円形の刺突が縦位に施され、この刺突を結ぶように半裁竹管様工

具による平行沈線が波形状に施文されている。 3は深鉢土器の胴部下半部から底部にかけての土器で

ある。細い粘土紐を土器の器面に貼り付けて平行線や渦巻状の文様を描き、さらに粘土紐の上にはヘ

ラ様工具で斜めの刻みを細かに加えている。底部は平底を呈するが胴部下半部と接する部分は丸みを

もっている。

第66図 1'"" 15は本類の土器破片である。 1は口縁が波形を呈する深鉢と思われる、口縁に沿ってと

胴部には文様帯を区画するかのように櫛歯様工具を用いて押し引きよる刺突文的な文様が巡る。挟ま

れた空間にはある間隔をもって竹管による円形の刺突が縦位に施され、この刺突を結ぶように櫛歯様

工具による平行沈線が肋骨文様に施文されている。以下の胴部には縄文が施文されている。 2'""4は

第65図 Iと同様な文様が施文されている。 5は地文の縄文の上に竹管による円形の刺突がほぼ一定の

間隔を於いて縦位に加えられている。 6. 7は同一個体だが接合しない、 6は胴部上半部、 7は胴部

下半部である。器形は口縁が波形を呈する深鉢と思われる、胴部上半部では 6で見られるように半載

竹管様工具を用いて押し引きよる爪形文により文様を描いている、以下胴部下半部では地文の縄文の

上に細い粘土紐を横位にある程度の間隔をもって貼り付け、上から棒様工具で刻みを加えている。

8 '"" 15は縄文のみまたは無文の地文の上に極めて細い粘土紐を、その多くは平行何条にもわたり貼り

付けて文様を描き、さらにその粘土紐の上をへラ様工具によって斜めに細かい刻みを加え、それまで

の土器とは趣を異にしている。また、これらの土器の器形をみると第66図7までの土器群とは異なる

器形を呈する、それは外に聞きかけた口縁部が途中で大きく内側に折れて入り込み、口縁部がいわゆ

るキャリパ 状を呈する。

本類に分類した諸磯式土器は諸磯a式・諸磯b式・諸磯c式の 3期に大きく分類されている。本遺

跡出土の土器を見ると、第65図 1と第66図 1'""5は諸磯a式に、第65図2・3と第66図8'"" 15は諸磯

b式に，第66図6・7は諸磯 c式の土器群の特徴を備えておりそれぞれに分類できる。こうして見る

と本遺跡出土の土器群は諸磯式期の比較的古い段階の土器群が多く出土していることになる。

4類(第65・67・68図、図版29・30・31)

本類は前期浮島式土器を集めたものである。第65図4は平縁の深鉢の口縁部付近である。口縁部

口唇部直下にはへラ様工具による刻みが口縁に直角に施され、以下には指先の押捺による凹凸が4段
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第66図 第 2群土器拓影図(グリッド出土)第3類

3 

にわたって巡る。以下胴部には貝殻の腹縁の押捺が行われ文様を作っている。 5は口縁が平縁の深鉢

土器の口縁部付近である、底部からほぼ直線的に口縁に向かつて開く 。口縁部は無文である、胴部上

半部には棒様工具の横位の押捺の結果粘土の小さな高まりが 2段にわたって巡る、また胴部中央部に

は貝殻の腹部を押捺して文様としている。底部付近はまた無文となる。

第67・68図 1"-'43は本類の土器破片である。 1"-'5は口縁部または付近の土器破片で、ある、へラ様

工具による沈線が複数横走する。 6は胴部の破片であるが同様にへラ様工具による沈線が複数横走す

る。 7. 8は半裁竹管様工具を用いて押し引きよる爪形文が施されている。 9"-'17は二枚貝の貝殻腹

縁を用いての押捺による大きめの波形文が連続的に施されている。15. 16は口唇部に半裁竹管様工具

で短い平行沈線を連続して加えている。17は口唇部にも貝殻の腹縁の押捺を加えている。18"-'21は変

形爪形文を施しているものである、 18・19は貝殻腹縁の押捺の上から行っている。22.23は口唇部に

n
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第68図 第2群土器拓影図(グリッド出土)第4・5類

棒様工具による刺突が巡る。以下の文様は 9"-'17と同様な文様が施されている。 24"-'28はし、ずれも胴

部の破片で放射肋を持つ貝殻腹縁を用いてやや大きめの波形文を施している。 29"-'32は口縁部の破片

で棒様工具による円状の刺突が複数巡る。 33"-'38および第68図41はいわゆるへラ様工具を用いての三

角文を主体に施したものである。 33・34・36は口縁部に半載竹管様工具で短い平行沈線を連続して加

えている。 39・40・42・43は放射肋を持つ貝殻腹縁を用いての波形文の上、または波形文と組み合わ

せて放射肋を持つ貝殻を用いて条痕様文様を施している。

本類に分類した浮島式土器群は本遺跡から比較的多く出土している。本類の土器群は細分化が進み

大きく浮島 I式・浮島E式・浮島E式に分類され、さらに細かく分類されている。本遺跡出土の土器

は第67図 1"-' 14は浮島 I式の、第65図4. 5および第67図15"-'32は浮島 E式の、第67図33"-'40および

第68図41"-'43は浮島E式の土器群の特徴を備えておりそれぞれに分類できる。
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5類(第65・68図、図版29・31)

本類は前期興津式土器を集めたものである。出土は極めて少なく第65図に示した 2点の復元土器以

外には第68図44"""49に示した土器破片が若干出土した程度である。第65図6・7ともに深鉢形土器の

胴部である。 6は胴部が膨らみ浮島式土器には見られない器形をします。その胴部はへラ様工具によ

る平行沈線の中を放射肋を持つ貝殻腹縁を用いて文様を施し、それ以外を磨消しにより無文としてい

る。 7は放射肋を持つ貝殻腹縁を用いて文様を施している、胴部下半部底部付近は無文である。第68

図44"""49は深鉢土器の同一個体の土器破片であると思われる。 44"""46は口縁部付近である、口縁部の

口唇部直下には半裁竹管様工具を用いての縦位の短い平行沈線が巡り、以下口縁部から胴部にかけて

放射肋をもっ員殻の腹縁を縦位に押捺して地文としている。さらに地文の上にも小さめな放射肋をも

っ貝殻の一部を強く押捺して凹みを作ったり、半裁竹管様工具を用いて平行沈線を 2，....， 4条横走させ

ている。 47，....，49は胴部の破片である、放射肋をもっ貝殻の地文の上を半裁竹管様工具やヘラ様工具を

用いて平行沈線により文様帯を区画したり文様そのものを描いている。

本遺跡出土の土器は興津式土器の特徴を明確に示す土器が出土していると言える。しかし残念なが

ら本土器の特徴的な文様の一つである貝殻磨消文があまり見られない、ただ第65図6の胴部に一部分

が観察されるだけである。

6類(第69図、図版31)

本類は前期末と思われる土器を集めたものである。 1は深鉢土器の胴部上半部である。口唇部に

はヘラ様工具および半載竹管様工具による刻みが加えられている。口縁部には放射肋をもっ貝殻の腹

縁を押し引きして波形文を施している。 2. 3は無文の地の上に放射肋をもっ貝殻の腹縁の先を連続

して押捺している。同一個体と思われる。興津式または同時期の土器に分類される可能性が高い。 4
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. 5は無文の地に細い粘土紐を貼り付け、その上を半裁竹管様工具で粘土紐を押さえるようにして連

続して押し引き、爪形文様の文様を描いている。十三菩提式土器の口縁部と思われる。 6"-' 13はし、ず

れも土器の口縁部付近で、無文の地に 6"-'8は撚糸(0段の撚り)そして 9"-' 13は単節縄文(1段の

撚り)を棒様工具に巻き付け単軸絡条体として施文したものである。うち10"-'13は口唇部直下にも斜

縄文が施されている。 6"-' 13はいずれも口縁部が肥厚しておらず粟島台式土器と言われる土器の特徴

を備える土器が多く、前期末の土器群とした。

第3群土器 中期土器群(第70・71図、図版32)

本群の土器は出土量も比較的少なく時期も近接するものが多かったので細かく分類せずに一括し

た。中期でも初頭の土器が中心である。第70図 1・2はともに口縁に向かつて緩やかに内湾しながら

聞く浅鉢型土器の口縁から胴部にかけてである。焼成・胎土など全く同様な造りの土器である。そし

て器面は羽状縄文のみを施文し、さらに口唇部にも縄の回転押捺による縄文を施している。 2の 1段

目の羽状縄文には結束部の波状の縄文がみられる。 3は深鉢土器の口縁部付近である。口縁部は内湾

しながら大きく開く。少々特異な突起を持つ、この突起は4カ所に施されていたと思われる。口唇部

C》

o 10cm 
ド一一→一一一← 十 寸一-l

第70図 第3群土器実測図(グリッド出土)
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は内側に段を有しやや肥厚する。口縁部の文様は細い粘土紐を適当な長さにして器面に貼り付けて文

様としている。突起は接合しないが同一土器と思われる他の破片には突起の蓋はなく中央が凹んでい

るものが付いており全てが同じ突起ではないようである。器形等を考えると五領ケ台式と思われる。

4は深鉢土器の上半部である、器面全部に斜縄文のみが施されている。頚部には粘土紐を張り付け、

上に縄文を施した突帯を一条巡らせている。 5は4と同様に深鉢土器の上半部である、口縁は緩やか

に外反する。口唇部には棒様工具による刻みが一周し、以下の器面には縄文のみが施されている。

第71図6"'37は本群に分類した土器の破片である。 6'"13は土器胴部に結束縄文による文様が施さ

れている一群である、 6"'8は横位に、 9'" 13は縦位に施文されている。 14・15は口縁部付近で、口

縁が二重になりやや肥厚し、縄文が施されている。 16'"18は口縁部付近である、口唇部直下よりへラ

様工具による沈線が平行に巡り、平行な沈線聞にはへラ先による刺突を連続して加えている箇所もあ

る。 19は口縁付近である。口唇部は肥厚し、以下地文として斜縄文を施し上を棒様工具により文様を

描いている。 20は口縁付近である。無文の地に棒様工具により沈線を数条巡らし、さらにその上を細

い竹管の先を斜めに連続して刺突している。 21.22は胴部の破片である、地文の縄文に細い粘土紐を

二条縦位に貼り付けている。 23は口縁部付近の破片で、口唇部に指先の押捺に因る小さな波状をも

っ。 23・24・25は口縁の破片で、無節の縄文のみが施文され、口唇部直下には結節縄文が施されてい

る。なお口縁部は頚部との堺に小さな段を持つ。 26・27は口縁部の破片で、輪積痕が残る上を櫛歯様

工具による沈線を施している。 26は半円状の小突起をもっ。 28・29は胴部の破片で、半裁竹管様工具

による沈線で文様を描き、さらに上を棒様工具の先で押し引き、太く短い沈線を加えている。 30"'33

は胴部の破片で、地文の斜縄文の上に半裁竹管様工具による沈線を丹念に加え文様を描いている。 34

は口縁部の破片で、撚糸を施文している。 35は口縁部の破片で、段を有する口唇部はやや肥厚し、低

く偏平な突起を持つ。さらに半裁竹管様工具による小さな爪形文と沈線が細かく連続して施されてい

る。口縁部には粘土を張り付けて隆帯を作り、半哉竹管様工具により口唇部と同様な文様を施してい

る。 36は胴部の破片で、無文の器面に細い棒様工具による沈線で文様帯を区画し、その中に竹管の先

を連続して刺突している。 37は胴部の破片で、無文の器面に棒様工具で直線と波形の太めの沈線を縦

位に施している。

本群に分類した土器群は中期初頭のものであることは先に述べたとおりである。 6'"12の土器破片

はいわゆる下小野式と言われる土器群の特徴を多く持つ。そして残りの13"'37の土器破片の多くは五

領ケ台式と言われる土器群の特徴を多く持つ。下小野式土器群は五領ケ台式に含まれるとする意見も

有り、ここではあえて細分類しなかった。

第4群土器 後期土器群(第72"'74図、図版33"'35)

以下に 3類に分類してその概要を述べる。

1類(第72図、図版33)

本類は後期称名寺式土器を集めたものである。 1"'5は口i縁部に無文帯を持ち棒様工具による沈

-94ー
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第72図 第4群土器拓影図(グリッド出土)第 l類

線によって区切られた以下の胴部には櫛歯様工具を用いて縦位に波形文を描いている 。 6~14はいず

れも胴部の破片である、無文の器面に棒様工具を用いての沈線によって区切られた文様帯の中を棒様

工具の先端を用いての刺突が加えられている。 1 ~ 5 の土器は当該期の土器群ではない可能性も多分

にある。 6~14の土器は称名寺式が称名寺 I 式 ・称名寺 E 式に細分されるうち E 式の土器群の特徴を

備えている。

2類(第73・74図、図版33・34)

本類は後期堀之内式土器を集めたものである。 1~ 4は口縁部に無文帯を持ち、以下の文様帯と

の境には棒様工具を用いての沈線が一条巡る。無文帯の下方である胴部には斜縄文を地文として施し

上を棒様工具を用いての沈線で文様を描いている。 5~16は口唇部直下にー ・ 二条の沈線が巡り、棒

様工具による円形の刺突が加えられていることがある。以下胴部の文様は棒様工具を用いての沈線に

よって文様が描かれており、懸垂文がその中心的位置に施されている 。 器面には 5~7 ・ 10のように

地文として斜縄文を施しであるものが多い。 17~27は口縁に沿って幅のある沈線を巡らせ、以下の胴

部には斜縄文の地文の上に棒様工具による沈線で文様を描いている。 22~24 ・ 26の様に粘土紐を縦位

に貼り付けてその上を棒様工具により刻みを加えている 。 第74図28~37 ・ 39は器面をへラまたは櫛歯

様工具を用いて沈線が施文されているものである、 28~30は口縁に沿って棒様工具による円形の刺突

が巡る 。 35~37は細く、 直線的な沈線が交差して施されている。 39は口縁部にやや太めの沈線が一条

巡る。38は口縁部付近の破片で、地文の縄文の上を棒様工具による平行沈線で文様を描いている。 35

・36・37・38は胎土・焼成等から同一個体と思われる。 40は口縁部に僅かな無文帯を持ち以下の胴部

を縄文のみ施文している。40・41は無文の浅鉢と思われる土器である、口唇部にやや太めの沈線が巡

る。43は地文の縄文の上に棒様工具による沈線を施している。
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本類に分類した堀之内式土器はほとんどが堀之内 I式に含まれるものである。

3類(第74図、図版35)

本類は後期安行式土器を集めたものである。 44"-'50は口縁部付近、 51"-'57は胴部の破片である。

いずれも安行式に特徴な砲弾形を呈する深鉢土器の部分と思われる。 口縁部は緩やかに内湾しながら

内側に入り込んでいる、 口唇部直下にはに口縁に沿って粘土紐を張り付け肥厚しているその上にへラ

また頚部付近にも口

縁と同様に粘土紐をやや幅広く貼り付けて、上にはへラ様工具による連続の刺突が加えられている。

または50のように斜縄文を施している。様工具による刺突が加えられているか、

その他の胴部にはへラ様工具による条線の文様が多くは斜めに、希に縦や横方向に施されている。

本類に分類した安行式土器は装飾もなくいわゆる組製の土器群である。 口縁部と頚部の 2カ所に平

行する粘土による紐線をもち条線の文様が描かれるなど安行 2式の土器群の特徴を備えており、本類

の土器は当該型式としてよさそうである。

第 5群土器 晩期土器群(第75図、図版35)

1類(第75図、図版35)

本類は晩期千網式土器を集めたものである。 1"-'6は口縁部付近の土器破片である、 口i縁は徴か

に内湾しながら外に聞き、

施されている。

」口
忍宅専号、

:鱗:

第75図

口唇部付近はやや肥厚する。文様は撚糸文 (0段の撚り)が器面の全体に
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ら底部付近の破片である、撚糸文(0段の撚り)が器面に施されているのみである。

本類に分類した土器は出土量が極めて少ない。土器の特徴を観察すると千網式土器の特徴を多く備

えており、本類の土器は当該型式のものとした。

以上、本遺跡の包含層から出土の総数約20，000点近い縄文土器を早期から晩期までの 5群18類に分

類し、その概要を説明をしてきた。出土土器のほとんどが小破片であり、一括で出土するものは少な

く完形または器形が分かるまで、復元出来た土器は比較的少なかった。その中にあって出土量の比較的

多かった土器群は遺構も検出されている第 2群 1・2類の前期関山式・黒浜式と第4群2類の後期堀

之内式期の大きく 2つの時期である。そしてそれに相い前後する時期の土器群が次いで多い。また第

l群 3類の早期後半の条痕文系を始めとして早期後半の土器群の出土が目立った。これは早期の炉穴

の検出と関係がありそうである。そして若干量の出土ではあるが注目される土器群としては第 I群2

類に分類した無文土器の完形土器が出土していること、および第 5群に分類した土器で、出土量はさ

らに少ないが、千網式土器と思われる一群があげられる。この千網式土器と同じグリッド 7Eから検

出された075号住居跡からも若干ではあるが出土している。

b.ゲリッド出土土製品
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第76図 縄文時代グリッド出土土製攻状耳飾

土製訣状耳飾(第76図、図版36)

縄文時代前期の所産と思われる土製品が調査区の北側の包含層から数は少ないが出土している。す

べて土製訣状耳飾であ。残念ながら遺構から出土したものはなく、さらに完形品の出土も一点もなく

すべて部分のみの出土である。 1は断面が偏平な五角形を示すやや薄めの耳飾り、中央の孔は円形で

はなく楕円形を示すようである。 2は断面が膨らみのある三角形を示す耳飾り、器面の両面は細い半

裁竹管様工具の先による「コ」の字状の刺突が一様に加えられ文様としている。中央の孔は大きく、

円形を示し全体として「ドーナツ」を思わせる。 3は耳飾りの訣状部分で、断面は外側が徴かに薄く

なり台形を示す、また外周部分には浅い凹みを付けている。 4は耳飾りの訣状部分で、断面は外側が

厚く中心に向かつて薄くなり三角形を示す。器面は丁寧に整形され作られている。 5は部分で、断面

の形状は知り得ないが長方形を示すと思われる。表面には細い竹管様工具による円形の刺突が一様に

施され文様としている。 6は断面が徴かに内側に向かつて薄くなる台形を示す小型の耳飾りで、半分
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ほど残る。形もほかの耳飾りとは違い隅にやや丸味を持つが方形を示すようである。 7は部分で、中

心に向かつて僅かに厚さを増し、断面が台形を示すと思われるが、形状等の詳細は不明である。そこ

で焼成・胎土・形状などを見ると第95図の003住居跡出土と同様な古墳時代の紡錘車の可能性も十分

に考えられる。

以上、包含層から出土した土製訣状耳飾りについてその概要を述べたが、焼成は一様に良いが、と

くに 4は堅致である。、面白いことに出土した耳飾り 7個すべてがその形状・大きさなどが違い、ど

れーっとして同様な造りのものがない、加えて接合する破片もなかった。

ここに示した土製訣状耳飾に伴う土器群は本遺跡では判然としないが、他の遺跡から出土した同様

の土製訣状耳飾を見ると縄文時代前期とくに後半期の浮島式土器・興津式土器が伴って出土する場合

が多い。報告者の多くも土製挟状耳飾を縄文時代前期後半の浮島式期・興津式期の所産としている。

本遺跡でも縄文時代前期の土器群が多く出土しており、とくに後半期の土器群である浮島式土器・

興津式土器も出土していることなどを考えると本遺跡出土の土製訣状耳飾も縄文時代前期後半の浮島

式期・興津式期の所産としてよさそうである。

c.縄文時代の石器

昭和57・58年度と 2回にわたる調査で、多数の石器が出土した。ここでは縄文時代の所産と思われ

る石器を遺構から出土したものと、包含層から出土したものとに分けて述べることとする。

遺構出土の石器(第77"'81図、図版37)

本遺跡では縄文時代の住居跡・土坑・炉穴をはじめ、遺構に伴って残る遺物も検出されているが、

残念ながら縄文時代の遺構は古墳時代の遺構と比べるとはるかに検出数が少ない。したがって古墳時

代の住居跡からも縄文時代の所産と思われる石器が数多く出土してきている。

ここでは古墳時代の遺構に伴なって出土している石器も縄文時代の所産と思われるものは、遺構から

出土したものとして一括して報告するものである。出土した石器を見ると石錬が最も多く、続いて模

形石器・二次加工を受けた剥片が多く、ほかに磨石・石皿・石斧・敵石などが続く、特徴的なことは

模形石器・二次加工を受けた剥片などが石鍍と同様に多数出土していることである。

第77図 1'" 16は石錬およびその未完成品である。石材は黒曜石が最も多く、チャート・珪質頁岩が

続く。多くが欠損しており、完形なものは 3"'7の5点を数える。いずれも二等辺三角形を基本形に

したもので底辺部が腹扶し、脚を有するもの(凹基無茎鎌)が多く、希に24・26・28の様に底辺部の

腹扶がないもの(平基無茎鎌)も見られる。 17"'27・32は模形石器である。剥片を用いて通常は階段

状剣離様の潰れた平行する 1対の刃部を有することが多い。本遺跡出土の模形石器でも平行する 1対

の刃部を有するものが多く、まれに17・25のように直交する 2対の刃部を有するものもある。石材は
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。 10c皿

第81図 縄文時代石器実測図(遺構出土) 5 

チャートと黒曜石である。 28は削器である。 29・30は二次加工も見られるが、欠損も多く、本来の器

種を特定できない。 31は石核と接合する剥片である。 33'"'-37は石核である。 38は打製石斧である、半

分と刃部の一部も欠く。分銅型の石斧である。 39は磨製石斧片と分類したが、石材及び断面形状から

考えると石棒の一部とも考えられる。 40・42・44・47は蔽石である。礁をそのまま使用しており、端

部に蔽打によると思われる使用の跡がみられる。 43・46は磨石である。礁の周囲に使用による摩誠の

跡がみられる。 41・45・48・49は礁器である。非常に強い力で打撃を加えられたことによると思われ

る礁の大きな剥離・欠損がある o 50は緑泥片岩製の石棒の先端部である。何か所か円錐状の凹みが見

られ、本来の目的以外に使用されたことをうかがわせる。

グリッド出土石器(第82'"'-93図、図版38'"'-41)

グリッド、からの石器の出土は非常に多く、種類も多い。そのほとんどが 2次調査を行った調査区北

の地域に集中しており、縄文土器が多量に出土した地域と一致する。

1 '"'-37は石鍛及びその未完成品である。石材は黒曜石とチャートが大半を占め、珪質頁岩が続く。

-106 -



-A~ A~ 禽~ ~禽 l 創 -A~ 換 G

合??舎j(!Ai

引

換。創劇禽d盆b創造

37 

〈こコ

〈二ー 一二〉 o 5c皿 39

~ 
第82図 縄文時代石器実測図(グリッド出土) 1 

-107 -



第83図縄文時代石器実測図(グリッド出土) 2 
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第86図 縄文時代石器実測図(グリッド出土) 5 

器形は遺構から出土したものと同様に二等辺三角形を基本形にしたもので底辺部が腹扶し、脚を有す

るもの(凹基無茎簸)が多い。 1'"'-'23・27・30・31とほとんどがこの種である。 38・39は石匙で、と

もにつまみに対して刃部が直交して作られている横形の石匙である。石材は38が擬灰岩、 39が珪質頁

岩である。 38はやや大きめ石匙で、片面に調整が加えられ刃部が作られているが、 39の方は剥片の鋭

利な端部をそのまま使用したのか改めて調整が加えられてはいない。 40'"'-'72・73bは模形石器である。

剥片を用いて通常は階段状剥離様の潰れた平行する 1対の刃部を有することが多く、包含層出土のも

のもそのほとんどがそうである。なかには希に刃部を 2対有するものもある。石材はチャートがほと

んどを占め、黒曜石が若干に見られる程度である。 73は接合資料で、模形石器の剥片が接合してチャ

ートの小礁に復元されたものである。 74'"'-'89は剥片で、多くが、二次加工を受けており、何等かの石

器として使用されたものと思われる。 75のように使用痕も認められるものもある。 90'"'-'95は石核であ

る。 96'"'-'98は磨製石斧である。 96は偏平な礁の一端に刃部を造り出している。 97は刃部を含め多くを

欠損している。全体に磨かれており磨製石斧とした。 98は柄の部分を円錐状につくっている、刃部を

含め多くを欠損している。断面形状は円形で、石材を考えると石斧ではなし、かもしれない。 99・104は

打製石斧である。 99は刃部を剥離時に生じた鋭角な端部をそのまま利用している。 100は厚みがかな

りあり片面に原面をのこしている、刃部と思われるところには lカ所打撃を加えているのみで刃部を

造るところまでは至っていない。未完成品か。 101は周囲に調整が行われているが、刃部と思われる部

分はまだ原面を残こしており、 100と同様未完成品か。 102は両面に原面を残こすものの鋭角な刃部を

作り出している。 103は中央の扶りが浅いが典型的な分銅型の石斧である。 104は石材・調整を見ると

石斧としてもよさそうだが、刃部も欠き断片であるので詳細は不明である。 105・107'"'-'110は醗器で

ある。やや大型の礁を利用しており、いずれも使用による激しい剥離が見られる。 108・110は礁中央

部に凹みがある、喋器に使用される以前に凹石として使われていたものか。 106は礁表面に幾重にも
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第89図 縄文時代石器実測図(グリッド出土) 8 

わたって幅約 2mmの細い溝がヲ|かれている。何かを研ぐのに用いたものか。 111 116 118 120 12 

2 126 129は磨石である。礁の周囲が使用によって摩滅してやや偏平になっている。 118の様に礁の

中央部が凹石様に凹んでいるものもある。 112 119 128は敵石である。いずれも長軸の端部に使用

の結果によると思われる剥離痕が見られる。 113 117は凹石である。平坦部の中央付近に使用の結果

と思われる凹みが見られる。また117のように側面も使用されることもある。 130'"136は石皿および

その破片である。 136の原型に近いもののほかはすべて破片である。肌が凹凸のある安山岩がその素

材のほとんどである。使用の結果中央に向かつて緩やかに薄くなっている。 114・115は礁である。ほ

かにも観察しても使用痕等が認められない礁が少量ではあるが出土している、石材としては花崩岩や

硬質の砂岩が多く、石器の素材と考えられないこともない。
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以上、縄文時代所産と思われる石器についてその概要を述べた。縄文時代の遺構の検出が少なかっ

たにもかかわらず遺構および包含層から多種多様の石器が多数出土している。

石鎌は形状が二等辺三角形を基本形にしたもので底辺部が腹扶し、脚を有するもの(凹基無茎鎌)

が多く、底辺部の腹扶がないもの(平基無茎鎌)が少数である。大きさも多様で一定していない。縄

文時代前期から中期に多く見られる特徴を持つことから当該時期に作られたものであろう。模形石器

も石鉱と同様に多量出土している、通常は階段状剥離様の潰れた平行する 1対の刃部を有する。本遺

跡出土の石器も多くがこれに該当するが、希に刃部を 2対有するものもある。大きさは多少の差はあ

るもののおおむね同じ大きさである。石材は先土器時代のものと同様にチャートのそれも小礁が多く

使われているようであり、 73のように接合して礁に完全復元出来るものもある。ほかには黒曜石・安

山岩が希に石材として利用されている。縄文時代の模形石器の出土例は近年増す傾向にあるが、本遺

跡の出土量も多いほうではないかと考える。また、少数だが石核の出土もみられ、さらに二次加工を

受けたチャートや黒曜石の剥片も多く出土している。この様な状況を考えると縄文時代(前期~中期

と思われる)に本遺跡において石器の製作が行われていたことが十分に考えられる。

石斧は磨製石斧が4点と僅かであり、打製石斧にしても 6点と全体的にも少ないと言える。磨石は

13点と比較的多い、石材は多孔質の安山岩や砂岩が多く、まれに花崩岩・閃緑岩等が使われている。

石皿は対をなす磨石の数に比べると出土数は少なくそれも破片が多い、完形品の出土はなかった。た

だ136が唯一完形に近いと思われる。石材は全て多孔質の安山岩である。この他には敵石・石錐・ス

タンプ形石器等が少数だが出土している。
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第6表縄文時代石器計測表(遺構出土)

挿図 遺 物
類

計測値 (mm) 重量
打面 細部調整 材 備考

番号
分

長さ 幅 厚さ (g) 
石

番号 出土地点

1 P-11 -2 石鍛 1.6 1.3 0.2 0.4 両面 粘板岩

2 061 -7 石鍛 ( 1.3) 1.5 0.3 0.5 両面 安山岩 b 

3 059 6 石鍛 1.9 1.4 0.4 0.7 両面 黒隠石

4 058 9 石錬 2.0 1.4 0.4 8.8 両面 チャート d 

5 052 -16 石鍛 2.6 1.6 0.5 1.4 両面 チャート & 

6 005 一16 石鎌 2.8 1.3 0.5 1.0 両面 珪質頁岩

7 P-2 一 1 石犠 2.9 1.6 0.4 1.6 両面 チャート

8 060 -9 石鎌 3.4 ( 2.1) 0.4 2.3 両面 チャート

9 052 -16 石鍛 1.6 ( 0ι) ( 0.3) 0.3 両面 黒曜石 1 

10 057 一2 石鍛 ( 1.9) ( 0.9) ( 0.4) 0.6 両面 黒曜石

11 041 -5 石鎌 2.1 1.4 0.4 0.9 両面 黒曜石

12 P-7 -4 石鉄 ( 1.9) ( 1.7) ( 0.4) 0.7 両面 黒曜石 品

13 058 2 石鍍未製品 1.8 1.5 0.7 1.5 両面 黒曜石 b 

14 072 18 石鍍未製品 30.7 25.0 8.2 5.3 両面 メ ノ ウ

15 063 16 石錬未製品 29.4 20.1 7.3 3.9 ー側縁 チャート c 

16 062 7 石鉄未製品 25.1 18.8 8.0 3.2 両面 黒曜石 c 

17 077 -1 模形石器 19.7 13.0 6.0 2.6 上下左右両端 チャート

18 064 -2 模形石器 20.4 18.9 5.5 2.2 上下両端 チャート

19 018 -9 模形石器 2.3 1.6 1.0 3.0 上下両端 黒曜石

20 058 -5 模形石器 25.8 17.8 8.1 3.0 上下両端 チャート c 

21 086 -11 模形石器 17.4 23.4 9.6 4.5 上下両端 チャート

22 058 -1 模形石器 28.4 23.8 6.6 4.6 一側縁 チャート

23 P-16 2 模形石器 22.9 28.6 10.5 7.5 上下両端 黒曜石

24 062 -7 模形石器 28.2 38.6 6.8 7.7 上下両端 チャート b 

25 062 14 模形石器 24.8 23.4 8.5 5.0 上下左右両端 チャート

26 035 3 模形石器 30.3 19.4 5.6 3.3 半両面 チャート

27 058 -9 模形石器 18.6 8.5 5.0 0.7 部分的 チャート c 

28 044 9 削器 1.8 1.8 0.8 2.3 有 黒曜石

29 P -16 1 石器未製品 29.0 19.9 9.9 3.2 両面 黒曜石 a 

30 P-16 -1 石器未製品 28.2 15.4 5.6 1.2 両面 黒曜石 b 

31a 006 6 石核 57.9 28.1 18.7 44.8 有 チャート 十 b

31b 006 一2 剥片 16.1 32.1 8.2 4.3 チャート

32 002 -15 模形石器 33.2 22.8 8.9 7.9 上下両端 チャート

33 058 -8 石核 26.7 20.8 9.7 5.7 黒曜石

34 052 18 石核 36.0 41.2 23.2 31.1 チャート J 

35 057 -10 石核 21. 7 26.6 28.0 18.3 チャート

36 051 8 石核 34.5 35.4 19.0 22.9 チャート

37 052 8 石核 83.8 チャート

38 P-7 -4 打製石斧片 ( 5.3) 5.3 2.6 94.3 両面 安山岩 b 

39 080 -33 磨製石斧片 ( 4.7) 3.2 2.7 54.8 両面 緑泥片岩 b 

40 010 -19 敵石 6.1 3.4 2.2 83.8 チャート

41 030 -20 喋器 88.7 74.0 37.4 297.9 一端 砂岩

42 099 -4 敵石 8.8 5.5 3.5 227.7 砂岩

43 057 9 磨石 ( 9目9) ( 7.8) 3.9 46.0 砂岩 f 

44 030 -19 敵石 10.6 7.4 4.8 479.4 有 安山岩

45 086 -8 喋器 9.6 6.7 2.3 145.0 部分的 砂岩

46 035 -18 磨石 8.3 6.6 3.8 279.7 有 砂岩

47 056 -2 敵石 ( 8.6) 5.5 4.5 233.9 一端 凝灰岩

48 058 5 喋器 ( 6.7) ( 7.1) 4.2 258.7 部分的 流紋岩 b 

49 044 -17 暁片 9.3 3.9 1.2 72.9 砂岩

50 030 -22 石棒片 (18.0) ( 9.5) ( 8.1) 2200.0 有 緑泥片岩
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第 7表縄文時代石器計測表(グリッド出土〉

挿図 遺 物
類

計測値(皿皿〉 重量
打面 細部調整 材 備考

番号 出土地点 番号
分

長き 申扇
石

厚き (g) 

l 5 G-55 3 石鍛 1.6 1.0 0.3 0.4 両面 黒曜石 乱

2 5H一00 -2 石鎌 1.7 1.3 0.4 0.5 両面 黒曜石

3 4 G-33 -2 石鎌 1.5 1.4 0.3 0.5 両面 珪質頁岩

4 6 H-15 -3 石鎌 ( 1.5) ( 1.ω 0.3 0..4 両面 凝灰岩 a 

5 6 H-15 -3 石鍛 ( 1.5) ( 1.0) 0.2 0.3 両面 チャート b 

6 7 1 -15 -3 石飯 1.8 ( 1.心 0.2 0.4 両面 チャート

7 4 G-76 -2 石鍍 1.9 ( 1.4) 0.5 0.8 両面 チャート a 

8 4 H-73 -4 石鎌 1.9 1.5 0.5 9.0 両面 黒曜石

9 5 F-46 -2 石鎌 2.0 ( 1.3) 0.5 0.8 両面 黒曜石

10 4G-71 -2 石鎌 ( 1.8) 1.6 0.3 0.6 両面 チャート

11 一括 1 石鎌 2.3 1.4 0.2 0.5 両面 チャート b 

12 4 G-26 3 石鍍 2.2 1.7 0.5 1.1 両面 珪質頁岩 a 

13 5G一括 -2 石鎌 2.1 1.8 0.3 1.1 両面 チャート a 

14 12G -1 石鍛 2.5 1.2 3.4 1.2 両面 チャート

15 4 G-56 -1 石鎌 2.1 1.7 0.5 1.0 両面 黒曜石

16 5 G-23 -4 石鍍 2.4 1.9 0.7 1.2 両面 チャート

17 一括 -1 石鍛 2.6 1.8 0.3 1.1 両面 チャート a 

18 4H-07 -2 石鎌 2.8 1.6 0.5 1.2 両面 黒曜石 c 

19 5 F-17 -2 石鎌 2.2 1.5 0.3 0.9 両面 チャート

20 5 G-85 -3 石鍛 2.7 1.4 0.3 0.7 両面 黒曜石 畠

21 8 G-75 -3 石鍛 1.9 1.4 0.3 0.6 半両面 珪質頁岩

22 6H-65 -2 石鎌 2.2 2.0 0.6 2.4 両面 黒曜石 乱

23 7 E-73 -3 石鍛 2.1 1.6 0.3 1.2 両面 チャート

24 4 G-57 3 石鍍 2.3 1.2 0.4 1.1 両面 珪質頁岩

25 5 G-85 -3 石鎌 ( 2.2) ( 1.6) 0.5 1.5 両面 チャート b 

26 一括 -1 石鍍 2.5 1.7 0.8 2.8 両面 チャート c 

27 4 G-98 -2 石鍍 2.6 1.8 0.3 1.0 両面 黒曜石 畠

28 5 G-13 -1 石鎌 ( 1.1) 1.6 0.6 0.9 両面 黒曜石

29 表採 -a  石鍍 3.1 2.5 0.7 5.2 両面 安山岩

30 4 H-94 -2 石鍍 20.7 (12.3) 3.5 0.7 両面 チャート e 

31 5 H-75 -3 石鎌 (18.5) (13.2) ( 4.2) 0.8 周辺 黒曜石

32 8H -2 石鉄未製品 18.6 20.3 3.8 1.5 周辺 チャート a 

33 4 G-85 -3 石鎌未製品 20.5 13.7 6.0 1.6 両面 黒曜石 a 

34 5 F-33 -2 石銀 (21.0) 13.7 4.9 1.2 両面 チャート b 

35 6 J -23 石鍛 (20.3) 18.4 4.7 2.4 両面 チャート & 

36 4H-75 -3 石鎌未製品 24.9 20.3 8.8 4.2 両面 黒曜石 a 

37 5H-54 一2 石鎌未製品 33.5 23.8 9.0 7.3 両面 チャート

38 6H-05 -3 石匙 7.0 5.0 0.9 24.5 周辺 凝灰岩 a 

39 7G -4 石匙 3.9 3.2 0.4 3.9 周辺 珪質頁岩

40 一括 -1 模形石器 16.7 13.7 9.9 2.0 上下両端 黒曜石 d 

41 4 H-05 -4 模形石器 22.4 18.5 9.0 4.0 上下左右両端 チャート c 

42 4 H-05 -2 模形石器 17.9 16.8 9.8 3.2 上下左右両端 チャート

43 4 G-38 -2 模形石器 21.2 17.1 12.0 4.7 上下左右両端 チャート b 

44 6H-15 -3 模形石器 21.1 8.2 9.0 1.3 上下両端 チャート d 

45 6H-15 -3 模形石器 22.0 16.0 8.4 2.1 上下両端 チャート e 

46 5 H-15 -4 模形石器 28.3 14.7 7.1 2.7 上下両端 チャート d 

47 5H一括 -2 模形石器 36.2 13.1 6.3 3.3 上下両端 チャート c 

48 4H-93 -2 模形石器 23.4 14.5 11. 7 4.4 上下両端 チャート f 

49 5H一03 -2 模形石器 23.0 13.5 9.8 4.4 上下両端 チャート b 

50 5H-47 -2 模形石器 22.8 16.5 6.9 3.0 上下両端 チャート b 
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挿図 遺 物
類

計測値 (m皿〉 重量

番号 出土地点 番号
分

長さ 幅 厚さ (g) 
打面 細部調整 石 材 備考

51 4H-26 -3 模形石器 30.3 18.2 11.9 7.7 上下両端 チャート 畠

52 4H一括 -2 模形石器 22.6 25.0 5.7 3.4 上下両端 チャート c 

53 5H一括 -2 模形石器 20.0 19.7 7.8 3.1 上下左右両端 チャート 乱

54 7H-25 -3 模形石器 20.8 25.7 8.0 3.4 上下両端 チャート

55 7 E-94 -1 模形石器 16.5 24.3 8.7 4.1 上下左右両端 安山岩 品

56 5H-98 -2 模形石器 26.1 18.5 9.0 4.4 上下両端 チャート a 

57 4 H-62 -2 模形石器 24.4 19.5 1.5 4.8 上下両端 黒曜石 a 

58 7H-15 -3 模形石器 24.6 18.1 7.8 3.9 上下両端 チャート 畠

59 7 E-74 -3 模形石器 19.5 24.0 4.7 2.4 上下両端 黒曜石

60 4 G-18 一2 模形石器 2.9 2.4 1.0 7.6 上下両端 チャート a 

61 5 G-55 -3 模形石器 21.6 19.5 10.8 5.0 上下両端 黒曜石 c 

62 10E-35 -3 模形石器 2.2 2.4 1.0 4.4 上下両端 黒曜石

63 4H-67 -2 模形石器 29.0 21.6 8.2 5.4 上下両端 チャート

64 6H -2 模形石器 26.4 20.7 7.6 4.2 上下両端 チャート 畠

65 7 H-15 -3 模形石器 28.7 25.5 7.2 4.1 上下両端 チャート b 

66 5H-59 -1 模形石器 34.0 24.2 8.6 8.7 上下両端 チャート

67 41-96 -2 模形石器 30.6 28.4 16.6 9.5 上下左右両端 チャート

68 7 E-33 -2 模形石器 31.8 32.0 15.3 15.3 上下左右両端 メノウ a 

69 4H-47 -2 模形石器 23.3 43.4 9.5 10.0 上下左右両端 チャート b 

70 5H-25 -4 模形石器 43.0 30.5 20.9 22.5 上下両端 チャート a 

71 6H-05 -3 模形石器 24.4 26.6 16.4 9.0 上下両端 チャート b 

72 5H -3 剥片(二次〉 27.6 36.4 10.8 9.8 両面 チャート

4 H-40 -2 剥片 15.3 a 
73 

模形石器
4.3 3.7 2.0 チャート

4 H-40 -2 31.3 b 

74 5H-66 -2 剥片(一次〉 20.3 14.4 7.5 1.9 部分的 黒曜石

75 6 J -55 -1 剥片(使用〉 26.3 14.6 13.3 3.2 珪質頁岩

76 6H -2 剥片〈二次〉 25.9 12.3 6.8 2.1 .部分的 チャート b 

77 4 G-26 -3 剥片(二次〉 29.6 6.7 2.8 1.5 有 安山岩 b 

78 4 H-89 -2 剥片〈二次) 20.1 22.0 13.2 4.2 有 黒曜石 乱

79 4 G-73 -6 剥片(二次〉 22.3 23.4 7.6 3.4 片面 黒曜石 a 

80 4H-29 -3 剥片(一次〕 20.4 24.0 13.8 6.7 部分的 珪質頁岩 乱

81 4 H-40 -2 剥片(二次〕 13.8 26.2 3.7 1.4 部分的 安山岩 c 

82 4 H-94 -2 剥片(二次〉 34.3 14.6 7.2 3.1 部分的 安山岩 畠

83 6 E-35 -2 剥片 33.6 22.1 7.0 4.9 剥片 チャート

84 7H-65 -3 剥片(二次〉 25.4 34.2 5.9 3.9 部分的 チャート 乱

85 4 H-19 -2 剥片(二次〉 37.8 30.1 8.6 9.2 両面咽 チャート

86 8 G-20 剥片〈一次〉 28.8 26.4 13.6 11.4 周辺 チャート

87 5G一括 -2 剥片〈二次〉 45.7 21.2 13.9 11.3 一側縁 砂岩 b 

88 7 F-65 -2 削器 48.8 25.8 11.6 15.5 周辺 珪質頁岩

89 4H-23 -4 剥片(二次) 54.9 37.2 14.1 27.0 周辺 チャート b 

90 7 J -29 -1 石核 19.1 19.7 16.5 5.7 有 流紋岩

91 3 H-91 -2 石核 19.2 30.0 14.2 6.9 有 チャート

92 4H-90 -2 石核 49.1 45.8 26.4 66.0 チャート c 

93 13H -2 石核 2.5 2.6 2.6 14.4 有 黒曜石

94 5 H-62 -2 石核 42.2 75.5 33.1 80.3 有 チャート

95 4 1 -31 -1 石核 32.9 24.1 17.8 13.1 有 チャート
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挿図 遺 物 計測値 (mm) 重量
打面 細部調整 石 材 備考分 類

番号 出土地点 番号 長さ 幅 厚さ (g) 

96 7K -2 磨製石斧 6.2 4.2 1.1 46.7 全面 蛇紋岩

97 4H-47 -2 磨製石斧 ( 3.の ( 4.8) ( 1.4) 33.8 片面 珪質頁岩 a 

98 41-61 -2 際製石斧 ( 5.3) ( 3.5) ( 3.0) 66.4 両面 砂岩

99 91-35 -2 打製石斧 ( 4.8) ( 6.0) ( 1.2) 32.8 周辺 砂 岩

100 4 G-46 一2 穣器 ( 8.6) ( 4.1) ( 2.6) 32.6 半両面 頁 岩

101 7 F-15 -2 未打製石斧 ( 134.6) (12.1) (11.8) 193.1 周辺 変成岩

102 4 H-38 -2 打製石斧 7.6 4.5 1.9 76.1 半両面 珪質頁岩

103 3H-97 -1 打製石斧 10.5 7.7 3.0 302.1 両面 砂岩 b 

104 4 H-92 -2 打製石斧 ( 8.1) ( 4.5) ( 2.2) 72.1 片面 粘板岩

105 5H-89 -2 醸器 8.7 6.3 2.7 188.5 部分的 砂岩

106 9F-28 -1 砥石 7.5 5.7 3.2 110.6 有 安山岩

107 13Fー 45 
55 -1 礁器 (10.8) ( 8.6) ( 2.η 315.0 片面 安山岩

108 15H一旬 -2 楳器 10.2 9.1 5.2 680.0 一端 閃緑岩 凹あり

109 4H-49 -2 礎器 ( 1.1) 6.9 3.5 244.3 一端 花崩岩 b 

110 4H一括 -2 蝶器 ( 9.4) 6.1 5.1 351.8 一端 閃緑岩 e 

111 4 H-66 -3 磨石 ( 8.0) 7.5 4.2 356.0 不明

112 5 H-31 -2 敵石 8.7 5.7 3.9 怨4.1 石英

113 51-50 2 磨石 8.3 5.8 3.7 241.8 砂岩

114 5H-02 -2 醸 10.7 5.6 2.4 203.1 花崩岩 a 

115 4 H-17 -1 礁 9.3 6.4 3.3 211.5 砂岩 b 

116 5H-01 -2 磨石 12.1 69.4 (31.0) 144.6 安山岩 b 

117 4 G-18 -2 磨石 8.4 5.8 3.4 221.1 花嗣岩 d 

118 4H-07 -2 磨石 9.6 6.0 4.3 391.5 凹み 安山岩 b 

119 4 G-76 -2 厳石 14.3 6.8 5.0 筋5.0 凹み 閃縁岩 b 

120 5 F-33 -2 磨石 10.1 ( 6.9) 3.7 331.5 砂岩 c 

121 4H-55 一3 敵石 9.7 6.6 4.3 訂2.0 砂岩 b 

122 9G -2 磨石 ( 1.2) 5.9 4.3 188.1 安山岩

123 8G -5 磨石 (13.心 7.1 4.7 間 .0 砂岩

124 4 H-14 -1 磨石 13.0 8.2 4.1 日2.0 凹み 安山岩 b 

125 7 E-25 -3 磨石 9.6 ( 6.1) 4.4 326.3 砂 岩 乱

126 4H一括 -2 磨石 10.3 5.9 4.4 326.3 不明 d 

127 4H-09 -2 礁器 ( 8.5) 4.7 2.5 139.8 一端 花崩岩

128 4 G-08 -2 敵石 ( 1.8) 3.3 2.8 121.6 砂岩

129 7 E-40 -2 磨石 ( 1.5) ( 4.5) ( 3.9) 138.1 砂 岩

130 51-61 -1 石皿片 ( 1.9) ( 5.ω ( 2.8) 106.2 安山岩

131 4H-16 -2 石皿片 ( 9.5) ( 9.わ ( 2.1) 294.0 凹み 安山岩 c 

132 4 G-49 -1 石皿片 ( 9.9) ( 6.6) ( 3.2) 141.3 両面 安山岩

133 61-70 -2 石皿片 ( 6.1) ( 6.ω ( 5.5) 211.3 安山岩

134 4H-06 -1 石皿 ( 1.心 (10.1) ( 3.2) 110.9 安山岩

135 15E -1 石皿片 ( 8η ( 9.1) ( 4.4) ω8.6 有 安山岩

136 4 H-26 -3 石皿 (15.4) (11.4) ( 1.2) 2132.0 凹み 安山岩 e 
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m.古墳時代の調査

1 .遺構と遺物

a.住居跡

2次にわたる調査で、検出された遺構のうち、最も多く検出されたのが古墳時代の住居跡であり、そ

の数は70軒を数える。調査区のほぼ全域にわたり分布し、ほとんどが単独で検出され、重複するもの

はきわめて僅かであった。ここでは遺構から出土した遺物とともにその概要を検出された順に述べる

こととする。なお、図示した土器の観察結果は各住居跡ごとに表にて遺物挿図に続けて示した。

002号住居跡(第94図、図版42・65)

遺構 調査区中央やや西寄り (F-9)に位置する。乎面形状は6.4mX5.9mの隅丸方形。確認面か

らの深さは最大で、50cmを測る。床面は全体に軟弱で凹凸が激しい。炉は検出されず床面に焼土が4カ

所検出されたにとどまった。柱穴様小掘り込みが焼土の下部からの 1カ所のみ検出された以外遺構に

伴う施設は検出されなかった。

遺物 1， 2は高杯である。 1の杯部はゆるやかに内湾し椀形を呈し、脚部が大きく広がり、杯部を

しのぎ、 4カ所の穿孔をもっ。 2は杯部である、 1と同様にゆるやかに内湾する。 3は小型の器台で

ある。器受部は皿形を呈し、器受底部には孔が穿たれている。また脚部には一段6カ所の穿孔を持っ

と思われる。 4は土玉で、厚さ29皿、幅27mm、孔径4mmを測り表面を磨いて形を整えている。

003号住居跡(第95図、図版42・86)

遺構 002号住居跡の北東に (F-9)に位置する。平面形状は (3.6m)X3.0mの隣丸方形。確認面

からの深さは最大で30cmを測る。床面は全体に軟弱である。炉は検出されず、また柱穴等の施設の検

出は無かった。

遺物 1は高杯の脚部の破片である。 2は土製の紡錘車である。直径5，.3cm、厚さ 2咽、孔径0.8c皿を

測る、表面はナデにより丁寧に整形されており焼成は良好である。

004号住居跡(第96図、図版42)

遺構 調査区中央やや北寄り (G-8)に位置する。平面形状は5.7mX5.0mの隅丸方形。確認面か

らの深さは最大で、50cmを測る。床面は全体に平坦で中央部を中心に堅致である。炉は中央やや西寄り

に検出された。柱穴がほぼ対角線上に 4カ所検出された。いずれも径が40cm前後、深さが30cm"'"'50咽

と規模が揃っている。また住居の北西隅と南東隅には床面より一段低い凹みがあるが性格などは不明

である。

遺物 1"'"'3は警の口縁部である。 1は外面頚部以下にハケ様工具による整形が行われ、その他はナ

デによる整形である。 2は口縁部には折った布の角を用いたと思われる連続の押捺が行われて、あた
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挿図 遺物
器 種 法量 c皿 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 14.0

1 2.8 高杯
正記 15.8 

60% 
へラミガキ 細礁，赤色

暗褐色
やや

高 12.0 ナデ 粒子多量 不良

最大
24.5 

2 2.9F-1 高杯 33% 
へラに よるていねいなミガキ

細礁多量 明褐色 良
ノ、ケ調整ののちへラミガキ

9.8 

3 
3.12. 

器台
9.4 

50% 
へラミガキ 粗療やや多

暗茶褐色 良
14 9.3 ヨコナ デ，へラミガキ し、

、司・

， 

('/ ム」
、‘

A 、t 引 主
• 

I I 。 10cm 

1/ ¥ 11 、ミニ

2mJ(  

1 .黒褐色土層

CID 

司.

2 

。
2.暗黄褐色土層

A 

• 24.30m 

<<l. 
3 黄褐色土層

¥ 片

A' 
• 

-73」

第95図 003号住居跡実測図及び出土遺物

成形・調整手法上段は内面・下段は外面

デナコ
デ

ヨ
ナ

かも段を有するかのように見える。 3は 1と同様だが、ハケ整形は行われてはいない。 4. 5は高杯

の脚部である。 4は外側に大きく開き、 4カ所に穿孔を持つ。 5は外面にへラミガキを行っている。

6は土玉で、幅13mm、厚さ12mm、孔径 3mmを測り小形である。

005号住居跡 (第97図、図版43・65)

遺構 調査区中央部東はずれ (1- 9)に位置する。南側半分を撹乱により 削られ北側半分のみ検出

された。平面形状は一辺4.3mの隅丸方形と考えられる。確認面からの深さは最大で、45叩を測る。床面

は全体に平坦で中央部を中心に堅致である。炉は検出されずその存在は不明、柱穴は東の壁際に lカ

所検出された、径40cm深さ20cmと浅い。
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指図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
ロ 20.5

1 20. 事邑
底

6% 
へラナデ 白色中盤砂

黒 褐 色 不良高 5.9 ハケ調整. eコナデ 礎少量
最大

17.9 
暗赤褐色

へヲナ デ，へラケズリ やや2 14. 曹邑
3.9 

25% 
へラナデ

中粒砂多量 内面暗黄褐
不良

色

18.7 

3 5. 曹邑 20% 
ヨコナ デ ， へ ヲ ケ ズ リ ， へ ラ ナ デ

中粒砂多量
暗褐色

良6.7 ヨコナデ 内面貧褐色

4 21. 高 杯 脚 部
16.0 

12% 
ハケ調整，へラミガキ 中粒の黒色

明黄褐色 良
4.9 へヲミ ガキ 粒子多量

5 
3.16. 

高杯脚部
12.4 

30% 
へラナ デ，ハケ調整

中粒砂多量 暗黄褐色 良
18 7.2 ハケ調 整，へラミガキ

遺物 1は口縁部を欠くが、胴部の下半部に最大径をもっ土師器である、形状から壷と思われる。 2

は小型の鉢である。 3は口縁部のみで下半部は欠く、壷の口縁部である。 4は高杯の杯部である、杯

底部との境に明瞭な稜をもっ。 5"'7は小型器台である。 5・6はほぼ完形、 7は脚部のみである。

脚部にはいずれも 3カ所の穿孔を有するが器底部には穿孔を有しない。 8は土玉で半分欠損してい

る。幅 (35皿)、厚さ (32mm)を測る。

006号住居跡(第98・99図、図版43・66・86)

遺構 調査区中央やや西寄り、 002号住居跡の北に位置する。平面形状は4.5mx4.0mの隅丸方形。確

認面からの深さは最大で、80咽を測る。床面は平坦で一様に踏み固められている。炉は中央やや北側に

検出された。柱穴は検出されなかったが、住居南側の壁際には貯蔵穴 (56咽x56cm x 52cm)が1カ所

検出された。床面上には焼土が 2カ所、炭化材が壁に沿うかたちで検出され、本住居が焼失住居であ

ることを伺わせる。またの南東隅には粘土の堆積も見られた。

遺物 1・2は嚢である。 1は口縁部には指頭による押捺が連続してみられる。 2はほぼ完形であ

る、口縁部にへラ先による刻みを一部施している。 3は壷の口縁部である。 4は壷の頭部と思われる、

粘土紐を貼り付けその上にへラ先による刻みを連続して施している。 5"'8は高杯の脚部であると思

われる。 5"'7はともに 3カ所に穿孔を有しているが、 6• 7は裾を大きく広げる 5と趣を異にして

おり器台の可能性も考えられる。 8は穿孔を持たず、形状などを考えると台付聾の脚台部の可能性が

考えられる。 9は器台の脚部で、 3カ所に穿孔を有し、さらに器受底部に穿孔を穿つ。 11・12は土玉

である。 11は厚さ37皿、幅36皿、孔径5皿、 12は厚さ34皿、幅36皿、孔径5皿を測る。ともに孔は一方

向より聞けられ、表面を丁寧に磨いて形を整えている。 13は銅鉱の先端部である、柳葉形を呈すると

考えられるが、基部が欠損しているので詳細は不明である。

007号住居跡(第100図、図版43・66)

遺構 調査区のほぼ中央 (H-9)に位置する。平面形状は4.2mx4.1mの隅丸方形。確認面からの

深さは最大で55咽を測る。床面は平坦で一様に踏み固められている。炉は北側やや東寄りに検出され
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挿図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度 成形，調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口

暗茶褐色
底 6.8 へ ラ ナデ

1 8 壷
高 18.7 66% 

ナデ， へ ラ ナ デ
細磯砂多量 内面暗赤褐 良

最大20.8 色

9.2 

2 5 鉢 25% 
ナデ， ハ ケ ナ デ

細磯砂多量 暗黄褐色
やや

6.7 ナデ 不良
10.2 
8.8 

3 10 壷 33% 
ヨコナデ 粘土粒子多

暗黄褐色 良
6.2 ヨコナデ 量

14.4 

4 12 高 杯 杯 部 50% 
へラミガキ

中粒砂多量 茶褐色 良
7.3 へラミ ガキ

8.0 

5 11 器台
9.4 100% 

亘コナデ，へラナデ
中粒砂多量 茶 褐 色 良

8.35 ヨコナデ，ナデ

10.1 

日 9 器台
13.5 

83% 
ヨコナデ，へヲミガキ，ナデ

中粒砂多量 黄褐色 良
10.1 ヨコナデ

12.2 

7 15 器台 50% 
へラケ ズ リ ， ナ デ ， へ ラ ナ デ

中粒砂多量 暗褐色 良
8.9 へラナデ，へヲミガキ

た。柱穴は検出されなかったが、住居南東隅の壁際には貯蔵穴(径41cm深さ35cm)が1カ所検出され

た。床面上には焼土の堆積が 3カ所、さらに炭化材が多量に検出され、本住居が焼失住居であること

を伺わせる。

遺物 1は聾の下半部である、内外面ともススの付着がみられる。 2は警の口縁部である、頚部より

直線的に開口する。 1と2は同一個体と思われる。 3は高杯の杯部である、杯底部付近には稜を持た

ず椀様に開口する。 4. 5は土玉である、 4は厚さ33皿、幅36剛、孔径4mmを測る、一部を欠損して

いるが丁寧に磨いて形を整えている。 5は厚さ29皿、幅32皿、孔径4mmを測る、表面を丁寧に磨いて

いるが整形は良くない。

008号住居跡(第101図、図版44・66)

遺構 007号住居跡の北側に隣接して位置する。平面形状は4.4mX3.9mの隅丸方形。確認面からの

深さは最大で、40cmを測る。床面は平坦で一様にやや軟弱である。炉は中央やや西寄りに検出された。

柱穴は検出されなかったが、住居北西隅の壁際には貯蔵穴 (52cmX32咽 X32cm)がlカ所検出された。

遺物 lは嚢で内外面ともナデにより整形されている、断面では粘土の輪積痕も観察された。 2は小

型の鉢である。 3は高杯の脚部である、穿孔が 3カ所に穿つである。 4は土玉である、厚さ30皿、幅

36mm、孔径 6mmを測る。 5は管玉である、 4分の 3を欠損している、方形に近い形状をすると考える。

009号住居跡(第102図、図版44)

遺構 調査区中央西端、 002号住居跡の南西に隣接する。平面形状は3.9mX3.8mの隅丸方形。確認面

からの深さは最大で50αlを測る。床面は平坦で一様に踏み固められている。炉は北側やや東寄りに検

出された。柱穴は検出きれなかった。東側壁際の床面上に少量の粘土の堆積が見られた。

遺物 lは聾である、胴下半を欠損する。 2は聾の底部である。 3は高杯の脚部である。他の土器と
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挿図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 16.7

1 
8，14， 

璽E
底

20% 
へラナデ

中粒砂少量 灰褐色 良
15，18 高 20.8 ヨコナデ(スス付着〉

最大2l.8
15.3 

2 1，7 望昆
4.3 99% 

へ ラ ナデ
中粒砂多量 茶褐色

やや

13.8 ハケ調 整 〈 ヨ コ )，へラケズリ 不良

16.9 
14.0 

3 11 受 口 縁 部 33% 
ハ ケ 調整 中粒砂多量

暗茶褐色 良
6.4 へラミガキ 細礁少量

4 4 登頚部 8% 
ハケ調整ナデ

細礁多量 暗赤褐 色 良
ハケへラミガキ.へラキザ;;:~へラミガキ

5 
4，8，13 

高杯
15.9 

50% 
へラケズリ

中粒砂多量 暗茶褐色 良
28 5.0 へラケズリ'"コナデ

6 8 高杯
12.0 

30% 
ハケ調整ナデ

中粒砂少量 崎賞褐色 良
6.7 へ ラ ミガキ，ハケメ〈スス付着〉

7 3，8 高杯
9.2 

40% 
へラによる成形

中粒砂多量 暗黄褐色 良5.4 ヘラミガキ

8 8 台付寝台
7.2 

41% 
へラによる成形

中粒砂少量 暗褐色 良
4.6 へラミガキ

9 16 電器台
10.0 

16% 
ナデ

中粒砂多量
暗褐色~ 黒

良7.3 ハ ケ 調整， '"コナデ 褐色

10 8 建底部
4.2 

16% 
ハケメ及びへラケズリ

雲母粒砂粒
赤褐色

良
へラケズリ 内面黒褐色
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挿図 遺物
器 種 法 量 叩 遺存度 成形 ・調整手法 上段は内面 ・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 13.2

1 1.3.5. 
聾

底 50% 全 面 ナデ
白色の細礁

黒 褐 色 不良
9.14 高 1l.9 多量

茸量対立14.7
5.9 

2 1 事恒 25% 
ナデ

細礁多量 茶褐色 良
6.2 ハ ケ 調整， ミ ガ キ

7.2 
中粒砂を多

3 11 高杯
12.3 

50% 
ハケ調 整，ナデ 量

明褐色 良
8.3 ハケ調整，へラミガキ 赤色粒子を

盆量
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挿図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 H台 土 色 調 焼成

番号 番号

2，5，6， 
口

へラケズリ，へラケズリ，ナデ(スス付着)， 
底ミ 4.5 や や

1 7，8，9， 墾
高

33% ハケ雷電車生 中粒砂多量 暗茶褐色
不 良

11 
最 大

14.5 

2 2，6 聾 11% 
ハケ宮司整，ヨコナデ，へラケズリ

中粒砂多量
黒褐色

良
ハケ調整，ヨコナデ 内面暗褐色

24.0 

3 10 高杯 50% 
へラミガキ 細礁少量

赤褐色 良7.5 へラミガキ 中粒砂多量

〈・ 〈・

a 11 
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挿図 遺物
器 種 法量 c皿 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 士 色 調 焼成

番号 番号
ロ 17.4

1 10.12 聾
底 33% 

へラナデ 細礁やや多
茶 褐 色 良

高 12.7 へ ラ ナデ，ナデ し、

最大21.1

8.5 へヲミガキ
中粒砂を多

2 15 嚢底部 11% 
p 、ヲミ虫f寺島 量粘土，細 賞 褐 色 不良

機多量

3 3.10 高杯脚部
16.8 16% 

ナデ， ハケナデ，ハケ調整
長石粒多量

灰 褐 色
良

ハケメ，ナデ 内面燈褐色

8.3 
暗茶褐色，

4 13 壷 口縁部 33% 
へ ヲ ナデ，ナデ

細書襲多量 黒褐色部分 良
5.8 ミガキ，ハケ調整一部へラミガキ

あり

7.0 

5 10.11 高杯 杯 部 3.6 20% 
ハケミガキ，ハケ調整，へラミガキ

中粒砂多量 暗茶褐色 不良

9.6 へラケズリ. (へラ?)ナデ
茶褐色

6 3 器台脚部 4.2 16% 
へラケズリ，ナデ

細磯多量 外面黒斑有 良
り

7 3 器台脚部
8.3 25% 

ハケ帯電整，ナデ
細書繁多量 淡茶褐色 良

2.6 ナデ，軽いへラミガキ

比べて薄手であり、焼成の関係とも思われるが土器の色調が須恵質を呈する。 4は壷の口縁部であ

る。 5は高杯の杯底部付近である、杯底部に稜をもっ。 6は器台の脚部である、穿孔は 3カ所穿つと

考える。 7は器台の脚部であると思われるが破片が下部すぎて決定は避けたい、なお穿孔は観察され

ない。

010号住居跡(第103図、図版44・66)

遺構 009号住居跡の東側に隣接する。平面形状は5.2mX5.0mの隅丸方形。確認面からの深さは最

大で、54四lを測る。床面は平坦である。炉は中央やや北寄りに検出された。柱穴は東の隅に 1カ所のみ

検出された。住居南西隅の壁際には貯蔵穴 (80cmX55叩 X32cm)がlカ所検出された。

遺物 1・2は複合口縁壷の口縁部である、ともに胴部以下は欠いている。口縁には棒状浮文をほぼ

等間隔に一周にわたり貼り付けている。また棒状浮文の上には細い縄状のもので刻みを施している。

頚部には粘土の円形浮文を 2個一組で4対貼り付けていると思われる。 2も1と同様口縁部に棒状浮

文を貼り付けているが、間隔はより広くなっており、浮文の上に刻みを加える工具もへラ様になって

いる。また複合口縁の下端にはへラ様工具で刻みを一周にわたり施している。 3は警の口縁部であ

る、頚部以下は欠いている。 4は台付聾の脚台部である。 5"'-'7は高杯である。 5は杯部で、脚部と

は接合部分で剥がれている、形状は椀形を呈する。 6• 7はともに脚部であるが、 6には穿孔を穿つ

てないが、 7には 3カ所の穿孔を穿っている。 8は器台の脚部と思われる。脚を大きく聞き中段に稜

を持ち、稜の上下に位置を違えて穿孔を 4カ所に穿っている。 9は小型の聾の底部である。 10は手控

土器である、鉢形を呈する。 11は小型の鉢である。

o 1 1号住居跡(第104"'-'106図、図版45・67・68)

遺構 調査区中央西側 (F-10)に位置する。平面形状は4.0mX3.5mの隅丸方形。確認面からの深
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挿図

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

A 
• 

遺物

番号

12.16 

2.12. 
21 

21 

20 

2.13. 
21 

2.12. 
13.14 

11.17 

1.10 

1.18 

13 

18 

器 種 法量 cm 遺存度

口 12.7

盛口縁部
底

33% 
高 5.0 
最大

15.0 

萱口縁部
6.1 26% 

18.8 

事樫
4.9 6% 

台付費制 9.7 
25% 

部 6.7 

14.0 

高杯
5.6 50% 

高 杯 脚 部
12.6 

41% 
6.4 

高杯脚 部
13.8 

40% 9.4 

高杯縁台
16.3 

40% 4.1 

4.8 
建底部 8% 2.5 

5.1 
3.0 

手 控 土 器
3.6 

33% 

7~7.5 

小型鉢
3 . 2~3 . 8 

100% 
4.7 

、
司 ・

8 

cd. 。

成形・調整手法上段は内面・下段は外面

へラミガキ ，ハケ調整
へラナデ後 J、ケメ

細いへラミガキ
へラナデ

ヨ コ ナデ

ナデ，へラミガキ

ナデ
ナデ，ハケ調整

へラミガキ

へラミガキ

ナデ
へラミガキ

ナデ
へラナデ

へラナデ. ナデ
ナデ，へラミガキ

ハケ調整 ，ナデ
ハケ調整， へラナデ

へラミガキ
ハ ケ調整

ナデ

へ ラ ナデ，ナデ

A' 
• 

、
咽 ・

E 
Cコ
可

てが
かa

2m 咽 ・

A' 

• 
1 .黒褐色土層

胎 土

中粒砂少量

中粒砂多量

中粒砂多量

中粒砂多量

中粒砂多量

中粒砂少畳

細礁多量

中粒砂多量

長石粒多量
C 1 ~ 2 mm 

大〉

細礁やや多
し、

細礁やや多
~、

B • 

色 調

淡黄褐色
内面明褐色

暗黄褐色

黒 褐 色

茶 褐 色

暗黄褐色

暗策褐色

茶褐色

暗賞褐色

外面燈褐色
内面灰褐色

黒褐色
内面暗糞褐

色

茶褐色

焼成

良

やや
耳て五主

不良

コ々ヰ3

不良

良

良

良

不良

良

良

良

8' 

8' 

I ~主# 1

。
l 暗褐色土(焼土粒多量〕

2.焼土層

3.暗褐色土層 (焼土粒若干)

4.踏黄褐色土層

1m 

除ζ
2て三ヨデ !

2.暗黄褐色土層 (ロームブロ ック〕

3.黒褐色土層 (ローム粒)

4 陪褐色土層(焼土粒・炭化粒 ・炭化材)

5 暗黄褐色土層

6.暗褐色土居
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15 

18 19 

16 17 
。 lOc皿

第106図 011号住居跡出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量 c皿 遺存度 成形 ・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
ロ 16.4

l 
14. 

費
底 4.5 

50% 
ハケメナデ，へラナデ

細書繁多量
黒褐色 やや

(32) 高 21.8 へラナデ，ハケ鯛整ヨコ，へラミガキ 内面褐色 不良

最 大21.6
15.7 

2 12 署毘
4.8 

90% 
ヨコナデ.へラナデ

細磯多量
時茶褐色 やや

21.35 ハケ鯛 繋 ， へ ラ ケ ズ リ ， へ ラ ナ デ 内面暗褐色 不良

21. 8 
13.0 

3 2 望昆
5.05 

100% 
ハケナデ

細機多量
明褐色

良
16.5 ヨコナデ 内面暗褐色

12.65 
16.7 

暗寅褐色

4 29 聾
6.6 

95% 
ヨコナデ，へラケズリ 細療やや多

1部時赤褐 不良
20.0 ハケ調整 し、

23.2 
色，

14.7 

5 23 望星
4.1 

99% 
へラヨコナデ，ナデ

細磯多量
稽 褐 色~ やや

17.75 ハケ調整全面ナデ 暗 紅 色 不良

17.1 
15.3 無E畢聖b主宰苦守二 全体に暗褐褐色
4.7 ヨコナデ，ハケ調整 色 ， 陪

6 24 聾
16.9 

100% 
ヨコナデ，へラナデ

赤色粒子，
に赤褐色が

良
石英粒

まじる

7 16 費
6.0 

33% 
ミガキ，ナデ

中粒砂多量 暗褐色 不良
10.8 ハ ケ 調整，下部のみミガキ

8 20 事樫
7.7 

33% 
ハケナデ

中粒砂多量
茶 褐 色

良
4.1 ヨコハケ鯛墜 内面暗褐色

9 22 事竃
4.1 

45% 
ナデ

細磯多量 H音茶褐色
やや

18.9 ハケ調整，へラミガキ 良
22.6 
17.3 黄褐色を呈

10 18 台付痩
10.0 

100% 
ヨコナデ，へラナデのちミガキ，へラナデ 細磯多量長 する

良
22.3 ヨコナデ，へラナデ 石粒少量 赤褐色を呈

する
9.3 

11 13 豆董
4.5 

75% 
タ テ ヘラミガキ，へラナデ 中粒砂多量

茶 褐 色 良
16.1 タテへラミガキ，へラミガキ 赤色粒子
13.5 
25.5 

赤褐色
へラナデ

12 15 高杯杯部
9.8 

50% 
へラナデ，タテへラナデ

中粒砂多量 内面暗茶褐 良
色

23.0 

13 
10.16. 

高杯
14.1 

60% 
へラミガキ

細磯多量
赤褐色 やや

17 14.6 上へラミガキ，外へラミガキ，へラナデ 内面黒色 不良

20.2 

14 
26.27. 

高杯
10.3 

100% 
へラミガキ，ヨコナデ 細磯やや多

茶褐色 良29 13.3 へ号ミガキ.へラナデ ~、

-140 -



挿図 遺物
器 種 法量個 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口

15 30 高杯脚部
届ミ 17.1 

50% 
ナデ 中粒砂やや

淡黄褐色 良
高 7.6 へ ラ ミガキ，ハケメナデ 多い
最大

18.8 中粒砂少量
16 28 高杯

7.0 50% へラミ ガキ，ナデ，ケズリ，ミガキ 中粒の赤色 淡黄褐色 良
粒子多量

17 19 高杯
17.1 

45% 中粒砂多量 暗黄褐色
や や

7.2 ヘラミガキ，ヨコナデ 不 良

18 21 高杯 40% 
J、、ラケ戸fリ，ミ :ffキ

細磯多量 暗茶褐色 不 良
ナデ

9.4 

19 25 器台
9.8 

70% 
ナデ

細磯多量 暗黄褐色 良7.9 ヘラヨコナデ，ハケメナデ

さは最大で60cmを測る。床面は平坦で一様に踏み固められており堅い。炉は中央やや東寄りに検出さ

れた。柱穴は検出されなかった。焼土の堆積が 3カ所にみられた。

遺物 1'"'-'9は警である。口縁部が頚部から外反して立ち上がっている、胴部の中位前後に最大径を

有し、全体として球形に近い形状を示す。 3はやや小形であるが完形である、輪積痕が観察される。

7'"'-'9は胴下半部のみである。 10は完形の台付聾で焼成は非常に良好であるある。 11は壷である、へ

ラにより表面をミガキ整形している、また輪積痕が観察される。 12'"'-'18は高杯である、完形は14の1

点のみで、ある。 12は杯部のみである、杯底部との境には稜を持つ。 15を除き脚部には 3カ所に穿孔を

有する、 16では位置を違えて上下二段に穿孔を持つ。 19は器台である、器受底部には穿孔が lカ所穿

たれている。

012号住居跡(第107図、図版45・69・86)

遺構 010号住居跡の南東に位置する。平面形状は5.6mx4.6mの隅丸方形。確認面からの深さは最

大で40cmを測る。床面は中央が徴かに高く、全体に軟弱である。炉及び柱穴などの施設は検出されな

かった。

遺物 1'"'-'3は聾である。 1・2は口縁部が緩やかに外反する同形状の聾であろう。 3は前の 2つと

はやや形状を異にすると思われる。 4は高杯の脚部と思われるが、穿孔なども観察されず器種の決定

は避けたい。 5は小型の土器破片である。口縁部付近と思われ、孔も認められるなど形状等を考え合

わせると器台とも思われるが、決定は避けたい。

013号住居跡(第108・109図、図版45・69)

遺構 012号住居跡の南側に隣接する。平面形状は5.2mX5.0mの隅丸方形。確認面からの深さは最

大で、50咽を測る。床面は中央が徴かに凹む。炉は中央やや西側に検出された、この上には焼土が少量

堆積していた。柱穴は対角線上に 4本検出され、いずれも径50cm深さ70佃 l前後を計る。うち 3本は柱

を抜いたともとれる斜めの掘込みが見られる。他に東側壁際に柱穴様の小掘込みが lカ所検出されて

いる。
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1 黒褐色土層

2.暗褐色土層

3.暗黄褐色土層
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挿図 遺物
器 種 法 量 佃 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 12.8

1 2.7.10 聾
底

10% 
へラナデ

細磯多量 暗茶褐色
やや

高 9.2 ナデ 良
最大14.8

16.0 

2 4.7.10 
聾 14% 

冨コナデ ，へラナデ
細磯 薄 褐 色 良10F-1 11.0 ハケ調整，へラケズリ

3 4.6 察
6.1 

58% 
へラナデ

細礁 褐色 良
16.4 ハケ調整，へラケズリ，ナデ

20.6 

4 4.7 高杯
11.0 

10% 
ナデ，ナデ

細磯 褐色 良
3.3 

4.2 

5 8 器 台? 5% 
へラナデ 細礁，雲母 黒褐色

良ハケ調整，へラケズリ 粒少量 内面黒色

遺物 1"'4は聾である、完形はないが 1は口縁の一部を除きほぼ完形である。へラミガキ・ナデに

よる整形が行われている。 5"'8は台付要である、 5の頚部に輪積痕が観察された。 6は口唇部をへ

ラで面取りされている。 7・8は台付要の脚部である。 9. 10は複合口縁壷の口縁部である、ともに

胴部以下は欠いている。 9はへラによる整形が割合に丁寧な作業として行われている。破片に等しい

10の口縁には棒状浮文が観察され、等間隔に一周にわたり貼り付けていると思われる。また棒状浮文

の上にはへラ様工具の先で刻みを施している。 11・12は脚部のみである。 11は高杯の脚部と思われ

る、穿孔が 3カ所に穿たれている。 12は器台の脚部と思われる、穿孔が 3カ所に穿たれている。 13・

14は同一個体の器台と思われるが接合しないのでここでは別々に扱うこととする。 13は器受部であ

る、 14は脚部である、裾部と脚の上部を欠く、稜を有しその上には刻みを施している。また 4カ所の

大小 2種類の穿孔を位置を違えて計 8カ所穿っていると思われる。

014号住居跡(第110図、図版46・69)

遺構 調査区中央 (G-10)に位置する。平面形状は4.3mX4.2mの隈丸方形。確認面からの深さは

最大で20cmを測る。床面は平坦で一様にやや軟弱である。炉は検出されなかった。主柱穴は検出きれ

なかったが、径22cm、深さ22四1の小掘込みが lカ所検出されている。

遺物 1は聾である、内外ともにナデにより整形している。 2は小型の台付警と思われる。 3"'5は

土玉である。 3は完形で厚さ40皿、幅39皿、孔径 6mmを測る、 4も完形で、厚さ40mm、幅37皿、孔径5皿

を測る、 5は多くを欠損している、推定値を示すと厚さ (53皿)、幅 (43mm)、孔径 (5皿)になる。い

ずれの土玉も丁寧に整形されている。

015号住居跡(第111図、図版46・69)

遺構 調査区中央東側 (H-10)に位置する。平面形状は3.9mX3.6mの台形に近い隅丸方形。確認

面からの深さは最大で40cmを測る。床面は平坦で中央を中心に堅く締まっているが、周辺は一様にや

や軟弱である。中央付近の床は貼り床が行われており、意識的に堅く締めたものと思われる。炉およ

び柱穴などの施設は検出されなかった。
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1.暗褐色土層(焼土粒)

2.焼土層

第108図 013号住居跡実測図

遺物 1は台付の器である、器形から判断すると聾のようだが下半部のみであるので決定は避けるこ

とにする。 2は台付聾の脚部である。 3は高杯の脚部である、穿孔は観察されなかった。 4"'6は器

台の脚部である。いずれも穿孔が穿たれているが、4. 5は3カ所， 6は2カ所観察され、 5・6に

は器受部底部にも穿孔を観察できる。

016号住居跡 (第112図、図版46・70・86)

遺構 調査区のやや南西端 (E-11)に位置する。平面形状は5.3mX5.2mの台形に近い隅丸方形。

確認面からの深さは最大で;30叩を測る。床面は平坦で一様にやや軟弱である。炉は中央西寄りに検出
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挿図 遺物
器 種 法 量 咽

番号 番号
1.4，7， 口 17.1

1 
8，11， 

璽昼
底 6.9 

14，16， 高 22.6
17 震大23.1

13.4 

2 
13，20， 

事色
4.8 

30 13.2 

15.2 

3 9，13 事邑

11‘。
16.0 

4 7，15 ヨE 8.1 

4 

， ， 」」ーでイ

8 

ノk
12 

第109図 013号住居跡出土遺物

遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面

84% 
ヨ コ ナ デ，へラミガキ

へラケズリ，へラミガキ

58% 
ヨコナデ，へラナデ

へラケズリ，ナデ

65% 
ヨコナデ，ナデ

ヨコナデ，へラケズリ

13% 
ヨコナデ， へ ラ ナ デ ， ハ ケ メ ナ デ
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細礁やや多
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細礁 暗褐色 良

細磯 暗褐色 不良

細機 黒 褐 色 良



挿図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号

7.11. 
ロ 15.5 黒褐色

5 14.23. 費
底 9.7 

60% 
ハケ調整.へラナデ，へラヶズリ，ナデ 細棟やや多 内面暗黄褐 やや

高 ハケ調 整 ， へ ラ ケ ズ リ ， ナ デ し、 色 不良
26 

最大16.4 胸部明褐色
13.7 

6 13.22 台付聾
9.45 

83% 
ハケ調 整 ， ヨ コ ナ デ ， へ ラ ナ デ ， ナ デ 細磯やや多

黒褐色 良
ハ ケ 調整，ヨコナデ，ナデ し、

13.7 

7 13 台付聾
9.2 

18% 
ナデ

細礁
簿褐色

良
7.2 ナデ 善事黒褐色

10.0 テイネイナへラナデ
三次

8 19 台付費
6.2 

25% 
へラナデ

細磯 褐色 焼 成

? 

13.6 堅鍛

日 8 壷 10% 
ヨコ ナデ

細磯 暗 褐 色
二次

2.6 へラナデ，冨コナデ 焼成

? 

10 壷 4% 細膿 薄 燈 色 不良

II 3.5.7 高杯
18.0 25% 

へラヨコナデ
細書襲 薄燈褐色 良

4.3 へラヨコナデ，へラミガキ. '"コナデ

1.2.7. 13.0 ナデ やや
12 1l.13. 器台

6.0 
40% 

軽 い へラミガキ，へラナデ
細磯 黒褐色

良
22 

1.2.7. 

13 8.13. 
器台

22.0 
30% 

へヲミ ガキ，孔ハケメナデ
細礁少量 茶 褐 色 良

14.24. 7.1 ヨコナデ，ハケ調整，へヲナデ

(30) 

14 器台脚部 25% 
ヨコ ナデ

細磯多量 茶 褐 色 良
6.0 へラミ ガキ

され、その東側中央付近に焼土が検出されている。しかし柱穴は検出されなかった。

遺物 1は高杯の脚部で杯部は欠く。焼成も良くヘラミガキも丁寧に行われている、杯部と脚部の接

合方法が欠損部分で観察される。 2は手担土器である、鉢形をしている。 3は土玉である、欠損が多

く形状も製作技法も詳細は不明である。

017号住居跡(第113図、図版47・70)

遺構 016号住居跡の南東側に 9mほど離れた位置にある。平面形状はA.Omx4.0mの台形に近い隅

丸方形。確認面からの深さは最大で50cmを測る。床面は平坦で中央付近が僅かに堅いものの全体的に

は軟弱である。炉および柱穴などの施設は検出されなかった。

遺物 lは台付聾である。口縁部に僅かに段を持つ、輪積痕が観察される。 2は警の底部である。 3

は高杯の脚部で杯部、裾部分を欠く、穿孔は観察されない。 4• 5は小型の器台である。ともに脚部

が器受部よりわずかに広がり、脚部には穿孔を有しないが、器受部底部に穿孔が穿たれている。 6は

小型の土器である。胴部は球状ではなく鉢状を呈し口縁は直線的に大きく聞く。

018号住居跡(第114図、図版47. 70) 

遺構 調査区のやや西側 (F-13)に位置する。平面形状は4.2mx4.1mの隅丸方形だが、東側の壁

が一部張り出し、全体に不整形である。確認面からの深さは最大で30cmを測る。床面は中央が徴かに
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第110図 014号住居跡実測図及び出土遺物

r
 a

--A' 

挿図 遺物
器 種 法量咽 遺存度 成形 ・調整手法上段は内面 ・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
ロ 16.4

1 2 ヨE 底
71% 

ナデ，へ ラ ナ デ
細磯

黒褐色
不良

高 へ ラ ナ デ， へラケズ リ→ ナデ，へラケズリ 褐色

最大

2 l 
小型台付 4.4 

37% 
へ ラ ナ デ， ハ ケ メ →ナデ

細磯 薄 褐 色 良
JII! ハケ調整 . ナ デ

凸み、全体的に踏み固められており堅くなっている。炉は中央やや北西寄りに検出されている。柱穴

は検出されなかった。

遺物 1は高杯の杯部で、脚部を欠く 。椀状に緩やかに曲線を描き開口する。そのほか図示できるよ

うな遺物は出土していない。

019号住居跡 (第115図、図版47・70)

遺構 017号住居跡の東側10mのところに位置する。平面形状は3.3mX3.1mの隅丸方形だが、北側

の壁が全体に少し張り出している。確認面からの深さは最大で:'25cmを測る。床面は中央が徴かに凸
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2.稽褐色土層 (ローム粒多量〕

3.暗褐色土層 (ローム粒・ロームブロック)

4.暗貧褐色土層 (ロームブロック)

第111図 015号住居跡実測図及び出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量佃 遺存度 成形・調整手法 上段は内商・下段は外面 胎 土 色 調

番号 番号
ロ

1 5 望昼
底 4.6 

35% 
へラナデ

細棟
暗褐色

良
高 5.0 ナデ 内面燈褐色
最 大 9.0

2 2 台付費 5.9 18% 
へラナデ

中粒砂 暗赤褐色 堅鰍
タテへラナデ

3 2 高杯 脚 部 20% 
へラミガキ，ナデ

細模 薄褐色
3.1 へ ラ ミガキ

4 8 器 台
8.0 

18% 
ハケ調車在

細書聖 事事赤褐色 堅鰍
5.5 ハケ調整，ナデ

5 7 器 台
4.2 

20% 
へラナデか?

細磯 若草燈褐色 堅鰍

6 7 器 台 16% 
ハケ調整

中粒砂 覇軍褐色 堅徹
ハケ調整

み、全体的にやや軟弱である。炉および柱穴などの施設は検出されなかった。

遺物 1は小型の壷である、作りは全体に良くない。口縁は直線的に上方へ開く、 底部は高台状に厚

く張り出している。そのほか図示できるような遺物は出土していない。
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挿図 遺物
器 種 法量佃 遺存度 成形・調整手法 上段は内面 ・下段は外面 目台 土 色 調

番号 番号
口

1 3 高 杯
居正 11.1 

55% 
へラ ミ ガ キ，ノ、ケ調整， ナデ

中粒砂多量 茶褐色 良
高 7.25 へ ラ ミ ガキ ，ハケ調整

最 大
5.0 

2 14 手 控 土 器
2.5 

83% 
へラケズ リ及びナデ

雲 母粒少量 黒褐色 良
3.2 ナデ，へラケズリ及びナデ

第112図 016号住居跡実測図及び出土遺物



挿図

番号

1 

2 

3 

4 

.'" 
h・h3 

ιcn コ
包

. "， 、

1 .階褐色土層(テフラ粒若干)

2.暗褐色土層 (テフラ粒多量)

3.陪策褐色土層 (テフラ粒〕

同;

.;1> 

"~qトグ
2 

ョ:

b 
• 

十¥

ノ九
3 

第113図 017号住居跡実測図及び出土遺物

遺物
器 種 法量叩 遺存度 成形・調整手法 上段は内面 ・下段は外面

番号
口 11.0
底 8.3 ヨコナ デ， へラナデ，へラナデ→ナデ

9 台 付聾
高 13.5

60% 
ヨコナ デ， へラナデ

葺置メご10.8

3 建 底部
7.3 

20% 

6 高杯 20% 
ナデ

ナデ.ナデ

6.75 

10 器台
7.2 

90% 
へラ ミガキ，ナデ，ハケ調整

7.1 へラミ ガキ
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挿図 遺物
器 種 法量 叩

番号 番号

ロ 7.7 

5 11 器 台
底 8.5 
高 6.85
最大

8.5 

6 12 柑 ?
2.9 

5.05 

、'"・

A ¥ ¥ • 
P③号'

"，. 

22430m 

遺存度

95% 

90% 

成形 ・調整手法 上段は内面 ・下段は外面

へラミガキ.ハケ調整

ヨコ ナ デ，へラミガキ

ヨコ ナ デ， へラナデ

ヨコナデ ， ナ デ
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t二二

A' 
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己コ

"" 可申
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A' 
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h 一一二一一一~U I 

。
第114図 018号住居跡実測図及び出土遺物

成形・調整手法上段は内面 ・下段は外面

ハケ調整 ，ナデ

ハケ調整， へラミガキ

020号住居跡 (第116・117図、図版48・70)

胎 土 色 調 焼成

細亜聖 陪 黄 褐 色 良

細礁少量 暗貧褐色 良

O!l 
B . 

B B' 
.24.20m . 
一一『ζζi三7一一

1 .時黄褐色土層

(焼土粒)

。 1m 

1 .黒褐色土層(テフラ粒〕

2.暗黄褐色土層

3 黄褐色土層

10ω 

遺構 015号住居跡の南西側 (H-10)に位置する。平面形状は6.0mX5.9mの隅丸方形。確認面から

の深さは最大で;45cmを測る。床面は中央付近が僅かに凸み、 全体的に堅く締ま っている。炉は中央西

寄りに検出された。柱穴は対角線上に 4本検出された、 径が20""30叩、深さ45cm前後で、小さく深い。

東壁際に撹乱を受けて一部壁と柱穴が影響を受けている。

-151 -



山

N
品
・

ω
c
g

-胆

A 
• 。 lOcm 

A' 
• 

-担。 2m 
.p' 、

ミ ミ ミ ーb :::= l 粒-フフテ

)

層

・

粒

ク

粒

ム

ツ

ム

一

ロ

一

ロ

ブ

ロ

(

土

(

層

焼

層

層

土

・

土

土

色

粒

色

色

褐

土

褐

褐

黒

焼

暗

賀

市

i

n

L

q

J

8

佳

A
A

・
A ・24.30m

第115図 019号住居跡実測図及び出土遺物

成形・調整手法 上段は内面・下段は外面

デナラデナ

遺物 1・2・5は襲である。最大径を胴部中位にもち、口縁が大きく開く 。 2・5は上半部を欠く

が1と同様な器形を示すと思われる。 3. 4は壷の口縁部で、いずれも下半部を欠く 。 3は輪積痕が

観察される。 6. 7は高杯である。 6は杯部で脚部を欠く、わずかに曲線を描き開口する。 7は杯部

の一部と脚の裾を欠き全体を知りえないが、杯底部にわずかに稜を有する。 8は器台の脚部で、器受

部と脚部の裾を欠く、脚部には 3カ所と器受部底部には穿孔が穿たれている。 9は器台の器受部であ

る。 10・11は土玉である。 10は完形で、厚さ29皿、幅34mm、孔径5阻を測る、形状はやや歪んでいる。

11は半分欠いているが、現存値は厚さ42mm、幅42皿、孔径 8mmを測る。

021号住居跡 (第118・119図、図版48・71・86)

遺構 019号住居跡の東側に隣接する。平面形状は5.9mx5.8mの隅丸方形。確認面からの深さは最

大で、65cmを測る。床面は中央付近が僅かに凸み、全体的に堅く締まっている。炉は中央やや西寄りに

検出された。柱穴は対角線上に 4本検出された、径が30..........40cm、深さ85cm前後で、小さくかなり深い。

ほかには炉の西側の壁際に小さな凹みが、東壁際には一段低い場所がありさらに小掘込みが掘られて

いる。と もに性格など詳細は不明である。本住居からは焼土の堆積は見られなかったが、炭化材が多

量に検出され、焼失住居であることを伺がわせる。
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1 黒褐色土層 (ロ ムブロック)

2.暗褐色土層 (ローム粒多量)

3.陪褐色土層 (ローム粒・ロームブロック)

4.暗褐色土層 (ロ ム粒若干)

5.精黄褐色土層 (テフラ粒)

第116図 020号住居跡実測図
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第117図 020号住居跡出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量佃 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 17.5

1 
11，14， 

軍軍
底 5.2 

83% 
ヨコナ デ ， へ ラ ナ デ ， へ ラ ケ ズ リ

中粒砂多量 黒褐色 不良
15，16 高 21.3 へラナデ，へラミガキ

最大22.4

5，9，11 4.6 へラナデ，
黒褐色

2 
14，16 

費
15.9 

50% 
へラケズリ，ナデ

細礁多量 内面暗茶褐 不良

色

7.7 

3 1.8，9， 
萱 40% 

へラミ ガキ ，へラナデ，
細礁多量 暗茶褐色 良

11 7.7 ハケメ，へラミガキ

10.7 
12.15 

4 8，13 登 25% 
へ ラ ナデ 中粒砂多量

暗褐色 不良
5.4 へラケズリ，ナデ 細軍曹少量

8.6 へラナデ，ハケ調整
細礁，赤色

黒褐色 やや
5 15 主題 9.1 22% 

ハケ調整，へラミガキ
粒子やや多

内面婿褐色 不良
、"、

15.05 

6 14 高 杯 37% 
ナデ.

中粒砂多量 時茶褐色
ヰコや

4.65 へラケズリ，ナデ 不 良

7 1，3，8 高杯 33% 
へラミガキ，ナデ

中粒砂多量 暗賞褐色 不良
ハケ調整，ナデ，へラミガキ

8 11 器台 35% 
へラナデ

中粒砂多量 赤 褐色 良
へ ラ ナデ

1，5，8， 
19.5 

へラミ ガキ
9 9，11. 器台

7.8 37% 
ヘラミガキ ，ハケ調整， へラミガキ

中粒砂少量 暗茶褐色 良

15，17 20.2 
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第118図 021号住居跡実測図
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挿図 遺物
器 種 法量 c皿 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
ロ 18.3

1 16.22. 
壷

底
30% 

へラミガキ，ナデ 雲母，長石
淡褐色 不良

23.54 高 ヨ コ ナ デ，ハケ調整，ナデ の細礁多量

最大
14.1 

2 21.25 重邑
5.7 

87% 
ハケ調整，へラミガキ 細礁を少量

暗茶褐色 良
12.0 ハケ調整，へラミガキ 中粒砂多量

14.9 

3 10.13. 
重邑

5.2 
60% 

ハケ調整，ナデ
細磯多量 黒 褐 色 不良

21.33 15.8 ハケ調整，ナデ

7.10. ヨコナデ，へラケズリ，ハケメ
暗茶褐色

やや
4 建 33% 細線多量 広範囲に黒

13.36 ハケ調整
斑有り

不良

19.0 

5 1.3.7. 
聾 12% 

ヨコハケ調 整 ， タ テ ハ ケ 調 整
中粒砂多量 暗黄褐色 不良

34 ハケ調整，ナデ，細いタテハケ調整(スス付着〉

14.65 

6 16.18. 
聾

5.6 
90% 

へラナデ，ナデ 細擦やや多 淡貧白色
不良

22.54 19.9 ナデ，一部にへラミガキ 、、 胴部黒色

10.4 

7 7.35 蔓草
3.5 

84% 
ヨコナデ，へラナデ

細礁多量 暗茶褐色 良
ヨコナデ，へラナデ

9.2 

8 28 聾
4 

90% 
ヨコナデ， へ ラ ケ ズ リ ， ナ デ

細磯多量 暗 褐 色 良
9.0 へラケズリ，ナデ. (スス付着〉

11. 75 
中粒砂多量

9 19 聾
4.7 

90% 
ヨ コ ナ デ，へラミガキ

赤色細磯多 暗赤褐色 良
9.7 ヨコナデ，へラケズリ，へラミガキ

量

1.3.9.10 19.6 

10 
11.29.32 

台付聾
11.2 

60% 
ナデ，へ ラナデ

中粒砂多量 暗茶褐色 良
37.11G. 30.5 へラケズリ，ナデ

80.90-2 
9.5 

赤色粒子，
内面淡貧褐

11 20 鉢
4.6 

100% 
ヨ コ ナ デ，へラミガキ

細機長石若
色

良
6.0 冨 コ ナ デ，ハケ調整，ナデ

干
外面淡褐色
と黒色

17.0 

12 26 高杯 20% 
へラミガキ

中粒砂多量 暗 褐 色
やや

へラミガキ 不良

13 1 高杯 脚 部
11.7 

25% 
ナデ，ハケ調整，ナデ，ヨコナデ

中粒砂多量 暗茶褐色 良
7.6 へラミガキ

14 3 高杯 脚 部 20% 
ナデ 細磯赤色粒

黄褐色 不良
へヲケズリ，ナデ 子 多 量

8.2 

15 27 器台
9.2 

80% 
ヨコナデ ，へラミガキ，へラケズリ，ナデ

細礁多量 淡 褐 色
やや

6.2 ナ デ ， へラケズリ，ナデ 不良

遺物 1は複合口縁壷の口縁部付近で、下半部を欠く。複合口縁外面には縄を棒状浮文様に押捺して

いる。頭部には粘土紐を貼り付け、上に口縁部同様に縄を押捺している。また胴部にかけて櫛歯様の

工具で波形文を直線ではさみ施文している。以下の胴部には赤彩した痕跡が残る。 2"'9は警であ

る。完形品はない、 2"'5は主にハケにより整形が行われている。 2はヘラケズリが加えられている。

6"'9はへラケズリやへラミガキにより整形が行われている。 7"'9は器高が10cm.以下の小型の聾で、

ある。 10は台付嚢である。口唇部にへラ様工具で刻みを施している。 11は完形の小型の鉢である。ハ

ケにより整形が行われ、口縁部にはナデを加え整形している。 12'"14は高杯である。 12は杯部で内湾

しながら聞く、脚部を欠く。 13・14は脚部で杯部を欠く、いずれも 3カ所に穿孔を穿っている。 15は

小型の器台で、器受部は小さく直線的に聞く、器受部底部に穿孔を穿つ。 16は土玉である、大半を欠

く。 17は銅鎌の先端部である、刃部はほぼ一周にわたり欠損している。残存部からでは形状の詳細は

分からないが腸扶形ではないかと思われる。 006号住居跡出土のものとは形状が違うと思われる。
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• 1 .黒褐色土層 (ローム粒若干)

2 黒褐色土層(ロ ム粒多量〕

3 暗黄褐色土層(ロームブロック〕

4 踏褐色土層(ローム粒・ロ ム
ブロック〉 (民で竺ト「づでj

5.暗黄褐色土層

~ D~ 

1 .暗褐色土層 (焼土粒〕。 1m 

022号住居跡 (第120図、図版48)

a ・24.20m

第120図 022号住居跡実測図

r a 
• 

遺構 018号住居跡の東側に隣接する。平面形状は5.3mX5.3mの隅丸方形だが、東側の壁がやや曲

線を描く 。確認面からの深さは最大で、40cmを測る。床面は平坦だが、中央付近が僅かに堅いものの全

体的には軟弱である。炉は中央やや西寄りに検出されたが、 一部撹乱を受けている。柱穴は対角線上

に4本検出された、径が30'"'-'40cm、深さ70佃前後で、小さく深い、うち 3カ所は上方に段を持つように

口の部分を広くしている。東の壁付近には54cmX32cm、深さ50cmの小掘込みが検出されている。

遺物 若干の遺物の出土は見られたものの図示できるものはない。
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1 .暗褐色土層

2.黒褐色土層(ローム粒・焼土粒)

3.暗褐色土層 (ローム粒・焼土粒)

4.黒褐色土居

5 黄褐色土層(焼土粒・炭化粒〕

6.黄褐色土層 (ロ ムブロック)

第121図 023号住居跡実測図
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9 
lOcm 

第122図 023号住居跡出土遺物

023号住居跡 (第121・122図、図版49・72・86)

、、

3 

¥j;! 
il17 

。

く〉

。
10 

5ω 

遺構 020号住居跡の南東側近くに位置する。平面形状は6.9mX6.7mの隅丸方形。確認面からの深

さは最大でo46cmを測る。床面は中央が徴かに凹むが、全体的には平坦である、さらに壁際には幅15cm、

深さ10cm前後の周溝が壁に沿って一周する。炉は中央やや北側に検出された。柱穴は対角線上に 4本

検出された、径が35cm前後、深さ60cm'"'-'80cmで、小さく深い。南壁際のやや東寄りに貯蔵穴 (70咽x60

cmX50咽)が1カ所と小掘込み (径50cm、深さ44cm)が検出された。焼士の堆積が北と南の壁付近に

5カ所みられ、また炭化材の検出も少量だが有ることから本住居は焼失住居であることが伺がえる。

遺物 lは口縁部を欠くが、下半部に胴部の最大径を持つこと、さらに頚部の屈曲部分の形状より壷
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挿図 遺物
器 種 法量佃 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口

1 14 壷
底 8.0 

65% 
ナデ

細礁多量 決黄褐色 良
高 20.1 へラミガキ

最大26.2
13.5 

2 21.24 聾
5.2 

80% 
丁ねいナデ

中粒砂多量 茶褐色 良
17.8 ヨコナデ，ハケ調整，へラナデ，ナデ
17.6 
14.6 

3 12.13. 
費 75% 

E コナデ， へ ラ ナ デ 細様多量，
黄褐色

やや
21.22 13.4 冨 2 ナデ，へラナデ→ナデ，へラケズリ 赤色桂子 良

15.2 
17.6 

4 
4.7.13 

聾 16% 
冨コナデ，へラナデ 細礎，赤色 暗黄褐色 やや

15.22 14.9 冨コナデ 粒子多量 内面責褐色 不良
23.0 
16.0 

細磯やや多
1，4.7. 5.0 ハケ調整，へヲケズリ，へヲミガキ5 
15.27 

事
19.45 80% 

ハケ調整，ナデ
、、，長石， 賞 褐 色 良

20.7 
石英若干

10.6 

8 
14.17. 

埼 75% 
ナデ

細磯多量 暗茶褐色20.22 7.2 ハケ調整→ナデ，ヨコナデ，ハケ開整

21.8 

7 1， 7 .16 
高杯 50% 

冨 コ ナ デ，へラミガキ
細礁少量 茶褐色 良23 7.3 冨コナデ ， ハ ケ 調 整 ， へ ラ ミ ガ キ

13.65 
細書壊やや多

全面へヲミガキ 黒茶褐色8 18 高杯
5.5 45% い.石英若

内面暗褐色
良

干

7.2 

9 13-22 器台
9.1 

99% 
へヲミガキ ， タ シ ナ デ ? 細棟やや多

淡茶褐色 良
10.05 へラミガキ. !I<テの荒いハケ調整 L、

と思われる。 2'"'-'5は聾である。 3は僅かに内湾しながら聞く口縁と僅かに外に膨らむ程度の片口を

有する。 6は小型の増である、形状は半球形の胴部にいわゆる 5の字状口縁が付く。 7・8は高杯の

杯部で、ともに脚部を欠く。 7は緩やかに内湾しながら聞く、 8は底部に稜を持ち直線状に聞く。 9

は小型の器台である。器受部・脚部ともに直線的に聞く、器受部内外面と脚部外面には地文的にへラ

描きを施している。脚部には 3カ所と器受部底部には穿孔が穿たれている。 10は鉄の畿で、先端部を

欠く。

024号住居跡(第123・124図、図版49・86)

遺構 023号住居跡の南西側に隣接する。平面形状は7.5mX7.2mの隅丸方形の大型の住居である。

確認面からの深さは最大で50咽を測る。床面は平坦で四隅を除き一様に堅く踏み固められている、壁

際には幅15咽、深さlOcm前後の周溝が壁に沿って一周する。炉は不整楕円の大きな規模C1.64mXO.8 

m)で住居中央やや北側に検出された。柱穴は対角線上に4本検出された、径が50cm前後、深さ50

cm'"'-'85cmでやや大きめで深い。南側壁際やや西寄りに径45咽、深さ56cmの貯蔵穴にしては小さすぎる

小掘込みが検出されている。

遺物 1は薯で、口縁部を欠く、胴部はヘラケズリで整形しているが、口縁部はナデにより整形して

いる。 2は台付要の脚部と思われる。聾底部と脚部との接合部が整形前の状態で、僅かな段と粘土を

貼り付けたときの指圧痕が残る。 3は杯形をする手担土器で、口i縁部には指圧痕が一周し僅かに稜を

作っている。 4'"'-'7は土玉で完形品はない、以下順に現存の計測値を厚さ・幅・孔径の順で示す。 4

は (34皿)・ 35mm・6皿、 5は (21皿)・ 23皿・ 5皿、 6は (27皿)・ (29皿)、 7は37皿・ (40皿)
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第124図 024号住居跡炉跡実測図及び出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量 c皿 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面

番号 番号

1.2.3. ロ

1 
8.9.11 

小型建
盾:; 36. 

55% 
へラナデ， へ ラ ケ ズ リ の ち ナ デ

13.14. 高 17.9 ハケメのちナデ，へラズリ，へラズリ

19 最大16.8

2 3 台付聾
14.4 

8%  
へラナデ，へラケズリ，ナデ，ヨコナデ

8.4 ナデ

4.6 

3 8 手控 土 器 25% 
ナデ

l.3 へラナデ

胎

。

、、

土

長石粒多量

中粒砂多量

赤色粒子少

量

哩五三ヨ

〈ご二三〉

。
5佃

色 調 焼成

黒褐色 良

茶 褐 色 良

淡黄褐色 良

( 6皿)を測る。 8は粘土塊に細い棒の先でくぼみを付けただけのもので、何なのか不明である。

9は鉄鎌である。

025号住居跡 (第125図、図版49・72)

2 

遺構 調査区の南側やや西寄り (F-13)に位置する。平面形状は5.5mx5.5mの隅丸方形だが全体

にやや不整である。確認面からの深さは最大で;36咽を測る。床面は平坦で一様に軟弱である。炉は住

居中央やや北寄りに検出された。柱穴などそのほかの施設は検出されなかった。

遺物 1は小型の鉢である、内外面ともに浅い凹凸があり手担土器の様な感じを受ける。 2は器台の

脚部で、器受部と裾部を欠く、 3カ所に穿孔を穿っている。
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挿図 遺物
器 種

番号 番号

1 11 小型鉢

2 8 暑苦台

~一一

/ 
A 

11 • 

A ・24.20m

-世

-∞ 

③ 
-∞ 

-個、

-----ごーー、、、、、
、、 1、1

11 
11 
J 1 
11 
11 
11 

11 

。

て7にここ一一寸〕二=二乙イ}

1 騒褐色土層(テフラ粒・ローム)

2.黒褐色土層(テフラ粒・ローム)

3.暗褐色土層(黒褐色土層〕

uf JK 
。

1m 

第125図 025号性居跡実測図及び出土遺物

法量 佃 遺存度 成形 ・調整手法 上段は内面 ・下段は外商 胎 土 色

ロ 8.2 
底 4.2 100% 

へラナデ，ナデ
中粒砂多量 茶 褐 色

高 6.0 へラナデ，ナデ，へラケズリ，ナデ

最大

40% 
へラケズリ ， ナデ

中粒砂多量 賞 褐 色6.2 荒いハケ調整，ハケ調整，ナデ

一 164-
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026号住居跡(第126図、図版50・72)

遺構 調査区南側中央 (G-13)に位置する。平面形状は4.4mx4.2mの台形に近い隅丸方形だが、

本来は正方形であると考える。確認面からの深さは最大で'20cmと浅い。床面は平坦で全体的には踏み

固められて堅くなっている。炉および柱穴等の施設は検出されなかった。

遺物 lは口縁部を欠く土師器である、形状を見ると壷と思われる。

、
司・

、
oj・

A 
• 

5
0
N

詞
・吋

、
A' 
• 

司.

A ・24.20m

ーにミ

A' 
• 

--1 一二ご ヲー 。 2m 

第126図 026号住居跡実測図及び出土遺物

成形・調整手法 上段は内面・下段は外面

へラナデ

へラナデ， ナ デ

。 10ω 

1 黒褐色土層(テフラ粒)

2.暗褐色土層 (テフラ粒)

3.暗黄褐色土層

027号住居跡(第127図、図版50・72)

遺構 025号住居跡の東 6mに位置する。平面形状は3.6mx3.5mの隅丸方形。確認面からの深さは

最大で~30cmを測る 。 床面は中央が徴かに凸み全体的に軟弱である。炉は検出されなかった。 柱穴様の

小掘込みは 2カ所検出されたが、いずれも柱穴とすることには消極的である。

遺物 1は高杯の脚部と思われる、杯部を欠く、穿孔は観察されない。 2は器台の脚部である器受部

を欠く、脚部に 3カ所と器受部底部に穿孔を穿っている。 3は土玉である、厚さ29回、幅34mm、孔径

6皿を測る。
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• 1 .黒褐色土層 (テフラ粒)

2 暗葉褐色土層(ロム粒〕

第127図 027号住居跡実測図及び出土遺物

挿図 遺物
器 種 法盈 cm 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
ロ

1 1.6.7 高杯 脚 部
盾:; 15.2 

37% 
ハケ鯛整

中粒砂多量 暗貧褐色 不良
高 5.6 ハケ調整
最 大

2 9 器 台
10.3 

41% 
ハケ調整

中粒砂多量 茶褐色
ヰコ々 コ

7.9 ハケ調整 良

029号住居跡 (第128図、図版50)

遺構 025号住居跡の南 4mに位置する。平面形状は5.0mX4.7mの隅丸方形だが北辺と西辺が外側

に弓状に若干張り出している。確認面からの深さは最大で~32cmを測る。床面は中央が徴かに凸み全体

的には軟弱である。住居床面南東側に撹乱を受けている。炉および柱穴等の施設は検出されなかっ

た。

遺物 遺物の出土は僅かであり、図示できるものはなかった。

030号住居跡 (第129・130図、 図版51・73)

遺構 調査区南側やや東 CH-13)に位置する。平面形状は5.6mX5.4mの隅丸方形。確認面からの

深さは最大で、60cmを測る。床面は平坦で、 全体的によく踏み固められている、さらに壁際むは幅18cm、

深さ14cmの周溝が壁に沿って一周する。炉は中央やや北寄りに検出された。柱穴は対角線上に4カ所

検出された、径が30cm'"" 35cm、深さ50cmを計る。南壁やや寄りに径50個、深さ70cmを計る小掘込みが
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1 .黒褐色土層

2 黒褐色土層(テフラ粒)

3.暗褐色土層 (テフ ラ粒多量〕

4.暗褐色土層 (テフ ラ粒多量

. 3層よりやや暗L、〕

A' 
• 

2m 

第128図 029号住居跡実測図

検出された、貯蔵穴と考えられる。東と南の周溝上方に焼士の堆積が 2カ所にみられ、また北の壁付

近に炭化材の検出も少量ながら有ることから本住居は焼失住居であることが伺がえる。

遺物 lは複合口縁壷である、下半部を欠く 。口縁部及び頚部には文様は施されていない、頭部にへ

ラナデによる整形痕が残るのみである。 2~6 は聾である 。 2 は内外面ともへラナデにより整形され

ている、 3は底部を欠く聾である、口唇部は上方に若干つまみ上げられている。 4は5の字状口縁を

持つ北陸系の土器である。 5は唯一完形の聾である。胴部の内外面ともへラケズリにより整形し、外

面上半部にへラミガキを雑に施しており、一部が口縁部にも及んでいる。 6は聾の底部である。 7は

小型の台付聾である、整形が終了していないのか輪積痕が内外面に多く観察される。 8は台付裏の脚

部である。 9は高杯の杯部である、脚部を欠く 。10は高杯の脚部で、杯部と裾を欠く、 4カ所に穿孔

を穿っている。11は器台の器受部で脚部を欠く 。器受部底部には穿孔を穿っている。

031号住居跡 (第131・132図、図版51・73)

遺構 調査区中央東の端(1 -10)に位置する。平面形状は5.2mX5.1mの隅丸方形。確認面からの

深さは最大で;35佃 lを測る。床面は中央が微かに凸む。炉はやや大きめで住居中央北寄りに検出され

た。柱穴は対角線上に 4カ所検出された、形状および深さにはばらつきがある。ほかには南の壁際に
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径50cm、深さ25cmを計り、底部にさらに小さな掘込みを持つ貯蔵穴とも思える施設が検出されてい

る。焼土のまとま った堆積は見られないが、少量の炭化材が検出している、焼失住居なのだろうか。

遺物 lはやや小型の壷である、口縁部を欠き器種の詳細は不明。 2"-4は聾である。 2は底部を欠

く、頚部にはハケ目ののちへラミガキが粗に施されている。また頚部から胴部上半分にかけてススが

やや厚く付着している。 3は胴部がやや丸みを持つ聾である、輪積痕が内外面に多少観察される。 4

は胴部の最大径を胴部下位に持つ。 5・6はともに高杯の杯部で脚部を欠く 。 5は内湾ぎみに緩やか

に曲線を描いて開く 。 6は底部に稜を持ち直線的に聞く、内外面ともにへラミガキにより丁寧に磨か

れている。また脚部との接合痕が観察される。 7は高杯の脚部で杯部と裾を欠く、 3カ所に穿孔を穿
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8' 
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1 .黒褐色土層

。 1m 

l 黒褐色土層 (ローム粒・焼土粒〕

2 暗黄褐色土居 (ローム粒・ロームブロック)

3.暗縄色土層 (ローム粒)

4.陪策褐色土層 (暗褐色土)

第129図 030号住居跡実測図
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第130図 030号住居跡出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量咽 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 11.0 中粒砂少量

1 14 壷
底

22% 
へラナデ，ナデ 赤色粒子若

淡黄褐色 良
高 7.1 へラナデ，ナデ 干，雲母若
最大 干

15.6 

2 21 聾
5.2 

85% 
ヨコナデ，へラナデ

中粒砂多量
暗褐色

良
19.4 ヨ コ ナ デ，へラナデ，ナデ 黒褐色

22.4 
16.8 

3 
8，10， 

要 60% 
ヨコナデ，へラケズリ 石英粒子多

黒褐色 不良
28 21.9 ヨコナデ， ハ ケ 調 整 ， 細 長 い へ ラ ミ ガ キ 量

21.4 
16.3 

ヨコナデ，へラナデ 暗赤褐色
4 

1，6，10 
箆

4.1 
80% ハケ調整のちヨコナデ 中粒砂多量 黄褐色 不良

15，18 20.2 
ヘラケズリ 内面灰褐色

10.9 
ヨコナデ， へ ラ ミ ガ キ ， へ ラ ケ ズ り

5 12 要
3.7 

100% へラミガ キ 細磯多量 暗褐色 良
14.3 
13.9 

ヨコナデ一部タテのへラミガキ，へラケズリ

8 1.10， 
事

6.7 
25% 

ナデ
細棟多量 暗褐色 不良16，17 12.3 へラケズリ，ナデ
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挿図 遺物
-器 種 法 量 咽 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 10.9

7 
10，23， 

台付費
底

33% 
指オサエナデ，へラ ナデ，へラナデナデ

細礁少量
黒褐色 やや

28 高 9.0 指オサエナデ，ナデ，へラケズリナデ 脚部策褐色 良
量畳分cll.1

8 1，6 台付要脚 9.2 
18% 

ナデ，へラケズリ，へラナデ
細穣多量 黒褐色

やや

部 7.0 へラケズリ，ナデ 不良

17.2 

9 1，3，6 高杯 33% 
へラナデ

細書襲多量 暗赤褐色 良
3.9 へラナデ

10 3 高杯 脚 部 40% 
ナデ

中粒砂多量 茶 褐 色 良
5.6 へラミガキ

7.9 

II 24 器台 50% 細書購多量 陪褐色
ヰ2ーや

3.0 不良

、
戸0・ 、

」コ・

1 .黒褐色土層

(テフラ粒)

。
-回

! 11 /J ~' 
a 
， 

11 • 。
a 
• 

2 暗褐色土層

(テフラブロック

・テフラ粒)

g 
o 
N 

てが
N 

.D・ Jコ・

A' 
• 

l 暗褐色土層

(焼土粒)

2.焼土

。 2m 

~ - 一 ーヨ
B 8' 

• 

a 
.24.20m 

a

，
 a

・ B 
• 23.70m 

8' 
• 

。 1m 

第131図 031号住居跡実測図
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挿図

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

一一-戸一

。

遺物
器 種

番号

9，20， 
21， 23， 壷
27 

16，19， 
事邑

21，25 

18，19， 
聾

20 

2，5，19 
20，21， 要
24 

11 高杯 杯部

13 高杯

14 高杯 脚部

12 器台

15 器台

lOc皿

法量 c皿

口

底 3.8 
高 10.9
茸量メξ13.0

16.0 
4.9 

20.4 
20.9 
16.6 
4.7 

19.8 
16.7 
21.5 
6.0 

20.7 
17.2 

6.1 

14.6 

5.6 

5.2 

9.2 
10.9 
8.9 

10.0 
6.8 

ぉR
-O〕-

。;〉
7 8 9 

第132図 031号住居跡出土遺物

遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

へラケズ リ，ナデ
55% 

へラケズリ，へラミガキ，へラケズリのちナデ
細磯多量 茶 褐 色 良

87% 
ヨコナデ，へラケズリ，ナデ

細礁多量 暗茶褐色
やや

ヨコナデ，ハケメ一部へラミガキ，へラナデ 不良

75% 
ヨ コ ナ デ，へラズリ，ナデ

細礁多量 黒褐色 不良
ヨコナデ，ハケ調整，へラケズリ，ナデ

へラヨコナデ，へラナデ やや
83% 

へラヨコ ナデ，へラケズリ軽いミガキ，ナデ
細礁砂多量 黄 褐 色

不良

45% 
ナデ 細磯やや多

暗黄褐色 不良
荒いハケ調整，ナデ し、

50% 中粒砂多量
暗褐色 やや

へラミガ キ，ハケ調整，へラミガキ 赤 褐 色 不良

25% 
ナデ

中粒砂少量 暗茶褐色
やや

へ ラ ナ デ，ナデ 不良

細喋，赤色
へラミガキ 褐色

90% 
へラミガ キ

粒子，長石
内面褐色

良
若干

50% 
へラミガキ，へラナデ

中粒砂多量 茶褐色 不良
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っと思われる。 8・9は器台である。 8は器受部の一部を少し欠くだけであり、整形も焼成も良い。

脚部には 3カ所と器受部底部に穿孔が穿っている。 9は器台の脚部で器受部を欠く、脚部には3カ所

に穿孔が穿つである、また器受部底器にも穿孔が穿つであるが器面の整形のため両端が少し塞がって

しまった。 10は土玉であるがほとんどを欠いており、厚さ (29皿)を測るのみである。

032号住居跡(第133図、図版51)

遺構 調査区南側東の端 (1-12)に位置する。平面形状は5.3mX4.7mのやや北西隅が僅かに張り

出す不整形の隅丸方形。確認面からの深さは最大で35c皿を測る。床面は一様に平坦、中央部分が東西

にやや踏み固められているほかは軟弱である。炉は 2つの炉が結合したように形状を不整形にして住

居中央やや北寄りに検出された。柱穴は 2カ所検出されたが、本住居の主柱穴とは考えがたい。

遺物 土師器底部である、径が小さく小型の柑とも思われるが、このほかの遺物の出土は極めて少な

く接合資料もないので断定はできない。

033号住居跡(第134図、図版52・74)

遺構 032号住居跡の西、調査区南側やや東 (H-12)に位置する。炉と考えられる焼土と柱穴と考え

られる小掘込みが検出され、さらにに焼土の南側には床面と考えられるよく踏み固められた箇所 (2

点鎖線でその範囲を示した)が検出した。そのほかの施設は検出されなかったものの、次に示す遺物

が若干ではあるが出土しており住居跡とした。破線はその推定である。

遺物 1は嚢の上半部である、ヘラナデの整形を施し、頭部内面にへラミガキを加えている。 2は小

型の鉢で完形である。外面頭部に輪積痕が観察される。

034号住居跡(第135図、図版52・74・86)

遺構 033号住居跡の東に隣接する。平面形状は4.7m x4.5mの僅かに北隅が張り出す隅丸方形と考

えるが、東側4分の lを揖乱により破壊されており形状、規模の詳細は不明である。確認面からの深

さは最大で、33cmを測る。床面は平坦で、堅く踏み固められている。炉は検出されなかった。柱穴は対

角線上と思われる箇所に 4カ所検出された、径30"-'40咽、深さ40佃前後を測る。炭化材が若干出土し

ている。

遺物 1は口縁部を欠く土師器である、胴部の形状などを考え合わせると壷と思われる。底部には木

葉痕が観察される。 2~主要である、ナデによる整形が施されている。口唇部には布を折って作った角

を押捺し刻み様の文様が加えられている。 3は聾で底部を欠く、内外面ともナデによる整形が施され

ている。 4は聾の底部で、木葉痕が観察される。 5はほぼ完形の高杯である、脚に対して杯部が大き

く緩やかに内湾しながら聞く、脚部は 3カ所の穿孔が穿たれている。 6は高杯の脚部で、杯部と裾を

欠く。 3カ所の穿孔が穿たれている。 7は器台である。 8は器台である、器受部は直線的に聞き、脚

部は器受部より大きく聞く。脚部には3カ所と器受部底部に穿孔が穿たれている。 9は鉄製の万子の
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第133図 032号住居跡実測図及び出土遺物
。

m
 

成形・調整手法上段は内面・ 下段は外面

デナデナ
一アコ

ナ
ヨ

茎の部分と思われる、僅かに木質の付着物が観察できる。

035号住居跡 (第136・137図、図版52・75)

遺構 034号住居跡の南東に隣接する。平面形状は6.6mX6.4mの隅丸方形。確認面からの深さは最

大20cmと浅い。床面は平坦で、全体的によく踏み固められている。炉は住居中央北寄りに検出された。
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柱穴は対角線上に 4カ所検出された、径40"'50cm、深さは50"'70cmの範囲で、ある。南の壁際東寄りに

は貯蔵穴 C60cmx 60cm X 50cm)が検出されている。焼土の堆積が 4カ所にみられ、さらに炭化材が住

居内にかなり検出され本住居が焼失住居であることを伺わせる。

遺物 1"'7は壷である。 1は複合口縁壷でほとんど完形である、口縁部・頚部には文様は施されて

おらず、ナデによる整形が行われているだけである。2"'4はすべて完形である。2は口縁部をナデ、

胴部外面をへラミガキにより整形している。 3は口縁部内面にへラミガキを施し、ほかは 2と同様に

口縁部外面をナデ、胴部外面をへラミガキにより整形している。また口縁部内外面と胴部の一部が黒

色をしている。 4はやや小型の壷である。全体をナデにより整形している。 5"'7はいずれも口縁部

を欠く 。形状等を考え合わせると壷と思われる。 8は小型の鉢で底部を欠く、口縁部は肥厚し頭部よ

り急に開く 。二次焼成を受けており内外面とも剥離が目立つ。 9は器台の脚部で器受部を欠く 。器受

部底部に穿孔を穿っているが脚部には穿たれていない。10は土玉で、厚さ30皿、幅35皿、孔径5皿を

測る。

036号住居跡 (第138図、図版53)

遺構 035号住居跡の南へ 9m、調査区の東の端に位置する。平面形状は4.6mx4.0mのやや南東隅

が僅かに張り出す不整形の隅丸方形。確認面からの深さは最大で、45cmを測る。炉は住居の南の壁に接
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第134図 033号住居跡実測図及び出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量 c皿 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外商 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
ロ 17_0 黒褐色部

1 1 望檀
底

25% 
ヨ コナデのちへラミ ガキ， ヨコ ナ デ 細書購，長石 赤褐色

良
高 ヨコ ナデ，へラナデのち ナデ，へラナデ 粒 赤色粒 子 内面淡赤褐
最大21.7 色

7.2 
赤色粒 子 多

2 2 小 型 鉢
3-4 

100% ヨコナデ，たて方向のナデ，へラケズ リ 量 ，細穣 淡 策 褐色 良
6.9 

雲 母少量
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第135図 034号住居跡実測図及び出土遺物
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挿図 遺物
器 種 法量 c田 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口

淡黄褐色
底 7.0 ナデ 細礁，長石

1 10.11 壷?
高

40% ハケ調整のちへラミガキ，ヨコへラミガキ 粒赤色粒子
内面剥離が 良

長圭メ-:18.9
1:1:11'しし、

1.6 
細磯，長石 黒褐色

2 11 聾
7.4 

70% 
ヨコナデ，ヨコ方向のへラミガキ，ナデ

粒，石英粒 内面褐色， 良
17.7 ヨ コ ナデ，へラヨコナデ，へラケズリ

赤色粒子 黒褐色19.3 
16.0 

3 11 事聾 80% 
ヨコナデ，ナデ 細磯，赤色

淡黄褐色 良
ヨコナデ，ヨコ方向のへラナデ 粒子長石粒

24.2 

ナデ 細磯，長石
褐色

4 17 聾 11% 
タテ方向のナデ 粒，石英粒

内面黒茶褐 良
色

17.9 
ミガキ，ナデ

9.0 細礁，長石
5 11 高 杯

11.2 95% ヨコナデ，ハケ調整のちナデ，ヨコナデ，へラ
粒

淡 褐 色 良
ミガキ

ナデ， ハケ調整
細磯，赤色 黒 褐 色

6 14 高 杯 40% 
タ テ 方向のへラミガキ

粒子，長石 内面黒茶褐 良
粒 色

18.9 

7 2 器台
18.0 

80% 
へラミガキ，ナデ，へラナデ. '"コナデ 細磯，長石

淡褐色 良
13.8 ヨ コ ナデ. '"コナデ，へヲミガキ，ヨコナデ 粒，石英粒

8.8 
へラミガキ，ナデ 細礁，雲母

淡褐色
12.4 内面淡褐色

8 11 器台
9.1 55% ヨコナデのちミガキ，タテ方向のナデ. '"コナ 赤色粒子若

赤一褐部色

良
デ‘ 干

する様に検出された。柱穴は検出されなかった。南の隅付近には径75cm、深さ15cmの浅い窪みが 1カ

所検出されたが、性格等詳細は不明である。焼土の堆積が炉の周辺に 2カ所検出されたが、炭化材等

焼失に関係すると思われる遺物は検出されなかった。

遺物 1は鉢である、ナデによる整形が施されている。 2は高杯の脚部と思われる。裾のところをヘ

ラ様工具で面取りを行こなっている。穿孔は観察されない。

037号住居跡(第139図、図版53・75)

遺構 024号住居跡の北に隣接 (G-ll)する。平面形状は4.0mx3.5mの隅丸方形。確認面からの深

さは最大10佃 lと非常に浅L、。床面は貼り床でハードロームブロックを多く用い平坦に堅く踏み固めら

れている。壁際には幅15cm、深さ10cm前後の周溝が壁に沿って一周する。炉は住居の中央やや東寄り

に検出された。柱穴の検出はなかった。貯蔵穴と思われる掘込み (100団1X50cmX 32団1)が南の周溝に

接して検出された。また南西の壁際に径45畑、深さ10cmの浅い窪みが検出されている。

遺物 1は壷の口縁部である。内外面ともハケ目による整形を施している。 2は警の口縁部である、

二次焼成を受けており内外面とも剥離が目立つ。 3は脚部のみで接合する上部は欠く、器形および整

形から判断すると台付聾の脚台部と思われる。 4は高杯の脚部である、杯部を欠く。 4カ所に穿孔を

穿っている。 5は器台である。脚部が器受部より大きく開く、脚部には 3カ所と器受部底部に穿孔が

穿たれている。

038号住居跡(第140'"'-'142図、図版53・76・77)

遺構 調査区の南端に近い東側 (G-15)に位置する。平面形状は6.4mX6.2mのやや不整の隅丸方

形。確認面からの深さは最大35cmを測る。床面は中央部分が徴かに凸み部分的には堅く締まっている
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第137図 035号住居跡出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量 C由 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面

番号 番号
ロ 11.3

ナラペミガキ，ヨコナデ
1 11 望昼

底 6.5 
98% ヨ コ ナデによる整形，ハケ開整のちナデ，

高 17.1
へラケズリ，ナデ

l8:ポ-:15.6
8.0 

へラによるヨコナデ
2 7 萱

4.2 
100% へラによる整形のちヨコナデ，ヘラミガキ

17.6 
へラミガキ，へラミガキ

9.7 
ヨコナデのちへラミガキ

3.7 3 9 登
16.0 

98% ハケメヨコナデ，ハケメナデ，へラミガキ，へ

13.7 
ラによ る整形

7.2 
4.9 ナデ

4 8 聾
10.3 

100% 
ヨ コ ナデ，ナデ，ナデ

9.8 

3.8 
ハケ調整，ナデ

5 14 璽萱 80% ヨコナデ，ハケ調整，へラケズリ，へラによる

13.6 整形

10.13. 7.3 へラナデ
6 量恒 40% 

15 ナデ，へラによる整形，へラケズリ

15.3 

7 16 蜜
4.1 

80% 
ナデ

ヨコへ ラ ミ ガ キ ， へ ラ に よ る 整 形

14.7 
11.8 

8 2 鉢
2.3 

30% 7.9 ナデ

12.0 

9 22 器台
8.7 

100% 
ナデ
ナデ，タテへラミガキ
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胎 土 色 調 焼成

中粒砂，長
石粒石英粒 淡黄褐色 良
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良
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第138図 036号住居跡実測図及び出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量咽 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・ 下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
ロ 20.8

ヨコナデ ，へラによる整形
細礁，長石

褐色一 部黒

1 6 鉢
底

25% ヨコナデ ，斜め方向のナデ〈ハケ鯛襲とも見え
粒 ，赤色粒

褐色 良
高

る〉
子 ，雲母少

内面褐色
最 大 し

10.0 ヨコ方向 のミガキ
細磯， 長石

褐色
2 3 高杯 10% 

ナデ，タテ方向のミガキ
粒，赤色粒

内面褐色
良

子

箇所もみられるが全体としては軟弱である。炉は住居のほぼ中央僅かに東側に検出された。柱穴は炉

の東側に連続して 2カ所検出された、この掘込みは溝でつながっており柱穴と言う性格の施設ではな

いと考える。その性格等詳細は不明である。焼土の堆積はなかったが、炭化材が少量出土しており焼

失住居であることを伺わせている。
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遺物 1"'3は壷である、いずれも口縁部を欠くが 1は複合口縁壷と思われる。胴部の外面は 1はへ

ラミガキ， 2はハケ目、 3はナデとそれぞれ違った整形を施している。 4"'9は裏である。 4は最大

径を胴部上位に持ち底部が器形に比して小さい。 5はほぼ完形の聾である、口縁が急に広がり口唇部

で内側に折れるように内湾する。 6はほぼ完形の嚢である、頚部があまり内に入らず円筒の様な器形

を呈する。 7は底部を欠く。 8はほぼ完形の壷である、内外ともナデにより整形を施している。 9は

底部の一部を欠く、 8同様全体をナデにより整形を施している。 10は台付聾の脚部である。 11は胴下

半分を欠く土師器である、 5の字状口縁を持つ。嚢と思われる。 12は口縁部が内湾する椀形を呈する

有孔鉢である。底部に径 7皿の孔を穿っている。 13は小型の土師器である。器形に比して大きな底部
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第139図 037号住居跡実測図及び出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 8.0 

ハケ調整，ナデ.ヨコ方面ハケメ
底

1 1 豆萱
高

30% ナデ，ヨコ方向ハケメ，ハケメ，タテ方向にハ 細礁少量 黒褐色 良

最大
ケ調整

14.8 
細磯多量長

ヨコナデ，ハケ調整 赤 褐 色
2 1 重毘 25% 

ヨコナデ.ハケ調整
石粒赤色粒

内面赤褐色
良

子

台付費脚 12.4 へラケズリのち丁ねし、なナデ
細礁少量，

3 1 37% 長石 .石英 褐色 良
部 7.1 へラケズリ

若干

10.8 ナデ
細穣，長石

4 1 高杯脚部 45% 粒，赤色粒 淡黄褐色 良
4.8 ハ ケ 調整

子若干

9.0 へフケズリのちナデ，ヨコナデ，へ 7 ケズリの

5 1 器台
12.2 

50% 
ち雑なナデ

長石粒多量 赤褐色 良
8.0 へラケズリのちナデ，ヨコナデ，へラケズリ，

ヨコナデ

-180 -



~O~ 
B 
• 23.70m 

B' 

卸
巴
-
N
D
H
ロ

. 1" 

A 
• 

A' 
• 

-戸、 - 担、 。 2m 

A 

• 24.20m 
A' 
• 

1 .黒褐色土層(テフラ粒)

2.精褐色土層 (テフラ粒)

3.黒褐色土層 (ローム粒 ・テフラ粒)

4目暗黄褐色土層 (テフラ粒)
1 .黒褐色土層(焼土粒)

。 1m 

第140図 038号住居跡実測図

を持つが、口縁部の下位に稜を持つ。14は高杯である。杯部は椀形土器の様に内湾しながら聞き、底

部に低い脚部が付く 。脚部には穿孔はない。15・16はともに器台の脚部である。15は器受部を欠く、

脚部に 3カ所と器受部底部に穿孔を穿っている。 16は器受部と裾部分を欠く 、脚部には大きさの違う

穿孔を 2段にして 3カ所、計 6個の穿孔を穿っている。17は完形の蓋である。徴かに内側に曲線を描

きながら開く 。つまみは大きく中央が微かに凹む。このつまみから器形を観察すると小型の高杯と間

違えそうである。

18'""25は土玉である。 18'""20と25の4個は完形で、 25をのぞく 3個はやや大きめで孔の径も大きく
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第142図 038号住居跡出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量咽 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口

1 22 牽
底 5.4 

66% 
ナデ

細礁多量 茶 褐 色 良
高 13.5 ハ ケ 調 整，へラミガキ，へラケズリ

重量メζ15.4

2 
1，3，7， 

壷
7.2 

50% 
ヨコナデ ，へラナデ 細礁やや多

暗茶褐色
やや

12.29 17.3 ヨコナデ，ハケ調整，ナデ，へラケズリ 、、 良
20.4 

3 19 壷
7.3 

66% 
ナデ，ナ ナメ

細礁少量 黄 褐 色 良
17.9 ハ ケ 調 整，ナデ

19.7 
17.6 

4 14，16 聾
3.2 

75% 
ナデ

細礁多量 淡茶縄色 良
23.7 ハケ調整，へラケズリ，ナデ

21.6 
15.8 

5 
4，20， 

要
4.0 

90% 
ハケ調整..コナデ，ナデ

中粒砂多量 暗茶褐色 良
23 17.0 ハ ケ 調 整，ナデ，ハケメ

18.0 
15.1 

6 12，13 聾
6.4 

90% 
ハケ調整，へラケズリ，へラナデ

細磯多量 茶褐色 良
16.3 ナデ，ハケへラケズリ，へラミガキ

15.6 
11.5 

7 28 襲 75% 
ハケ調整，へラナデ，ナデ

細礁多量 暗茶褐色
やや

13.1 ナデ，ハケ，ナデ，ハケ 不良
14.4 
13.8 

8 29，30 聾
2.6 

90% 
ヨコナデ，ナデ 細穣少量，

貧褐色
やや

13.5 へラナデ 中粒砂多量 良
14.5 
14.5 

9 
26，28， 

聾
5.6 

75% 
ヨコナデ，へラナデ 細礎やや多

黄 褐 色
やや

29 16.5 ハ ケ 調 整，ナデ L、 不良
16.8 

10 24 台付聾
9.0 

25% 
へラケズリ，ナデ，へラ

中粒砂多量 暗 褐 色 不良
6.3 ハケ調整

9.7 

11 7 費 87% 
ヨコナデ ，へラナデ

中粒砂多量 暗茶褐色 不良
7.4 ハ ケ 調 整，ナデ

12.3 
14.5 

12 15 有孔鉢
2.35 

22% 
ヨ コ ナ デ，へラナラペナデ

中粒砂多量 茶 褐 色 良
9.9 荒いハケ調整，夕、ン歯を使ってナデタか

15.6 
8.6 

13 35 場 ?
3.7 

100% 
ヨコナデ，ナデ

中粒砂多量 茶 縄 色 良
5.8 ナ デ ， ハケ調整メ，ナデ

13.5 

14 7，12 高杯
8.6 

60% 
へラナデ，へラケズリ，ナデ

中粒砂多量 暗茶褐色 良
8.65 へラミガキ，へラナデ，ヨコナデ

15 8 器台
9.6 

16% 
，、、ララー号室

中粒砂多量 暗茶褐色 不良
6.9 軽いへヲナデ，へヲナデ

16 18 器台 20% 
へラナデ，へラミガキ

中粒砂多量 暗茶褐色
やや

6.4 へラミガキ ， ナ デ 良

4.8 

17 21 蓋
10.6 

90% ナデ，ナデ 細礁多量 赤 褐 色 良
4.9 

焼成もよい。 25はやや小ぶりである。以下に完形品のみ計測値を示すこととする。厚さ・幅・孔径の

順で示す。 18は30皿・ 36mm・9皿、 19は32mm・37皿・ 8皿、 20は31mm・35mm'7皿、 25は19皿・ 19皿

• 4 mmを測る。
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040号住居跡 (第143・144図、図版54・77)

遺構 調査区の南端の近く (F-15)に位置する。平面形状は6.0mx5.2mの隅丸方形。確認面から

の深さは最大50cmを測る。床面は平坦で、堅く踏み固められている、壁際には幅20cm、深さ20cm前後の

周溝が壁に沿って一周するが、北東隅で若干内側に膨らみ、東側では貯蔵穴のような台形状に内側に

膨らんでいる、ともにその性格等詳細は不明である。炉は住居中央やや西寄りに検出された。柱穴は
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第143図 040号住居跡実測図
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挿図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 7.9 

1 2.7.8. 
壷

底 5.0 
75% 

，、、ラミヌf寺島 細磯やや多
明茶褐色 良9 高 12.7 ハケ調整，タテへラミガキ L、

最大14.5

2 31 壷 11% 
ナデ，へラナデ

細礁少量
赤 褐 色

良ナデ，へラケズリのちへラミガキ 内面黒褐色

3 9.15. 
査 33% 

へラケズリのちナデ
細様

黒褐色
良30 へラケ ズ リ の ち ナ デ ， へ ラ ケ ズ リ 内面灰褐色

12.2 

4 10.15. 
聾 25% 

へラナデ，へラケズリ
細磯多量 黒褐色 不良

27 10.3 ヨコナデ，ハケ調整

12.1 
14.2 

5 6.15. 
艶 26% 

へラケ ズリのちナデ 細磯，長石
黒褐色 良

28.30 10.8 ヨ コ ナデ，へラケズリ 粒 多 量
16.4 

18.20. 
16.9 

ヨコナデ，ナデ
6 29. 聾

22.4 
40% 

ハケ調整，ナデ?
細磯多量 茶褐色 不良

15F-7 
23.4 
16.2 

7 2.8.9. 
蔓 40% 

へラナ デ，ナデ
細穣多量 陪褐色 不良

18.28 16.1 ハケ調整，ハケ調整

18.0 
9.8 

8 7.8.12 
小型聾 18% 

へラミガキ，へラナデ
細礁 黒褐色 良

15.19 へラナデ ， ハ ケ 調 整 後 へ ラ ミ ガ キ

2.9.12 
長石粗粒多

9 15.22. 聾
4.4 

28% 
へラナデ，ナデ 量，中粒砂

黒褐色 良
5.5 ナ デ ，へラナデ，ハケ調整 多量，赤色

28 
粒子少量

10 2.9.12 聾 13% 
へ ラ ナデ 細磯，雲母 外面茶褐色

良
14 ハケ調整，ハケ調整 若干 内面黄褐色

6.7.9. 18.4 
細磯，長石

11.12. 5.6 ナデ，へラケズリ，
11 

15.18. 
望邑 25% 

ナデ，ハ ケ 調 整 の ち へ ラ ナ デ
粒，雲母校 黒褐色 良

19 
多量

6.7.9. 
中粒砂多量 外面暗茶褐

12 
11.12. 

聾 11% 
へヲケズリ

長石，赤色 色 良
15.18. へラケズリ，へラミガキ

粒子若干 内面責褐色
19 

13 9.30 聾
5.0 

16% 
ナデ 雲母粒，細 黒褐色

12.5 ハ ケ 調整 穣，長石粒 内面暗褐色

14 24 台付襲
10.6 

24% 
ナデ

細礎多量
暗褐色 やや|

7.3 ナデ，ハケ調整，へラケズリ，ナデ 暗茶褐色 不 良

18.3 

15 
2.7.9. 

高杯 25% 
ナデ

細磯 茶 褐 色 良
30 5.7 ハケ調整のちナデ

12.25 

16 15.30 高杯 25% 
ナデ，ハケ調整

細磯 灰褐色
やや

6.6 へラミガキ 不良

17 8.9.10 高杯
17.0 

12% 
ハケ調整のちへラナデ

細疎 黒 褐 色 良
3.0 ミガキ.へラナデ

18 2.8.9 器台
9.2 

45% 
ナデ

中粒砂多量
赤褐色~賠 やや

7.5 ハケ調整 ， ナ デ 黄褐色 不良 l

19 23 暑苦台
10.3 

48% 
ナデ

中粒砂多量 暗貧褐色 不良
6.5 ヘラミガキ

20 12.18 器台
9.0 

50% 
ナデ，ハケ調整

中粒砂多量 暗赤褐色 不良
6.7 へラミガキ，ナデ

21 1. 3.12 器台 25% 
ナデのちへラミガキ 細磯，長石

灰褐色 良
ナデ 粒
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対角線上に 4カ所検出された、径35咽前後、深さ60"'-'90咽を測り、深くしっかりしたものである。そ

のほかに周溝と重複して小掘込みが lカ所検出されている。

遺物 1は壷である、口縁はやや内湾するがほぼ直線的に僅かに開く。土器表面と口縁部内面はヘラ

ミガキにより整形している。 2は複合口縁壷の頚部付近と思われる。粘土紐を断面を三角形になるよ

うに頚部に貼り付けている。 3は壷の胴部と思われる。 4"'-'13は聾である。 4はやや小型の嚢である、

口縁は徴かに肥厚し直線的に聞き、口唇部内側にはへラ様工具で面取りを行う様に平坦部を僅かに作

る。 6は最大径を胴部上位に持ちゃや肩の張った感じの胴部から頚部が若干直立し、外反しながら口

縁部が聞く。 7は球状の胴部から外反する口縁がつく。 8は小型の嚢で球状の胴部から直線的に開く

口最がつく。 9・10、11・12はそれぞれ聾の口縁部と底部である、胎土および整形技術等を考え合わ

せると、それぞれが同一個体と思われる。 13は底部から胴下半部にかけての嚢である。 14は台付聾の

脚部である、内外面ともナデにより整形している。 15は高杯の杯部で脚部を欠く、底部に稜を持ちそ

こから口縁が直線的に開く。 16は高杯の脚部で杯部を欠く、 3カ所に穿孔を穿っている。 17は脚部の

裾付近である、穿孔を穿っていることが観察される。高杯の脚部と思われる。 18"'-'20は器台の脚部で、

いずれも器受部を欠く。 18と19は器受部底と脚部に 3カ所の穿孔を穿っているが、 20は器受部底部に

のみ穿孔を穿っている。 21は器台の器受部である。 22・23は土玉である。 22は厚さ34皿・幅36皿・孔

径5皿、 23は厚さ26皿・幅29皿・孔径4皿を測る。

041号住居跡(第145図、図版54・78)

遺構 040号住居跡の南 4mに隣接する。平面形状は5.2mX5.1mの隅丸方形を示すが、内側に3.3m

X3.1mの規模の正方形を示す一段低い床面がある。確認面からの深さは最大で70咽を計り、一段高

い所では50cmを測る。床面は中央の低い場所が堅く踏み固められているのに対して、周囲の高い場所

は全体に軟弱である。炉は一段低い床面北側に検出されただけであった、ただ一段高い床面にも内側

に切られるかたちで、焼土が北側壁際に検出されている。柱穴は一つも検出されていない。高い床面東

の壁に接して貯蔵穴様の掘込み (70cmX 50cm X 15咽)が検出されている。また一段低い箇所からは焼

土の堆積が見られ、炭化材も少量ながら検出されている、本住居が焼失住居であることが伺える。本

住居を一軒の住居として述べてきたが、諸状況を考え合わせると二軒の住居が重複している可能性が

高くなった。

遺物 lは口縁部をやや欠く程度でほぼ完形な壷である。口縁は素口縁で肥厚しない。頚部には複合

口縁壷で見られた様な粘土紐が貼り付けられその上に縄を押捺している。文様はこの頚部のもののみ

で器表面はヘラミガキによる整形が行われているだけである。胴部はやや押し潰れた様な球状を呈

し、高台の様な徴かな段を持つ底部が付く。 2はほとんど完形の菱である。胴部は球状を呈し、外反

しながら聞き口唇部に至って上方に向く口縁がつく。 3は口縁部を少し欠く小型の鉢である。ナデに

より仕上けeを行っている、器厚がやや薄く全体に少々歪である。また、ススの付着もみられる。 4は

高杯の杯部で、脚部を欠く。杯底部に稜を持ち口縁が僅かに内湾しながら聞く。杯部内面をヘラミガ
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挿図 造物
器 種 法量 cm 遺存度 成形 ・調整手法 上段は内面 ・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 13.8

1 13 壷
底 6.7 

87% 
ハ ケ調整，ハケメへラミガキ

細礁多量 賞褐色
ヰコキコ

書草 28.15 ハ ケ調整，荒いへラミ ガキ，ハケメヘラミ ガキ 良

最 大 28.4
16.1 

2 7.10. 
聾

4.8 
100% 

ヨ コナデ，へラケズ リ， ナデ
細磯多量 賞褐色 良

16 17.8 ヨコ ナ デ，浅いハケ調整

22.8 
13.6 

3 1 鉢
3.5 

90% 
へラナデ

細 磯多量 暗褐色 不 良
8.9 ハケ調整 ，ナデ

20.0 

4 11 高杯 45% 
へラミガキ

細礁多量 暗茶褐色 良
6.1 ヨコ ナデ，ハケ調整， へラミガキ

16.5 

5 14 望匹
4.5 

100% 
ハケ調整，へラケズリ，ナデ

細磯多量 黄 褐色 良
16.4 ヨコナデ， ナ デ， へラナデ， ハケ調整

16.3 

キにより丁寧に仕上げている。 5は完形の聾である。胴部最大径を上位に持つ歪であるが、径を違え

て作ってしまったものか、製作途中の歪みなのか、胴部中位に段を持つ。全体的に雑な作りである。

042号住居跡 (第146図、図版54)

遺構 041号住居跡の西側に隣接する。平面形状は一辺4.2mの隅丸方形と考えるが、調査の段階でや

や南東隅が膨らみ台形に近い形状になってしまった。確認面からの深さは最大で'36cmを測る。床面は

全体に軟弱である。炉および柱穴などの施設は検出されなかった。

.:T-

，
 a

・
a 
• 

〉

~ 24.30m 

1 .暗褐色土層(テフラ粒・ ローム)

2 黒褐色土層(テフラ粒 ・ローム〉

3.陪褐色土層(ソフ トローム ・

テフラ粒 ・ロームブロック)

.:T- 2m 。
r 
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• 

第146図 042号住居跡実測図
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遺物 遺物の出土は極めて少なく図に示すことの出来る土器・土製品等はなかった。

043号住居跡 (第147図、図版55)

遺構 042号住居跡の南で調査区の南端の緩やかな傾斜地に位置する。平面形状は4.4mx2.8mの台

形に近い隅丸方形。確認面からの深さは最大で;30咽を測る。床面は平坦で、全体に軟弱であった。炉

は住居中央北側に検出された。柱穴の検出はなかった。

遺物 遺物の出土は極めて少なく図に示すことの出来る土器 ・土製品等はなかった。
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1 .暗褐色土層 (焼土粒)

o 1m 

A' 
• 

1 .暗褐色土層(ローム粒〕

2.暗黄褐色土層。

下こ二工ーゴ i 第147図 043号住居跡実測図

044号住居跡 (第148図、図版55)

遺構 調査区の南端東側(G-16)に位置し、北側で接するよ うに045住居跡と重複する。平面形状は

5.5mX5.0mの方形に近い隅丸方形。確認面からの深さは最大で;30四lを測る。床面は中央が徴かに凸

み堅く踏み固められている。炉は住居中央やや西寄りに検出された。南に隣接して焼土も検出されて

いる。柱穴およびその他の施設は検出されなかった。 045号住居跡との関係は本住居が古い。

遺物 遺物の出土は少なく図に示すことの出来る土器・土製品等はなかった。

045号住居跡 (第149図、図版55・78)

遺構 044号住居跡の北に接するよ うに重複する。平面形状は3.9mx3.4mの隅丸方形。確認面から
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第148図 044号住居跡実測図

の深さは最大でι2cmを測る。床面は平坦で堅く踏み固められている。炉は住居ほぼ中央に検出され

た。柱穴(径30cm、深さ20叩) 1カ所、東の壁中央に接して検出された。焼土の堆積および炭化材が少

量ながら検出され、本住居が焼失住居であることを伺わせる。

遺物 1は台付聾で脚部を欠く 。全体をナデにより整形している。口縁部から胴部中位に欠けてスス

が若干厚みを持って付着している。 2は小型の聾である、胴部はやや細長く、頚部より外反す予口縁

が付く 。 3は高杯である、脚部はそれ程高く作られておらず、穿孔も穿っていない。杯部は口縁が椀

の様な曲線を描きながら開く 。 4は高杯で脚部の一部を欠くだけである。脚は裾を杯より大きく緩や

かに外反するように広がる。杯の外面口唇部直下には段を作り出すように棒様工具による浅く細い溝

が口縁に沿って一周する。 5は鼓を思わせる形状の完形の器台である。器受部が脚部より徴かに小さ

い。器受部底部の孔は径も大きく器受部および脚部と一体して作られている。 6は完形の蓋で焼成は

よい。丁寧に作られたつまみを持ち緩やかに内湾しながら開く 。
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挿図 遺物
器 種 法 量 岨 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 18.25

1 3.5 台付聾
Eま 20.95

75% 
へ.ラナデ，ナデ

中粒砂多量 暗茶褐色 不良
高 20.6 へラナデ，ケズリ

最大
7.8 

2 10 小形聾
3.1 

83% 
ヨコナデ，へラナデ，ナデ，ケズリ，ナデ

中粒砂多量 茶 褐 色 良
6.4 へラナデ ，ヨコナデ，ナデ，ナデ

8.6 
13.4 

3 5 高杯
8.5 

66% 
全 面 へ ラミガキ

中粒砂多量 暗 褐 色 良
7.2 全 面 へ ラミガキ

14.4 
ヨコナデ ， へ ヲ ケ ズ リ ， へ ラ ミ ガ キ ， ヨ コ ナ デ

4 3.8 高杯
18.2 

70% ヨコナデ，ハケ調整，ヨコナデ，ハケ調整，ナ 中粒砂多量 茶褐色 良
12.7 

デ. ミガキ

11.4 ヨコ方向のへ 7 ミガキ. '"コ方向のへ 7 による 細磯赤色粒

5 7 器台
8.5 

100% 整形 子多量，雲 赤褐色
良

12.8 タテ方向のへラミガキ，ナナメ方向のへラミガ 母若干，長 内面赤褐色
キ ， ヨ コ方向のへラミガキ 石粒

13.2 
タテ方向のハケ調整，ヨコ方向のハケ調整

細磯・長石
粒やや多く， 淡赤褐色6 11 蓋 4.8 100% ヘラナデ.タテ方向のへラ整形ハケ調整
雲粒母子若・赤干色

内面赤褐色
良

ヨコナデ， ハ ケ 調 整 整 形 の ち ナ デ

046号住居跡(第150図、図版55. 79) 

遺構 044号住居跡の東側、調査区の南端に位置する。平面形状は4.7mX4.0mの隅丸方形。確認面か

らの深さは最大で;25咽を測る。床面は中央が徴かに凸み、堅く踏み固められているが、周辺部は若干

軟弱である。炉は住居のほぼ中央に検出された。ほかに焼土の堆積が 3カ所検出された。

遺物 1・2は高杯である。 1は欠損が多少あるが完形に近い。杯部は底部に稜を持ち緩やかに内湾

しながら聞く。脚は杯部に比して径は小さく広がる、 3カ所に穿孔を穿っている。 2は脚部を多小欠

くがほぼ完形の高杯である。杯部は底部に稜を持ちほぼ直線的に開く。脚は杯部に比して径は多少小

さく、 3カ所に穿孔を穿っている。 3は口縁部を多少欠くが完形に近い鉢形を呈する有孔鉢である。

底部に径5皿の孔を穿っているのみである。内外面とも特に底部付近は丁寧にヘラミガキが施されて

いる。

047号住居跡(第151図、図版56・79)

遺構 045号住居跡の北東 3mに位置する。平面形状は3.5mX3.0mの南東隅がやや膨らみ不整な隅

丸方形。確認面からの深さは最大で、20cmを測る。床面は平坦で堅く踏み固められている。炉は住居ほ

ぼ中央に検出された。柱穴およびほかの施設は検出きれなかった。

遺物 lは鉢である、口縁は頭部から徴かに聞き気味につき口唇部付近で強く外反する。頚部は非常

に徴かな稜を持つ。

048号住居跡(第152図、図版56・79・86)

遺構 035号住居跡の東 3mの調査区の端に位置する。平面形状は3.8mx3.8mの隅丸方形。確認面

からの深さは最大で~40cmを測る。床面は一部に若干の凹みがあるものの全体に平坦である。炉および

柱穴は検出されなかった。東の壁北寄りに接するように貯蔵穴 (45咽x40cmx26c皿)が検出されてい

る。
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第150図 。46号住居跡実測図及び出土遺物

挿図 遺物
器 種 法 量 佃 遺存度 成形 ・調整手法上段は内面 ・下段は外商 給 土 色 調 焼成

番号 番号

1，4，5， 
ロ 22.5
底 1l.5 ナデ，へラミガキ，ハケ調整，ナデ やや

1 6， 高杯
高 13.8

83% 
へラケズリ，へラミガキ

中粒砂多量 淡寅褐色
不良

043-1 
最大

17.7 
細機赤色粒

2 11 高杯
10.8 

90% 
ヨコのへラナデ

子多量，長
赤 褐 色

良10.7 ヨコナデ，タテのハケ調整のちヨコナデ
石粒

内面暗褐色

17.2 細穣赤色粒

3 14 有孔鉢
2.8 

95% 
へラナデ，へラミガキ 子，長石粒

淡黄褐色 良11.9 ヨコナ デ ， ハ ケ 調 整 ， へ ラ ミ ガ キ 少し石英若
干
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第151図 047号住居跡実測図及び出土遺物

成形・調整手法上段は内面・ 下段は外商

一アナ

デ
ケ

ナ
ハ

デ

デ
ナ

ナ
コ
コ

ヨ
ヨ

遺物 lは完形のやや小型の聾である。頚部に輪積痕が残っていたり底部付近が潰れて傾斜したりそ

れほど丁寧な作りとは思えない。器外面全体にススの付着が観察される。 2は底部を欠く聾である。

口縁部が多少肥厚し、口唇部はヘラ様工具で平坦にしている。頚部には接合の跡が残り、口縁部及び

胴部にも輪積痕が多く観察され、 1と同様に余り丁寧な作りではない。器外面全体にススの付着が観

察され、一部には薄い層になっているところもある。3はほぼ完形の台付塞である。 胴部がやや長め

の器形を呈しそれに比較して大きめの脚が付く 。器の厚さはやや薄く徴かな凹凸も見られ焼成も悪

い、さらに器表面の整形もへラミガキが雑に施されているなど全体的に雑な作りである。4は小型の

鉢で、口縁の一部を欠くがほぼ完形である。内外面ともへラミガキにより整形している。5は小型壷

の胴部である、口縁部を欠く 。焼成は非常によく堅致である。 6は高杯の脚部である、杯部と裾の一

部を欠く 。杯部底に稜を有する。脚部には穿孔を持たない。7は手担土器である、底部付近の残存で

成形の跡が観察できる程度でどのような器形を呈するかは不明である。

o 5 1号住居跡 (第153図、図版56)

遺構 調査区北側の北西部 (G-5)に位置する。平面形状は5.1mX4.6mの北の壁が張り出す不整

な隅丸方形。確認面からの深さは最大でo45cmを測る。床面は中央が徴かに凹み堅く踏み固められてい
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第152図 048号住居跡実測図及び出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量佃 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 14.2

1 10 ヨ匪 底 6.0 
100% 

へ ラ ナデ，ナデ 細磯赤色粒
暗褐色 良

高 13.4 ヨコナデ，へラナデ 子を多〈
最大14.1

15.4 
ハケ調整，へラケズリ

2 1.2.9 望昆 90% ヨコナデ，へラのアタリ，ハケ調整とへラケズ 細書曜を多く 暗茶褐色
やや

良
19.9 

リ

12.55 

3 7 台付聾
7.8 

100% 
ナデ，へラナデ，ナデ

細亜艇を多く
暗茶褐色 やや

21. 9 ナデ，荒いへラミガキ 黒 褐 色 不良
13.0 
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挿図

番号

4 

5 

6 

7 

B . 

B . 

0 

遺物

番号

11.12 

6 

8 

1 

-胆

Eh 、3
0Cコ3 

自

."， 、

ヒニ=二土二

器 種 法量 c皿

口 10.0

鉢
底 4.0 
高 7.6 
:ft芳;:9.9 

小型登
4.3 

高杯
13.8 

3.1 

手控土器
1.2 

に~f
ヨ

.;T 

1m 
ニゴ

遺存度 成形 ・調整手法上段は内面 ・下段は外面 胎 土

8' . 

8' 

69% 

60% 

50% 

25% 

b 
• 

へラミ ガキ
へラケ ズリ，へラミガキ

ナデ，へ ラケズリ
ハ ケ 調 整のちナデ，へラケズリ

ナデ
へラミ ガキ.へラナデ

ナデ
ナデ

~ 24.60m 

胆・〉

8' 

p ・〉

1 .時褐色土層 (テフラ粒 ・黒色土 ・炭化物)

細礁を多く

細礁多量

赤色粒子，

細穣少量

細礁，長石，
赤色粒子若
干

/ 

。

2 黒褐色土層(テフラ粒・黒色土・炭化物・焼土粒)

3.暗黄褐色土層 (テフラ粒 ・黒色土・ソフトローム)

1 .暗褐色土層(黒色土 ・焼土・炭化物)

2.赤褐色土層 (焼土 ・ソフトローム〕

3.黄褐色土層 (ソフ トローム・焼土)

第153図 051号住居跡実測図
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るが、周囲はやや軟弱である。炉は大きく不整形で住居の中央やや北に偏って検出された。柱穴およ

びそのほかの施設は検出きれなかった。

遺物 遺物の出土は少なく、図示できるものはなかった。

052号住居跡(第154・155図、図版57・80)

遺構 051号住居跡の北東側 5mに位置する。平面形状は8.5mX7.2mの東の壁が膨らむやや不整な

隅丸方形。確認面からの深さは最大で、40咽を測る。床面は中央に向かつてわずかに凹み、全体的に堅

く踏み固められている。炉は住居中央北側と西側に近接して大きな不整形な炉 2カ所を検出してい

る。柱穴は4カ所、ほぼ対角線上に検出している、いずれも平面形状は楕円を呈する。規模は長径30

""40cm、深さ50cm前後を計る。ほかには浅い小掘込みが南の壁付近に 2カ所検出されている、いずれ

も貯蔵穴と言うものではなく性格等詳細は不明である。

遺物 1""6は聾である。 1は球状を呈する胴部から徴かに肥厚した口縁が大きく直線的に聞く。底

部は僅かに上げ底になっている。 2は口i陵部および底部の一部を欠くが完形に近い聾である。 1同様

球状を呈する胴部から僅かに外反する口i縁が付く。 3は聾の底部であるが、胎土・整形・焼成など 2

と同一個体と思われるが接合しない。 4は半分残存の聾である。最大径を胴部下位に持ち直線的に聞

く口縁が付く。底部は 1の底部と同様に上げ底であるが、より内向して縁が高台状に突出する。 5は

2と同様に口縁部および底部の一部を欠くが完形に近い菱である。球状を呈する胴部から僅かに外反

する小さな口縁が付く。 6はは聾の底部であるが、胎土・整形・焼成など 5と同一個体と思われるが

接合しない。 7はやや小さめの台付事である、口縁部と脚部を欠く。若干縦長がの器形を呈すると思

われる。 8は鉢形を呈する有孔鉢である。外面は輪積痕での凹凸が目立つ、内面もミガキよりナデに

近い整形が行われている。底部には径16皿の孔が穿たれている。全体的に多少雑な作りである。

053号住居跡跡(第156図、図版57・81)

遺構 052号住居跡の南東側 4mに位置する。平面形状は3.7m X3.6mの壁がやや外へ膨らむ不整な

隅丸方形。確認面からの深さは最大で30cmを測る。床面は全体にやや軟弱の傾向にある。炉は住居中

央やや北西寄りに検出された。柱穴およびそのほかの施設は検出されなかった。

遺物 1は土師器胴部下半部である、口縁部・頚部を欠く。器形および頚部付近の縄文の施文から判

断すると壷と思われる。 2&主要である、胴部下半部・底部を欠く。 3・4はともに聾の底部である。

5は小型の椀である、底部は上げ底状になっていおり、小さな高台を作り出している。

054号住居跡(第157図、図版57)

遺構 調査区北側086号住居跡の北に位置する。平面形状は5.9mX5.3mの隅丸方形が本来の形状と

考える。確認面からの深さは最大で70cmを測る。床面は全体に平坦で堅く踏み固められている。炉は

住居中央やや東寄りに検出された。主柱穴はほぼ対角線上に4カ所検出された、径は40咽前後、深さ
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第154図 052号住居跡実測図
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挿図 遺物
器 種 法量 c皿 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調

番号 番号

9.11. 
ロ 17.0
底 4.8 ハケ調襲，へラミガキ，へラナデ，へラ炉ズリ

1 12.13. 聾
高 21.0

55% 
ハケ調整，ナデ，ハケ調整，へラケズリ

細磯多量 黒褐色
21 

重量メ，21.8

9.11. 
17.2 

2 12.13 聾 45% 
ハケ調整，ナデ，へラケズリ

細磯多量 赤 褐 色
21 

J、ヶ調整，へラケズリ

23.2 

9.11. 
ハヶ調整，ナデ，へラケズリ

3 12.13. 要 11% 
ハケ調整 ，へラケズリ

細磯多量 赤 褐 色
21 

12.0 
ハケ調整，へラナデ，へラナデ

9.11. 4.0 4 
13.21 

聾
21. 7 

48% へラナデ，ナデ，ハケ調整，へラケズリのちナ 締磯多量 黒 褐 色
でT

16.0 

5 7.9.13 
聾 48% 

ハケ調整，ナデ，へラナデ，ナデ，へラケズリ
細磯多量 茶 褐 色17.21 ナデ.ハケ調襲，へラケズリ

20.2 

自
7.9.13 

要邑 11% 
ハケ調整，ナデ，へラナデ，へラケズリ

細磯多最 赤褐色17.21 ハ ケ 調 整，ナデ，へラケズリ

7 9.11. 
台付聾 45% 

ハケ調整，ナデ
細磯少量 黒 褐 色12.21 ハケ調整，へラミガキ

13.0 

1.7.9. 
15.4 

8 11.12. 有孔鉢 91% 
ナデ，へラナデ，ヘラケズリ

細磯 暗 褐 色
21 

9.2 ナ デ ， へラナデ，へラケズリ

17.0 

は1.0'"'-' 1. 3mと全体に深い。東側の壁際には深さ25cmと45cmの連続する小掘込みが検出された。

遺物 遺物の出土は少なく、図示できるものはない。

055号住居跡(第158図、図版58・81)

焼成

良

良

良

良

良

良

良

良

遺構 調査区北側の北西隅 (F-5)に位置する。平面形状は4.0mX3.7mの隅丸方形。確認面から

の深さは最大で30cmを測る。床面は全体に平坦で堅く踏み固められている。炉は住居中央やや北寄り

に検出された。柱穴およびそのほかの施設は検出されなかった。

遺物 1は頭部があまりくびれず鉢形に近い器形を呈する聾である、口唇部直下の内外に指頭による

押捺を交互に施している。

056号住居跡(第159・160図、図版58・81・86)

遺構 055号住居跡の南側 9mに位置する。平面形状は4.8mx4.4mの隅丸方形。確認面からの深さ

は最大で、65cmを測る。床面は全体に平坦で北東部分は堅く踏み固められているもののそのほかはやや

軟弱である。炉は住居中央で北寄りに検出された。主柱穴はほぼ対角線上に 4カ所検出された、径は3

Ocm前後、深さは45cm前後を測る。ほかには性格が不明な凹みが炉の北側と南側の壁に接した 2カ所

検出された。また炉の南に径45cm、深さ36cmの小掘込みが検出されている。

遺物 lは底部を欠く聾である。球状の胴部から口縁が外反しながら聞く。口唇部には棒様工具を交

互に連続して押捺し、波状にしている。 2• 3はいずれも土師器の下半部であり、いずれも聾の下半

部と思われる。 4は土玉で厚さ29皿、幅30皿、孔径6皿を測る。焼成もよく作りも丁寧である。 5は

鉄製品である、錆びがはげしく原形を知るのが難しい、断面を見ても刃部らしきものも見られず製品

を特定できない。
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第156図 053号住居跡実測図及び出土遺物

o 10c由
トー~ ~一一→

挿図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成 1

番号 番号
ロ 14.0

1 
1， 4.7. 

重萱
底 9.2 

35% 
へラケズリ，へラナデ

細礁少量 黒 褐 色 良
8 高 ;ァ、リケシ ，へラミガキ

最大
14.8 

2 
1， 4.7. 

聾 35% 
ハケ調整，ナデ，へラナテ

細磯少量 黒褐色 良
8 へラナデ，ナデ，ハケ調整，へラミガキ

3 1.4 裂底部 16% 
へ ラ ケズリ，ヘラナデ 細礁少量， 外面赤褐色

良へラナデ，へラケズリ 石英若干 内面茶褐色

細担軽やや多

4 2 饗底部 16% 
へラケズリ い，長石若

褐色 良へラケズリ 干，赤色粒
子若干

10.0 
へ ラ ナデ

5 4.6 椀
3.5 

80% ナデ， へ ラ ケ メ リ ， へ ラ ミ ガ キ ， ナ デ の ち ケ ズ 細礁 茶褐色 良4.7 
リ
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1 .暗褐色土層 (テフラ粒・

ソフトローム) a 
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a 
.24.40m 

• 
2 黒褐色土(焼土粒〕

3.茶褐色土層 (テフラ粒・

ソフトローム〕

4.暗茶褐色土層(テフラ粒・

ソフトローム

-ロームブロック)

5.暗黄褐色土層(テフラ粒・

ソフ トロ ーム

-ロームブ、ロック)

6.黒褐色土層 B ι¥B.' 
c c d d' 

• 23. 70m • 血 I')~ '7"曹司 • 
• 

。
B 
• 23.60m 

1 m r町内究ご l

8' 
1 暗褐色土層(焼土粒)

。 2m 

I 暗褐色土層(焼土粒〕

第157図 054号住居跡実測図
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1 .黒褐色土層 (黒色土・テフラ粒・ソフトローム)

2 茶褐色土層 (テフラ粒・黒色土〕

第158図 055号住居跡実測図及び出土遺物

成形・調整手 法 上段は内面 ・下段は外面

ハ ケ調整， ナ デ
ナデのち指でおさ える，ハケ鯛整，へラケズ リ

057号住居跡 (第161・162図、図版58・81)

遺構 056号住居跡の南 4mに位置する。平面形状は8.9mX6.8mの隅丸で、胴の張る長方形。確認面

からの深さは最大で、53cmを測る。床面は住居の中央に向かつて緩やかに凹み、全体としてはやや軟弱

である。炉は住居中央やや北寄りに検出された。主柱穴はほぼ対角線上に沿って検出された。径60団、

深さ70咽前後を計る。ほかに南壁中央に接して径75畑、深さ20cmの浅い小掘込みが検出された。

遺物 1は複合口縁壷である。口縁部を大きく欠くが、完形に近い。内外面ともナデによる整形が行

われている。底部付近にはへラ ミガキも行われている。内面は剥離が激しい。2は高杯の杯部である。

底部に稜を持ち直線的に開く 。 3は高杯の杯部であると思われる。底部に稜を持ち、口縁は多少内湾

しながら開く 。

058号住居跡 (第163図、図版59)

遺構 057号住居跡の東 5mに位置する。平面形状は5.4mX4.6mのやや不整な隅丸方形。確認面か

らの深さは最大で:'40cmを測る。床面は住居の中央に向かつて緩やかに凹み、部分的には堅い部分が見

られるものの全体としてはやや軟弱である。炉は住居ほぼ中央に検出された。柱穴およびそのほかの
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1 .暗褐色土層(テフラ粒〕

2.黒褐色土層 (テフラ粒〕

3.暗黄褐色土層 (ソフトロ ム ・黒色土・焼土〕

4 黄褐色土層(ソフトロ ム・黒色土)

5.暗黄褐色土層 (3層と同様〕
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1 .黄褐色土層(ソフトロ ム・焼土 ・黒色土)
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第159図 056号住居跡実測図
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第160図 056号住居跡出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量 c皿 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土

番号 番号

1.5.7. 
ロ 18.8
底 ヨコナデ，ナデ 細磯やや多

1 9.10. 曹E
高

60% 
ヨコ ナデ，へラケズリ，へラミガキ 、、

11 
最大23.0

2 1.5.9. 
窪

7.8 
40% 

へ ラによるヨコナデ，ナデ 細型乗やや多
14.15 へラナデ，へラケズリ ¥，、

26.2 

5.5 ナデ
3 6.7 警呈 30% 

タテ 方向のへラナデ
細礁多量

施設は検出されなかった。

10咽

5佃

色 調 ;焼成

灰茶褐色 良

黄褐色 良

褐色 良

遺物 lは小型の鉢である、頚部内側に稜を持ち、口縁部がほぼ垂直に付く。 2は椀である、底部は

上げ底になり、底部端にはやや幅のある高台状の高まりが徴かにある。

059号住居跡(第164図、図版59)

遺構 調査区北側西端近く (E-8)に位置する。平面形状は3.7mX3.2mの平行四辺形に近い隅丸

方形。確認面からの深さは最大で'48cmを測る。床面は全体に平坦で中央付近は踏み固められているも

のの周囲はやや軟弱である。炉はほぼ中央やや北寄りに検出された。柱穴およびそのほかの施設は検

出されなかった。

遺物 1は壷である。頚部内側に稜を持ち、棒様工具による細い沈線が外側に加えられ、口縁部が直

線的に聞く。胴部外面は頚部直下から雑なハケ目が綾杉状に施され、中央付近には頚部と同様に細い

沈線が加えられている。さらに底部付近には粘土紐が潰れたように雑に付けられている。 2は高杯の
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ソフトロ ム)
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1 m 1.暗褐色土層 (黒色土・焼土 ・ソフトローム)

ニ主--ゴ
2.陪赤褐色土層 (黒色土 ・ソフトロ ーム ・焼土ブロック ・焼土粒)

。 lOc田

第162図 057号住居跡炉跡実測図及び出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量佃 遺存度 成形 ・調整手法上段は内面・ 下段は外商 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 15.0

1 2.4.11 登
底 6.0 

70% 
ヨコナデ，ナデ

細棟多量 赤褐色 良
高 18.0 ヨコナデ， へラケズリ ， ナデ， へラミガキ

最大16.8
22.0 

2 1，5，11 高 杯 25% 
ナ デ ， へラミ ガキ

細磯少量 燈褐色 良
ナ デ ， へラミ ガキ

13.4 
外商淡褐色

3 2，3 高 杯 33% 
ナデ， へラナデ

細書襲少 盆 内面淡貧褐 良
ナデ，へラミ ガキ

色

脚部である、 裾を欠 く。穿孔が段と位置を違えて 3カ所ずつ計 6カ所穿たれている。 3は高杯の杯部

である、 大半を欠く 。口縁に向かつて微かに内側に曲線を描きながら大き く開く 。4は器台の脚部で

ある、3カ所に穿孔が穿たれている。

060号住居跡 (第165・166図、図版59・81)

遺構 059号住居跡の東 9m ~，こ位置する 。 平面形状は7.2m X 5.0mの南がやや膨らむ楕円に近い形

状。確認面からの深さは最大で;35cmを測る。床面は中央が徴かにに凹み、炉の周囲が堅く踏み固めら

れているが周囲は軟弱である。炉は住居中央北寄りに検出された。主柱穴は 4カ所検出された、径20

"-'30cm、深さ40"-'50cmを計る。ほかに南の壁に接して径75佃 X50cm、深さ25cmの小掘込みが検出され

ている。出土遺物を見ると弥生式土器も混じり、古墳時代の住居跡としてよいものか疑問が残る。

遺物 1は小型の深鉢である。口縁は折り返しにより肥厚している、口唇部には細い棒様工具による

連続の押捺により鋸歯状の刻みが加えられている。口綾部の表面には細く丸い棒の先端を 2段に平行

させて連続して刺突している、また内側の口唇部直下には斜縄文 (LR)が一周して施文されている。

器表面は口縁部の縄文と同じ単節 (LR)の縄文が部分的に連続して施文されている。2は深鉢の土器

破片である、胴部であると思われる。緩やかな屈曲の上部は無文帯と斜縄文 (LR)のみの文様帯が交

互に設けられている。下部は撚りの弱い撚糸 (R)の絡条体により施文している。 3~主要の下半部で

ある。器表面は 2と同様に撚りの弱し、撚糸 (R)をほぼ連続して施文している。底部には木葉痕が観
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3 暗黄褐色土層 (ソフ トロ ム・
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第163図 058号住居跡実測図及び出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量 c圃 遺存度 成形 ・調整手法 上段は内面・ 下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 8.0 

細磯やや多
底 雑なへ ラナデ

1 5，7，10 鉢
高

33% 
ナデ，へラナデ

い ，赤色粒 淡貧褐色 良

最 大
子 若 干

1.4 

2 9，10 椀
4.6 

25% 
ナデ，へラナデ

細礁 灰褐色 良
6.3 ナ デ ， へラナデ，ヘラケズ リ

」 一一一
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l目黒褐色土層(黒色土・;焼土粒)

2.暗赤褐色土層(ソフトローム・焼土・

黒色土〕
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1 .黒褐色土層(テフラ粒・ソフトローム)

2.暗褐色土層(テフラ粒・ソフトローム・

炭化物・ロームブロック)

「し\~ /人
A' 
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主24.40m
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〈

第164図 059号住居跡実測図及び出土遺物

2 

7 
4 

、、、
'. 3 

。 lOc皿

挿図 遺物
器 種 法量 c皿 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 9.5 

胴下部に黒
1 1， 2，3 望萱

底
35% 

ヨコナデ，ナデ
細穣 斑有 良

高 8.1 ヨコナデ
暗茶褐色

最大
18.9 

2 4 高杯 40% 
ナデ

細礁少量 赤 褐 色 良
3.3 ヨコ方向のへラナデ

18.9 

3 3，5 高杯 45% 
ナデ，ナデ，へラミガキ

細礁少量 赤 褐 色 良3.3 ハケメ，弱し、タテへラミガキ

5.9 

4 2，5 器台 50% 
ナデ

細磯少量
乳 灰 白 色 ， やや

3.3 ナデ 黒斑あり 軟質

察される。 4は一部を欠くがほぼ完形の小型の聾である。整形も焼成も非常に良い。 5は聾の底部で

ある。 6は高杯の杯部である、脚部を欠く 。杯底部には僅かな稜を持ち、杯部は口縁に向かつて徴か

に内側に曲線を描きながら大きく聞く 。 7・8は土玉である。いずれも半分のみの残存である。 7は
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第166図 060号住居跡出土遺物

一(::P-一〈む-
GD ハ

υ
。

挿図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
ロ 16.6

1 2.6.10 鉢
底 6.5 

66% へラナ デ，ナデ 細礁少量 明茶褐色 良
高 12.4
最大

2 
3.6.10 

鉢 35% 
ナデ 細穣，雲母

茶褐色 良
12 18.7 粗いハ ケ調整，密なハケ調整 片やや多い

27.5 

3 1.2.6 要底部
9.2 

45% 
ハケ調 整，ナデ 細亜睦，やや

暗赤褐色 良
13.2 ハ ケ 調整 ::J.>~、

13.7 
9.0 

4 1.2.7 費
3.5 

95% 
ヨコナデ，ナデ 細礁，やや

明茶褐色 良
8.6 ヨコナデ，ナデのちハケナデ 多い

9.5 

5 3 建底部
9.7 

8% 
ハ ケ ナデ 細磯，やや

赤褐色 良
2.8 ハ ケ 調整 分Pし、

14.1 

6 4 高杯
5.4 

50% 
ナデ 細書襲やや多 乳灰色黒

良7.2 ナデ し、 斑有

球状を呈するが、 8は厚みがなくやや偏平である。現存値は 7は厚さ (34皿)、幅 (33mm)、孔径 (5

mm) ・8は順に(19mm)、(30阻)、 (4mm)をそれぞれ測る。

o 6 1号住居跡 (第167図、図版60・82)

遺構 調査区北側中央004号住居跡の北に位置する。平面形状は4.9mX4.3mの隅丸方形。確認面か

らの深さは最大で;55cmを測る。床面は平坦で中央付近が堅く踏み固められているが周囲は軟弱であ

る。炉はほぼ中央北寄りに検出された。主柱穴は検出されなかったが、南の壁に接して径30cm、深さ

40cmと径60cmX50cm，深さ30cmの小掘込みが検出されている。

遺物 lは複合口縁壷の口縁部である。口縁は肥厚しへラ様工具で刻みを加えた棒状浮文が 7本を 1

単位にして 4単位付く。 2は壷の口縁部である。 3"-'6は土師器底部付近である。 3は土器の胴部下
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第167図 061号住居跡実測図及び出土遺物
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l 陪褐色土層

2.黒褐色土層

3.暗黄褐色土層 (黒色土 ・テフラ粒 ・

ローム粒)

4.暗褐色土層

5.暗糞褐色土居 (ソ フトローム・黒色土)
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7 

。 10cm 



挿図 遺物
器 種 法量叩 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口

1 4.8 蜜口縁部 底 33% 
へラナデ，へラケズリ 1皿大の細

灰褐色 良高 へラナデ 礁
最 大

2 9.84-
畳ロ綾部 30% へヲナデ，ハケ調整及びへラナデ.ナデ

細機少量 黒 褐 色 良55-1 へラナ デ ， ハ ケ 調 整 ， へ ラ ヶ ズ リ

3 6 壷?
4.6 

16% 
へヲケズリ.へラナデ 1-2皿大

黒褐色 良7.2 ハケ調整 ， へ ラ ナ デ ， へ ラ ケ ズ リ の細礎

4 15 艶底部
5.4 

33% 
へラナデ

細線若干
赤褐色

良8.0 へラミガキ，へラナデ 内面燈褐色

5 8.11 書底部
4.0 33% へラミガキ，へラケズリ

雲母粒，細
黒褐色 良4.7 棟

自 5.8 聾底部
4.8 16% 

へラケズリ，へラナデ 1-2_大
黒 褐 色 良

4.0 ハケ調整，へラケズリ，へラナデ の長石粒

9.0 

7 6 緑台
10.6 

35% 
ミガキ，へラナデ 1皿大の細

黒燈褐色 良6.8 へラナデ"ガキ， 機

半部である、残っている器形および底部の形状等から判断すると壷の胴部下半部と思われる。残り

4"'6は器形および底部の形状等から判断すると聾の底部付近と思われる。 7は器台である。器受部

が脚に対して大きく直線的に聞き、脚部は器受部よりさらに大きく聞く。器受部底部には穿孔が穿た

れている。

062号住居跡(第168・169図、図版60・82)

遺構 調査区北側ほぼ中央 (G-6)に位置する。平面形状5.0mX4.9mの隅丸方形。確認面からの

深さは最大で55cmを測る。床面は平坦で、中央付近が堅く踏み固められているが周囲は軟弱である。

炉は中央よりやや北東に寄って検出された。柱穴(径20cm、深さ40咽)は炉の北東側に 1カ所検出さ

れたのみである。ほかに南壁に接して径60個、深さ30咽を測る貯蔵穴様の小掘込みが検出されてい

る。

遺物 1は小型の広口壷である。胴部はやや押し潰された球状を示し、徴かに内湾する口縁部がほぼ

真っ直ぐに聞く。 2"'6は聾である。 2は完形の聾である。最大径を胴部下位に持ち底部がやや小さ

めである。 3は口縁部を多少欠くが、ほぼ完形である。胴部外面はハケ目の後やや粗にへラミガキを

施している。また胴部外面にはススの付着が観察された。 4は2と3に比べ胴部が球状を示し最大径

も胴部中位に持つ。胴部の一部にススの付着が観察される。 5は完形の小型の聾である。全体をナデ

により整形している。 6は小型の嚢である。整形はあまり丁寧ではなく多少歪がある。 7は高杯であ

る、若干の欠損はあるものの完形に近い。杯部は底部に稜を持ち直線的に大きく聞く。脚部は緩やか

に外反しながら聞く、途中に 4カ所に穿孔を穿っている。 8は完形の小型の器台である。器受部は直

線的に聞き口唇部に僅かに稜をもっ、器受部底部には穿孔を穿つ。脚部も器受部と同様に直線的に聞

き4カ所に穿孔を穿っている。焼成も良く作りが丁寧である。

-214-



、、
<t:.・』

a 
• 

。
B 

B' 

..0. 。 2m 

iー¥
1 .黒褐色土層 (黒色土・テフラ粒)

2.黒褐色土層 (黒色土・ソフトロ ーム)
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4.暗褐色土層(黒色土・ソフトローム・

炭化物・焼土)

5.黄褐色土層 (ソフトロ ーム・黒色土)

第168図 062号住居跡実測図
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063号住居跡 (第170図、図版60)

遺構 062号住居跡の東12m(H -6)に位置する。平面形状は4.4mX3.9mの南東角が若干膨らむ隅

丸方形。確認面からの深さは最大で'47cmを測る。床面は平坦で、中央付近が堅く踏み固められている

が周囲は軟弱である。炉は中央よりやや北東寄りに検出された、しかし周囲には覆士に焼士粒子を多

く含む同様なものがあり、本住居に伴う炉がいずれなのか詳細は不明である。柱穴は検出されなかっ

た。住居の東の隅には径75cmX 55cm、深さ30cmの貯蔵穴様の小掘込みが検出され、南東角には径1.6m

xO.9m、深さ40cmの土坑様の』性格不明な掘込みが検出されている。本住居の東壁に沿ってと、士坑様

掘込みの上には焼士の堆積がみられた、焼失住居の可能性を伺わせる。
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第169図 062号住居跡出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度

番号 番号
成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

口 10.2

1 6，8，23 小型萱
底 4.4 

100% 
へラナデ， 雑な ミガキ

細穣多量 暗褐色 良
高 8.5 ナテ，へラミガキ，ヘラナテ¥へラケズリ

最大10.6
15.2 

ハケ調 整，へラナデ，雑なへラナデ

2 20 望星
4.4 

95% ナデ，タテハケ調整，ハケ調整のちへラナデ 細礁多量 赤褐色 良
17.8 
18.8 

へラナデ

11.4 
ナデ p へラナデ

3.8 
3 9，21 聾

15.0 
88% へラナ デ，ハケ調整のちへラミガキ，へラケズ 細礎多量 黒褐色 良

16.4 
リ

8，11， 
15.4 

へラケズリ，へラナデ，ハケ調整及びナデ
5.0 

4 25，26 聾
16.5 

65% ナデ， ハ ケ 調 整 の ち ナ デ ， ハ ケ 調 整 ， へ ラ ケ ズ 細礁少量 赤 褐 色 良
27 

19.2 
リ

9.0 

5 22 小型聾
3.2 

100% 
へラナデ

細 礁 赤褐色 良8.2 ナデ， へラナデ，へラケメリ

8.9 
9.2 

6 1，8 小型聾
3.3 

60% 
ナデ， 雑なへラナデ 雲母粒，細

黒褐色 良6.7 へラナデ，ナデ，雑なナデ 礁
8.3 

12.2 
ナデ，ミガキ，へラケズリ

雲母粒，細 黒 褐 色7 24 高杯 77% ナデ， ハケ調整，後雑なミガキ，ナデ，へラナ 並13.9 
デ ミ ガ キ

礁，長石粒 内面赤褐色
20.4 

8 27 器台
9.6 

100% 
ミガキ ，へラナデ，へラナデ 細長石粒多

赤 褐 色7.8 へラケズリ，ナデ.雑なミガキ.ナデ 量
9.2 
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063号住居跡実測図及び出土遺物
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第170図



挿図 遺物
器 種 法量咽 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
ロ

外箇淡貧褐
底 へヲケズリ

1 8 高杯
高

30.96 
ナデ. .ガキ

細礁 色 良

最大
内面暗褐色

7.6 細棟少量，

2 13 暑畢台 50.96 
ハ ケ 調整，ナデ 赤色粒子少

淡賞褐色 良
ハケ調整，へラナデ 量，石英若

干

3 5，10 器台 10.96 
ナデ，へラケズリ後ナデ 細赤量弓ニ様色，多粒雲量子母少若， 褐色 良
へラナデ，へラミガキ，へラケズリ

遺物 1は高杯の脚部の一部である、穿孔を 1カ所確認したのみである。 2は小型の器台の器受部で

ある、接合部で剥がれている。脚部を欠く。 3は器台の脚部である、穿孔は 2カ所確認した、位置か

ら考えると 4カ所穿たれたと思われる。 4は土玉で、半分以上を欠く。厚さは31皿を測るのみである。

064号住居跡(第171・173図、図版61・83)

遺構 061号住居跡の北東 7mに位置する。平面形状は7.7mX7.5mの隅丸方形。確認面からの深さ

は最大で50咽を測る。床面は平坦で全体的に堅く床面と容易に確認でき、幅15冊、深さ10咽の周溝が

壁に沿って一周する。炉は住居中央やや北寄りに、接するように 2カ所検出した。主柱穴は対角線上

に4カ所検出された。 3カ所が径35cm前後、深さ70c皿前後、残りの 1カ所は径45個、深さ45個を測る。

ほかには南壁に接して貯蔵穴様の掘込みが検出されたが、複数の小掘込みと重複しておりいずれが本

住居に伴うものか詳細は不明である。

遺物 1は折り返し口縁壷の口縁部である。折り返しによる口縁の肥厚がみられるのみである。 2は

査の口縁部である。 3はやや小さめのほぼ完形の広口壷である。球状の胴部から徴かに内湾する口縁

がほぼ真っ直ぐに聞く。 4は小型の聾である。頭部には輪積痕が明瞭に残る。全体的に整形が粗雑で

器形も僅かに査んでいる。 5は4と同様小型の聾の上半部である。口縁は低く大きく外反する。 6は

塞の口縁部付近である。 7はほぼ完形の聾である。僅かに突出した底部を持つ、球状の胴部から徴か

に肥厚した口縁が直線的に開く。 8は聾の底部付近である。器厚が相対的に厚く底径等を考え合わせ

ると、相当大きな要と思われる。 9"'11は台付要である。 9は10・11と比べるとやや小形である、球

状の胴部から直線的に開く口縁が付く。 10・11はともに脚部を欠く。 9と同様に球状の胴部から直線

的に聞く口縁が付くが、その口縁は徴かに肥厚している。 11は頚部の締まりは他の 2点と比べると若

干弱い。 12は脚部である、上半部を欠く。台付要のものと思われる。 13'"16は高杯である。いずれも

杯部のみで、脚部を欠く。 13は杯部のみは完形で、脚部を接合部より欠く。底部に徴かに稜を持ち、

口縁は僅かに内湾しながら聞く。 14は杯部と脚部の一部が残る。杯部は椀の様に脚部の接合部から内

湾しながら口縁が聞く。 15は杯部である、口縁は僅かに内湾しながら緩やかに聞く。 16は杯部のみで

ある、上半部を欠く。中段には穿孔が 4:h所穿たれている。接合部が残り、現状では孔が観察できる、

これが器台に見られる穿孔なのかどうかの判断は難しいが、整形・器形等を考えると高杯の脚と思わ

れる。 17"'24は土玉である。完形は17"'20の4点だけである。いずれも焼成・整形は良い。 21は孔を

焼成後開けようとしたのか、多少欠損しているものの凹みが見られる。計測値を厚さ・幅・孔径の順
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5.暗黄褐色土層 (黒色士・ソフトローム第171図 064号住居跡実測図
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第173図 064号住居跡出土遺物 。 10cm 

挿図 遺物
器 種 法量佃 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎

番号 番号
土 色 調 焼成

口 14.8

1 12，13 壷
底 10% 

へラミガキ
細礁多量

赤褐色
良

高 2.4 へラナ デ ， ナ デ (赤彩処理〉
最大

13.0 

2 7 壷 10% 
ハケナデ〈スス付着〉 細礁やや少 赤 褐 色

良
3.7 冨コナ デ，ハケナデ な L、 内面明褐色

10.0 

3 1，4，5， 
広口壷

3.5 
88% 

E コナ デ，ナデ
細様多量

赤色処理，
良

7，22 11.3 ナデ，ハケ調整のちナデ，ヘラケズリ 黒斑あり
11.8 
11.4 

明褐色
4 1.17 聾 49% 

指ナデ のちへラナデ，ナデのち粗雑なへラナデ 細磯やや多
外は加熱で 良

11.2 指ナデ，ナデ後粗雑なへラミガキ L、

11.9 
黒色

9.2 

5 22 聾 35% 
ヨコナ デ，へラミガキ，ナデ 細礁やや多 暗褐色

良
5.0 E コナデ ， ハ ケ 調 整 、、 内面明褐色

1，4，5， 
15.3 

6 11.12， 聾 44% 
ヨコナデ，ナデのちハケナデ

細棟多量 茶 褐 色 良

13 
6.2 E コナデ，ナデのちハケナデ

12.3 
ナデのちハケ調整 明褐色

7 1.12， 
聾

4.4 
80% ナデのちハケ調整，冨コナデ，ナデのちハケ調

細磯やや少
外面は加熱 良

13 
整

な L、
で黒色

13.5 

8 17 書
9.0 

37% 
へラ ナデ，モミの庄痕あり 細磯やや多 暗褐色

良
8.0 ナデのちへラミガキ 、、 内面明褐色

14.5 明褐色

9 1，12， 
台付書

9.0 
50% 

ナデの も ハ ケ 調 整 ， ナ デ ， ナ デ の ち へ ラ ナ デ 細礁やや少 野郡司IS~H百骨主
良

14 20.4 ナデのちハケ調整 な L、 加熱され黒

15.6 色
17.1 

茶褐色.外

10 
1.4，5， 

台付聾 70% 
ナデのちハケ調整 細磯やや少

は加熱で黒 良
17 16.9 ナデのちハケ調整 ない

18.7 
色

1，4，11 
17.9 明褐色，外

11 12，14， 台付聾 75% 
ナデのちハケ調整 細畢艇やや少

面上部は加 良

17 
17.1 ナデのちハケ調整，指圧痕残る な L、

熱で黒色
18.5 

12 18 台付聾
9.2 

25% 
ナデ， へラナデ 細様やや少

明褐色 良
5.1 ナデ な L、

13.7 

13 19 高杯 50% 
へラナデ 細磯少量 明褐色 良

5.7 ハケメのちへラナデ，ナデ

15.2 

14 
1，2，4， 

高杯 45% 
へラミ ガ キ ， ナ デ ， へ ラ ミ ガ キ

細磯少畳
陪 褐 色

良
6，7 7.0 冒コナデ，へラミガキ，へラミガキ 内面明褐色

18.6 

15 7 高杯 25% 
ナデ 細磯やや少

明茶褐色 良
6.2 ナデのちへラミガキ なし、

16 11 高杯
13.0 

16% 
ナデ 細槙少量 明褐色 良

6.9 へ ラ ナデ

で 示す。 17は 37mm・35皿・ 7mm、 18は 36皿・ 33皿・ 8皿、 19は 34mm・31mm・ 6皿、 20は 34mm・34mm• 

5皿、 21は 幅33皿、 22は 厚 さ29皿、 23は厚 さ34皿をそれぞれ測る。 24は粘土の塊を手で担ねたままの

状態で焼成したもので、何に使われたのか、何に使うものなのかは不明である。
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065号住居跡(第174図、図版61)

遺構 004号住居跡の北東 7mに位置する。平面形状は3.2mx3.2mの隅丸方形。確認面からの深さ

は最大で、50cmを測る。床面は平坦で、やや堅く変化している。炉および柱穴等住居に伴う施設は検出さ

れなかった。

遺物 1は高杯の脚部である。裾を大きく広げ穿孔が穿たれている、穿孔は 2カ所確認で、きたのみで、

本来は 6カ所穿たれていたと思われる。そのほかに遺物は少なく図示するものはない。

、ol・ 、
司・
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22420m 
A' 
• 

1.暗茶褐色土層(黒色土・テフラ粒・ソフトローム粒)

2.黒褐色土層(黒色土・テフラ粒・ソフトローム・ハードロームブロック・

炭化物)

3.陪黄褐色士層(ソフトローム・黒色土・炭化物)

第174図 065号住居跡実測図及び出土遺物

成形・調整手法 上段は内面・下段は外面

ハケ調 整，弱いハケナデ

弱し、タテへラミガキ，ハケナデ

066号住居跡(第175・176図、図版61・83・86)

遺構 065住居の東12m(H -8)に位置する。平面形状は7.3mX6.5mの隅丸方形。確認面からの深

さは最大で~36却を測る。床面は平坦であるがやや軟弱である。炉は住居の中央北側と東側に大きく不

整形なものを 2カ所検出した。主柱穴は対角線上に 4カ所検出された。径30"'35畑、深さ70"'95cmを

測る。ほかには西壁南側に接して深さ10"'20cmの長楕円を呈する凹みが検出されているが、その性格

等詳細は不明である。

遺物 1は壷の口縁部である。 2は小型の壷である。胴部の中位に最大径を持ち、括れの少ない頚部

から長頚壷様に口縁部が付く。 3は聾である。口縁部と胴部の一部を欠くものの完形に近い土器であ
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第176図 066号住居跡炉跡実測図及び出土遺物
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指図 遺物
器 種 法量岨 遺存度

番号 番号
成形・調整手法上段は内面・下段は外商 胎 土 色 調 焼成

ロ 8.0 

1 13.14 壷
底

16.96 
へラナデ，ナデ

細様多量 赤 褐 色 優
高 へラナデ，へラナデ
最大

8.4 

2 5.11 壷 49.96 
へラミガキ 細疎，赤色

淡茶褐色 良
ナデ，へラミガキ 粒子若干

10.2 
1.4.5. 18.6 

3 6.9.11 
聾

5.2 
72.96 

へラナデ， へラケズリ，へラナデ
長石粒多量 黒褐色 良

13.14. ナ デ ， へラナデ，へヲケズリ

22 22.0 
17.4 

中粒砂多量
へ ラ ナ デ

4 12.13 聾 5.96 ナデ，へラケズリ，へラナデ，ハケ調整
赤色粒子若 暗茶褐色 良
干

18.4 外色面暗貧褐

5 12.15. 
事 10.96 

へラナデ， ハ ケ 調 整 ， へ ラ ミ ガ キ
中粒砂若干 良

22 ナデのちへラオシ，へラナデ.へヲミガキ 内面淡黄褐
色

自 2.6 聾 33.96 
へヲナデ

細棟少量 黒 褐 色 良
へラナデ及びミガキ

15.6 

7 1.3.4. 
聾

6.4 
10.96 ナデ 中粒砂やや

淡黄褐色
やや

10.13 6.0 ミガキ，へラケズリ 多め 不良

6.11. 6.0 へヲナデ
細書喰多量，

8 
16 

聾 10.96 
ハケ調整のちへラナデ，へヲケズロ

長石少量， 茶 褐 色 良
石英少量

1.3.10 13.4 

9 13.17. 高杯 75.96 
ミガキ，へラケズリ

細磯 楕貧褐色 良
22 

ナデ.ガ キ，へラナデ，へラナデ

9.0 

10 2.6.13 高杯 45.96 
へラミガキ

細磁少量 黒褐色 良
ナデ，へ ヲ ミ ガ キ

11 1.4.6 高杯
13.8 

60.96 
へラナデ，へヲナデ，ハケメ 長石粒，細

赤褐色
8.5 へラミガキ，ハケ調整のちへラミガキ.ナデ 礎

12 7 器台 23.96 
ナデ，へラケズリ，へヲナデ 1皿大長石

暗 褐 色 良
へラ ξ ガ キ ， へ ラ ミ ガ キ 粒

ミガキ，へラナデ，へラケズリ 中盤砂多量
13 13 舞台 16.96 

へラナデ 石英少量
褐色 良

細磯，赤色

14 21 手捜 土 器 100.96 ナデ 粒子若干， 褐色 良
石英位

る。 4.主要の口縁部である。頭部には接合の整形痕が残りあまり丁寧な作りではない。 5も4と同様

に聾の口縁部である。口縁は緩やかに外反し、口唇部はヘラによる連続押捺で波状を示す。 6は聾の

胴部である、底部と口縁部を欠く。 7・8はともに聾の底部である。 9は高杯の杯部である。脚部を

接合部分から欠く。底部には稜を持ち、口縁は僅かに内湾ぎみに直線的に聞く。 10も9と同様に高杯

の杯部である。口縁は徴かに曲線を描きながら大きく聞く。 11は高杯の脚部である。 3カ所に穿孔が

穿たれている。 12・13はともに器台の器受部と脚部の接合部である。いずれも器受部底部には穿孔が

穿たれている。 12には脚部に 4カ所の穿孔が穿たれている。 14は手控ねによる高杯形の土器である。

15・16は土玉である。 15は完形で厚さ42皿、幅37皿、孔径6皿とやや大きめの土玉である。 16は半分

以上を欠く。

067号住居跡(第177図、図版62)

遺構 066号住居跡の東側に隣接する。平面形状は5.0mX4.8mの隅丸方形。確認面からの深さは最

大で67cmを測る。床面は平坦で堅く踏み固められている。炉は住居中央やや北寄りに検出された。主
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挿図 遺物
器 種 法 量 佃 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成 l

番号 番号
口 中粒砂キキ

1 1.5 壷
底 8.6 

16% 
へラナデ 多い，石英

淡 灰 色
高 ナデ，ミガキ 若干，雲母
最大 若干

細棟多量，
2 7.8 高杯

11.0 
25% 

ナデ，へヲナデ
長石石英若 淡黄褐色 良

ナデ
干

柱穴は対角線上に4カ所検出された。径35咽前後、深さ30"-'35cmを測る。ほかには南壁に接して貯蔵

穴様の深さ10cm前後の浅い掘込みが検出されている。

遺物 1は壷の口i縁部である。 2は脚部の裾部分である。 3カ所に穿孔が確認できる。器形等を考え

ると高杯の脚部と思われる。 3は土玉で完形である。厚さ31皿、幅30皿、孔径6皿を測る。焼成・作

りともに丁寧である。

068号住居跡(第178・179図、図版62・84)

遺構 066号住居跡の南側に隣接する。平面形状は5.9mX5.3mの隅丸方形。確認面からの深さは最

大で40咽を測る。床面は徴かな凹凸があり、全体にやや軟弱である。炉は住居中央より西寄りに 2カ

所検出された。主柱穴は検出されなかった。

遺物 1は壷の口縁部付近である。頭部が垂直に僅かに立ち上がり口縁が直線的に聞く。 2口縁部を

僅かに欠くがほぼ完形の要である。やや縦長の胴部から口i縁が開くが、口唇部付近で徴かに内湾す

る。 3~主要である、底部を欠く。球状の胴部から直線的に口縁が聞く。胴部中央付近を中心にしてス

スの付着が観察される。 4は薯の上半部である。球状の胴部から僅かに肥厚したやや低い口縁が直線

的に聞く。 5は高杯の杯部である。底部に徴かな稜を持ち、口縁は僅かに内湾しながら直線的に大き

く聞く。 6は高杯の脚部である。裾部はやや内湾する、穿孔は 3カ所穿たれていると思われる。 7は

多少欠くが、完形に近い器台である。器受部底部には穿孔が穿たれているが、脚部には穿たれていな

い。脚部がわずかに器受部より大きく聞く。

069号住居跡(第180図、図版62・84)

遺構 068号住居跡の東 7mに位置する。平面形状は4.7m X4.0mの間丸方形。確認面からの深きは

最大で25cmと浅い。床面は平坦で全体にやや軟弱である。炉は住居中央より若干南側に検出された。

柱穴は炉の周辺に 3カ所検出されたが、いずれも主柱穴とは考えられずその性格は不明である。

遺物 1は聾の上半部である。口縁は頭部より直線的にやや上方に聞く。 2は聾である、底部付近を

欠く。球状の胴部で頭部はあまり括れないで上方に若干立ち上がり、口縁が外反して付く。 3は甑の

底部付近である。底部中央に径12mmの穿孔を焼成前に穿っているが、焼成時には外側が半分はみ出し

た粘土に塞がれている状態である。器形は鉢形よりも警にちかい器形を呈すると思われる。 4は最大

径が 7cmに満たない小型土器の胴部である。器形・整形等を考えると048号住居跡から出土した小型

壷と類似している。 5は脚の裾部分である。器形から判断すると高杯の脚部と思われる。穿孔は確認
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第179図 068号住居跡出土遺物

。 10畑

7 

挿図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号

ロ 13.8

1 10 壷
底

35% 
ヨコナデ

中粒砂多量 黒褐色
や や

高 ヨコナデ， ナ デ 不良
最大

10.3 
ヨコ方向のへラミガキ，ハクリがはげしい 赤色粒子，

2 9.12 聾
5.1 

85% ヨコナデ . へ ラ ケ ズ リ の も ナ デ . へ ラ ケ ズ リ . 細磯やや多 淡 褐 色 良18.2 
ナデ し、

15.1 
17.0 

ヨコ方向のハケ調整のちヨコナデ，ヨコナデ
9.10. やや

3 
12.17 

聾
20.9 

80% ヨコナデ，タテ方向のハケメのちヨコナデ，へ 中粒砂多量 淡灰褐色
不良

23.9 
ラナデ

15.3 ハケ調整のち軽いヨコナデ，へラケズリのちナ 細磯やや多

4 4.9.12 聾 12.5 
50% デ く，石英粒 褐色 良

19.7 
ハケ調整のちヨコナデ，ハケ調整 若干

24.2 

5 3.10 高杯 50% 
ヨコへラミガキ

細礁少量 淡黄褐色 良
へラミガキ，ハケメのちへラミガキ

8.8 ハケ調整 の ち ナ デ
細線やや多

6 10.14 高杯 40% く.長石. 黄 褐 色 良
ハケ調整のち軽し、ミガキ，ヨコナデ

石英粒若干

7.7 ヨコナデ，ナデ，ナデ
細礎やや多〈

7 2.4.9. 
器台

9.6 
60% ヨコナ デ，へラによる整形のちナデ，タテ方向

雲母片若干，
淡赤褐色 良

11 8.3 のハケ調整のちナデ 赤長色石粒粒子若若干干，

できなかった。

070号住居跡(第181・182図、図版63・84)

遺構 調査区の北側西 (J- 8)に位置する。平面形状は5.7mX4.6mの隅丸方形。確認面からの深

さは最大で、60cmを測る o 床面は平坦で全体にやや軟弱であり、幅、深さ共に10cmを測る周溝が壁に

沿って一周する。炉は住居の南東側に 3カ所検出した。いずれが本住居の炉跡なのかは不明である。

柱穴は検出されなかった。住居の南西隅近く西壁に接して貯蔵穴様の径60cm、深さ30cmを測る掘込み
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第180図 069号住居跡実測図及び出土遺物
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挿図 遺物
器 種 法量咽 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口 13.9

1 7 窪
底

40% 
ナデのちハケナデ 細礁やや多

暗褐色 良
高 9.3 ヨコナデ ， ナ デ の ち ハ ケ ナ デ 、、
最大

14.4 
赤褐色

2 2，9 要呈 85% 
E コナデ ， ナ デ の ち ケ ズ リ 細磯やや多

内面明褐色 良
ヨコナデ，ナデのちケズリ L、

15.7 
黒斑あり

3 7 有孔鉢
6.3 

33% 
ナデのちハケ調整 細磯やや多 明褐色

良
8.6 ナデのちハケ調整 し、 〈黒斑あり〉

4 1，5 壷?
3.6 

75% 
ナデ

細穣少量
明褐色

良
5.3 ヨコナデ，ナデ (黒斑あり〉
6.7 

5 9 高杯
13.2 

30% 
ナデ 細礁やや多 明褐色

良2.7 ナデ，一部ハケナデ し、 (黒斑あり〉

が検出された。

遺物 1は壷の口縁部である。頚部より大きく外反する口縁である。 2は複合口縁壷の上半部であ

る。口縁部は頚部より大きく外反して聞き、口i縁は折り返しにより肥厚しているが装飾的な文様は施

されていない。頭部には粘土紐を貼り付けその上から指先で連続して押捺して文様としている。また

頚部直下にも文様は描かれていない。 3は小型の鉢である。口縁部の一部と底部を欠くがほかはほぼ

完形である。焼成は良い。 4は一部を欠くもののほぼ完形の大型の高杯である。杯部は底部に徴かに

稜を持ち、僅かに内湾しながら大きく開く。脚部は口縁部ほどではないが裾に向かつて開く、 3カ所

に穿孔を穿っている。 5は高杯の脚部で、杯部を欠く。 4とは対称的に裾を大きく広げる脚である。

途中穿孔を段と位置を違えて 3カ所ずつ計 6カ所穿っている。 6は高杯の脚部であるが、杯部との接

合付近で裾も欠く。 5と同様な器形を示すと思われる。 3カ所に穿孔が穿たれている。 7は完形の土

玉である。厚さ32皿、幅34皿、孔径5mmを測る、作りは丁寧で焼成も良い。

071号住居跡(第183図、図版63)

遺構 069号住居跡の東 5mに位置する。平面形状は4.4mX4.1mの隅丸方形。確認面からの深さは

最大で22cmを測る。床面は平坦で全体にやや軟弱である。炉および柱穴などの施設は検出されなかっ

た。

遺物 出土遺物の量はそれほど多くはなく、図示できるものはなかった。

072号住居跡(第184・185図、図版63・85)

遺構 071号住居跡の南東 3m、調査区の東の端に位置する。平面形状は5.2mX4.4mの隅丸方形。確

認面からの深さは最大で、28cmを測る。床面は平坦で中央部がやや堅く締まっているが、全体的にはや

や軟弱である。炉は中央より東寄りに検出された。柱穴は検出されなかった。ただ南壁に接して小掘

込みを有する浅い掘込みが検出されているが、性格など詳細は不明である。

遺物 1は口縁部を欠くが、胴部から底部に至る土師器である。外面の整形は丁寧なへラミガキが施

されている、内面は剥離が激しい。 2は壷の口縁部である、僅かに外反する。内外面ともに剥離が激

-231 -
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2.黄褐色土層(ソフトローム・焼土〕

l 暗褐色土層(ソフトロ ム ・黒色土 ・
焼土)

2.赤褐色土層(焼土粒・焼土ブロック・
ソフトロ ム〕

3 黄褐色土層(ソフトローム・焼土〕

第181図 070号住居跡実測図
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-焼土〕

3 踏黄褐色土層(ソフトローム
-黒色土)
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第182図 070号住居跡出土遺物

挿図 遺物
器 種 法量咽 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号

ロ 16.6
3~5mm大 やや6，15， 底 ヨコ ナ デ

1 16 壷
高

33% 
ヨコナデ，ハケ調整，へラヶズリ

の赤色粒子， 暗茶褐色 もろ

最大
細穣多量 し、

19.6 
細様少量

2 6，7，17 牽 48% 極めて良質 明黄褐色 良
な粘土

9.7 
細磯と 1皿 暗茶褐色

ナデ3 19 鉢 80% 
ヨコナデ，へヲケズリ

大の赤色粒 内面暗黄褐 良

子 色

21. 7 
ヨコナデ， ミガキ，ナデ 細磯 1~ 赤褐色11.4 4 5，18 高杯

15.7 95% ヨコナデ，ハケ調整，へラケズリ， 3岡大の長 内面暗黄褐 良
へラミガキ 石 多 量 色

5 5，8，15 高杯
17.8 20% 

へラケズリ，ナデ 細磯，赤色
淡黄褐色 良

へラミガキ，ナデ 粒子

6 2 高杯 25% 
ナナメミ ガキ

細磯若干 赤褐色 良
ヨ コ ケ ズリ，へラミガキ

しい。 3はほぼ完形の薯である。最大径を胴部上位に持つやや肩の張った感じの聾である。内面は剥

離が激しい。 4は口縁部の一部を欠くがほぼ完形の警である。球状の胴部からやや外反する口縁が付

く。内外面とも剥離が激しい。また外面中央付近にはススの付着が観察される。 5は口縁部を欠く聾

である。最大径を胴部の下位に持つ。この土器も内外面の剥離が激しい。 6は台付棄である、口縁部

付近を欠く。球状の胴部の底部に小さめの脚が付く。整形はさほど丁寧ではない。ここでも器面の剥

離が目立つ。 7は高杯の杯部である、脚部は接合部分から欠く。杯部は底部に徴かな稜を持ち僅かに

内湾しながら直線的に大きく口縁が聞く。へラミガキも丁寧に行われている。 8は7と同様に高杯の

杯部で、脚は接合部分から欠いている。杯部は横方向のヘラケズリによる徴かな稜を持ち、僅かに内

湾しながら口縁が聞く。聞き方は 7ほどではない。口縁部の内外面を除き割合と丁寧にへラミガキが

施されている。杯部内面の中央付近は剥離が激しい。 9は高杯の脚部である。穿孔が 4カ所に穿って

いると思われる。 10は完形の土玉である。厚さ36皿、幅34皿、孔径5皿を測る。焼成は良好である。
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' 1 .黒褐色土層(黒色土・テフラ粒)

2.暗燈褐色土層(黒色土・テフラ粒〉

第183図 071号住居跡実測図

073号住居跡 (第186図、図版64)

遺構 調査区北側西端 (E-7)に位置する。平面形状は3.1mx3.0mの隅丸方形。確認面からの深

さは最大で;20cmと浅い。床面は平坦で全体にやや軟弱である。炉及び柱穴などの施設などは検出され

なかった。

遺物 出土遺物の量は少なく、図示できるものはなかった。

o 7 4号住居跡 (第187図、図版64・85)

遺構 057号住居跡の西 9m、調査区の西の端に位置する。平面形状は3.8mX3.7mの隅丸方形。確認

面からの深さは最大で~36cmを測る 。 床面は微かに凹凸があり、全体にやや軟弱である。 炉は住居の北

東側に偏って 2か所検出された。柱穴は検出されなかった。南壁の西寄りに壁に接するように貯蔵穴

(70cm x 62cm x 40cm)が検出された。

遺物 lは聾である。球状の胴部に直線的に開く口縁が付く 。頭部から胴部にわたってススの付着が

観察できる。 2は聾である。全体に整形が粗く行われており、器形も歪んでいる。底部は僅かに上げ

底状を示す。 3は鉢である。口縁部に面取りが施され、口唇部は刃状に鋭角に整形されている。頭部

の括れは少ない。全体に整形は丁寧で焼成も良い。 4は聾の底部である。 5は高杯の脚部である、杯

部は欠く 。穿孔は 4カ所に穿たれている。
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2 暗褐色土層 (黒色士・ テフラ粒・
ソフトロ ーム)

3.暗黄褐色土層(テフラ粒・ ソフ トロ ム
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第184図 072号住居跡実測図
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2 黄褐色土層
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088号住居跡 (第188図、図版64)

遺構 調査区北側西端 (E-8)に位置し、 073号住居跡の南側になる。東側を削平により消失し全体

の形状は不明だが、 4.0mx3.6mの隅丸方形を呈すると思われる。確認面からの深さは最大で;16却を

測る。床面はソフトローム上に確認され、硬化したところは確認されなかった。炉は確認できなかっ

た。南西済みに小掘込み(18四1)が lカ所検出されている。

遺物 出土遺物の量は少なく、図示できるものはなかった。

以上、本遺跡から検出された古墳時代前半の住居跡について順にその概要を述べてきた。その数は

70軒を数え、今回の調査で検出された遺構の中で、も群を抜く 。以下に検出された住居跡について簡単

にまとめることにする。
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第185図 072号住居跡出土遺物

-⑧-

①10 。 10c皿

挿図 遺物
器 種 法量 cm 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
ロ

赤褐色に黒
底 7.2 細礁，長石1 9 壷
高

70% タ テ 方向のへラミガキ
粒 多 量

斑有 良

最大
内面黒褐色

2 12 壷 84% 
タテ方向のへラミガキ，ヨコ方向のへラケズリ

細礁少量 暗黄褐色 良
ミガキ

18.9 ヨコ方向のナデ，タテ方向のへラケズリ 暗灰赤褐色
3 3，5，9， 

察
7.6 95% ヨコ方向のナデ，タテ方向のハケメ，ヨコ方向 細磯 内面暗茶褐 良

12，17 24.9 
のへラ ミガキ 色

ヨコナデ，ヨコ方向のへラケズリ，タテにへラ
暗赤褐色4 12 聾 90% ケズリ 細磯多量
内面貧褐色

良
ヨコナデ

ヨコ方向の弱L、ナデ
赤 褐 色

5 10 聾 40% 細線 内面暗黄褐 良
タラ売へラケズリ

色
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挿図 遺物
器 種 法量 c四 遺存度 成形・調整手法 上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号
口

暗褐色
底

6 9 台付費
高

60% ナナメ方 向 の ハ ケ 調 整 ， ヨ コ 方 向 の ハ ケ 調 整 細礁 内面暗黒褐 良

最大15.6
色

7 2.14 高杯 45% 
事事し、ヨコナデ 細書購少量

暗貧褐色 良
タテ方向のへラケズリ 黒雲母粒

20.7 

8 11 高杯 45% 
ヨコナデのちナナメへラミガキ

細磯 明賞褐色 良
ヨコナデのちナナメへラミガキ

9 7.11 高杯 25% 
タテへラミガキ，ナデ

細型軽多量
淡褐色に黒

良
君事し、ヨコナデ，へラミガキ，へラケズのちナデ 斑有
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一一¥
a -;- 1 暗褐色土層 (黒色土・テフラ粒・ソフトローム)

2.暗燈褐色土層(テフラ粒・黒色土)

第186図 073号住居跡実測図

住居は調査区の全域にある程度の空間を持ちながら不特定であるが複数戸まとまって分布している

状態である。本遺跡の住居は E層(本遺跡では新期テフラ層)を掘り込んでいるものが多く、ソフト

ローム(皿層)まで掘り込んだものは少なく、壁・床面などが明確に把握できないものが多少あった。

こうして検出された住居は重複が考えられる041号住居跡と044号・ 045号住居跡の重複を除くとほか

は接近はするもののお互いに切り合うものは見られない。時期的には 3世紀後半代に集落が営まれた

ようである。

住居の規模は一定しておらず、大きい住居跡は平面形で一辺約 8m四方のものから一辺約 3m四方

の小さいものまで様々である。これら規模の相違は集落の営まれた時期の違いによるものでもなさそ

うである。住居の規模の平均的なものは一辺が約 4'"'-'5m四方の平面形状を示す住居で、ある。次に施

設について見てみると、床面に lカ所または複数の炉を設けることが一般的のようで、地床炉が多く

検出された。なかには炉も検出きれない住居もある。これら炉をもたない住居では炉以外にもカマド

内
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1 .赤褐色土層 (焼土ブロック・ソフトローム)

2.黄褐色土層 (ソ フトロ ム焼土粒)

。 2m 
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a 
• 24.50m 
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。 1m 

1 .暗褐色土j雷 (黒色土・テフラ粒)

2 暗黄褐色土層 (テフラ粒 ・黒色土 ・炭化物)

ど3.暗褐色土層(黒色土 ・テフラ粒)

4.黄褐色土層 (テフラ粒 ・黒色土)

5.黄褐色土層 (ソ フトローム・テフラ粒・

黒色土)

¥ トイ

第187図 074号住居跡実測図及び出土遺物
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挿図 遺物
器 種 法量咽 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 士 色 調 焼成

番号 番号

1.2.4. 
ロ 20.4 陪 褐 色

1 8.12. 聾
底

25% 
ヨコナデ 細礁 1皿大

内面暗黄褐 良
高 ヨコナデ，タテナデ，へラケズリ 多量

13.14 
最大

色

14.8 
明黄褐色

3.9 ヨコナデ，へラケズリ 細礁 1皿大
2 1.6 聾

17.9 
66% 

ヨコナデ，ハケ調整，ハケメののちへラケズリ 多量
内面明赤褐 良

色

12.4 

3 10 鉢 20% 
ヨコナデ，へラケズリ 細礁 1皿大 暗黄褐色

良
ヨコナデ，へラケズリ，へラケズリ 長石 内面黒褐色

4 14 饗
7.3 

10% 
ナデ 細磯 1~2 暗赤褐色

良
へ ラ ケ ズリ 血多量 内面暗褐色

5 1.4.11 高杯 50% 
ヨコ ナ デ

細磯少量
陪赤褐色

良
へラミガキ 内面赤褐色

、
司・

〈・

入
‘、.、、

、

a
，a
a
a
'
'
'
 

.，. 
〈・ o 2m 

ト一一一一一 ←一一 ~ 

第188図 088号住居跡実測図

、
司・

1 .黒褐色土層

(黒色士・テフラ粒)

2.暗燈褐色土層

(黒色土・テフラ粒)
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を作り使用した痕跡は全くない、さらにカマドの使用を示すような遺物も全く出土しておらず、カマ

ドの使用は考えられない。それから壁に沿って検出される周溝は数軒で検出されたにとどまり、その

ほか残りの大多数の住居からは検出きれなかった。同じようなことが柱穴にも見られ、主柱穴が明確

に検出・確認された住居はそれ程多くはなく、半数以上の住居に柱穴が検出きれない状況にある。貯

蔵穴については極めて少数の住居跡での検出に限られている。その規模・形態および住居内での位置

は一定していない状況である。住居の地面への掘り込みは遺構の検出面から深いもので、約70cm、浅い

もので、約10咽を測り、一定ではない。平均的な掘り込みの深さは約30""'-'40cmの深さである。当時の生

活面を現在の地表面近くに設定したとしてもそれ程深くは掘り込んではいないのではないかと考えら

れる。

本集落(遺跡)はまだ周囲に広がる様子が今回の調査からも十分に伺かがえるので、詳しくは今後

の残る調査の結果を待ってさらに詳しく検討したい。
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b.掘立建物跡

住居跡以外に検出された遺構は掘立建物跡が l棟のみであった。以下にその概要をのべることとす

る。

050号掘立建物跡 (第189図、図版65)

調査区中央の東の端、 031号住居跡の南に接近して検出された。側柱のみの検出で、平面の形状は 3
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第189図 050号堀立柱建物跡実測図
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間 C6 m) x 3間 C5.1m)でやや東西に長い。また、東西の各妻中央外側に柱穴列に接するようにそ

れぞれの側に 1カ所づっ柱穴が検出されている。本掘立建物跡にともなうものであろう。しかし何に

使われたものかは不明である。掘方は径35"-'50cm、深さは一定せず最も浅い20cmから最も深い58咽と

様々である。

掘立建物跡は調査区の東の端に接するよう検出された、住居跡の検出状況などを考え合わせると掘

立建物跡が単独の 1基のみでの検出とは考えられない、調査区の東側にもさらに複数の存在は十分に

考えられる。遺構に伴出する遺物はなかったが、時期的には周囲住居跡の時期や状況等を見ると古墳

時代の前半としてもよいであろう。詳細な検討は今後の調査の結果を待ちたい。

2.ゲリッド出土遺物

a.ゲリッド出土土器(第190図・図版86)

遺構以外の包含層からも僅かではあるが土器の出土がみられた。その多くは破片であるが、ここで

は器形が復元できた土器を中心に述べることとする。おもに出土したグリッドはl1F、12E. 12Fの

3グリッド、からである。遺構は検出されていない地域であるが、あるいは本来遺構に伴なったものか

もしれない。

w. 
5 

ノ¥
6 

間! 回 白
9 

7 

。 lOcm 

第190図 グリッド出土土器実測図
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挿図 造物
器 種 法量 cm 遺存度 成形・調整手法上段は内面・下段は外面 胎 土 色 調 焼成

番号 番号

12E-25 口 16.2 細粒やや多い，

1 .35 聾
底 6.8 70% 

へラに よる襲形 赤色粒子少量，
貧褐色 良

高 21.3 へラによる整形，へラケズリ 石英・長石-1 
長量メζ21.6 粒 若 干

12E-25 06.6) 細磯やや多

2 
.35 

聾
6.4 65% 

へラに よる整形 い，長石粒
褐色 良

1 (20.3) へラに よる整形 少々，石英
-2 20.4 粒 若 干

llF-05 3.8 へラケズリののちナデ 細粒礁子， 赤色3 . 15 要 24.5 30% 
へラ〈先 〉 に よ る タ テ 方 向 ミ ガ キ 若干

茶灰褐色 良

1 08.9) 

12F-60 9.2 細礁やや多

4 .70 高杯 50% 
ナデ い，赤色粒

賞褐色 良
ナデ 子，石英粒

-1 
若干

llF-05 

5 
. 15 

高杯
10.4 55% 

へラミガキ 細磯，赤色
暗茶褐色 良

一1 (6.8) ナデ，タ テ方向のへラによる整形，ヨコナデ 粒子若干
-2 

llF-05 8.5 
ナデ， へラによる整形 細棟，赤色

自 15 器台 (5.2) 50% タテ方向のへラミガキ，ヨコナデ，へラによる 粒子少量， 黄褐色 良
-1 成形 黒母片若干

1 . 2は12E区からの出土でともに土師器の聾である。内外面ともへラによる整形が行われてい

る。ともに胴下半部に稜ともいえないほどの屈曲が見られ、接合痕も観察される。土器の上半部と下

半部が別々に作られ結合されたときのものであろうか。 3はllF区からの出土の聾である。内外面と

もへラによる整形が行われている。 1・2と違い胴部上位に最大径をもち、底部が器形のわりに小さ

い。 1-----3ともに胴部中央付近にほぼ一周してススが付着している。 4は高杯の杯部である。脚部と

の接合部で欠損している。二次焼成を受けた痕跡がある。 5は高杯の脚部である。裾は大きく開き、

3カ所に穿孔が穿たれている。 6は器台の脚部である。器受部から脚部に掛けて穿孔があるが、脚部

には穿孔は見られない。 7は小型の警の破片である。薄手で焼成も良好である。胴部にはへラによる

沈線で格子状に文様が刻まれている。 8は手控土器である、鉢形を呈する。 9は非常に小さい手担土

器である。

以上、遺構外出土の土器についてその概要を説明してきた。土器の種類・器形・法量・製作手法な

どを見ると古墳時代前半の土師器の特徴を備えており、本遺跡の住居跡から出土する土器の特徴とも

一致する、ここにまとめて示した遺構外出土の土器は古墳時代前半期の土器としてよさそうである。

b.古墳時代の石製品・石器

石製品(第191図、図版86)

調査区の北西端に位置するグリッド5F-36から薬玉 1点と丸玉 2点、グリッド4H-14から丸玉 1

点計4点が出土している。この内グリッド5F-36から出土した丸玉 1点(瑛拍製)は細かな破片に割

れてしまい、復元が不可能で原形を知ることが出来なかった。残る 3点についてその概要を述べるこ

ととする。

1は薬玉で一部に欠損も見られるがほぼ完形である、石材は硬玉製で長径24mm・短径17皿を測る小

型の扇球形の玉である。玉には長軸に沿って両端から径4-----6皿を測る孔が穿たれている。表面は丁

内

4
8
性

円
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寧に磨かれている。ほかには装飾もない。 2は丸玉で石

材は瑛拍製で・径llmm・厚さ13凹を測り、やや偏平で臼玉

を思わせる形状を呈する。中心には両端から径 3"-'4皿

の孔が穿たれている。表面は小さな凹凸が多数見られあ

まり丁寧な造りとはいえない。また割れてしまったもう

1点の丸玉も現拍製であり破片の状況から同様な形状を

第191図 古墳時代グリッド出土玉類実測図示すと思われる。 3は丸玉で石材は硬玉製で径 7皿・厚

さ6皿を測る。中心には両端から径 2"-'4mmの孔が穿た

れている。表面は丁寧に磨かれている。

これらの玉類は包含層からの出土で何等かの施設に伴うものではなかった。また出土した周囲にも

関連するような施設・遺構は検出されていない。さらに出土地点が台地の外れ近くであり、集落を考

えてもその外側に位置している。これらの単独での出土は考えにくく、今後改めて検討が必要と思わ

れる。

-⑥- 一③- 一⑨-

。2 ① 3 

。 10叩

石器(第192図、図版86)

昭和57・58年度と 2回にわたる調査で、住居跡から石器の出土があった。その中で古墳時代の所産

と思われる石器が少数だが見られた。以下にそれらの石器の概要を述べることとする。

1は砂岩製の磨石である、平坦面と側面に使用によると思われる磨痕が見られる。また敵打による

と思われる剥離痕が一部に残る。しかし本来の使用の詳細は不明である。 2"-'5は砥石であるが、破

片で、ほぼ完形で残るのは 5のみである。 2. 3は砂岩、 4は流紋岩、 5は粘板岩製である。 2 • 3 

の盤状に平たいものと 4・5の棒状のものとの 2つの種類に形態分類できる、使用目的がそれぞれ

違っていたので、あろうか。 4. 5の形状のものは現在でも鎌などの刃を研ぐ砥石によく見られるもの

である。 6"-'9は軽石(浮石)である。いずれも多孔質の淡色の軽石である。 7は長方体に整形して

おり、 9は図の下方の部分が面取りして整形した様に使用の結果による摩滅が観察される。 6・8は

使用によるものなのか加工によるものなのかは判然としないが、擦れたような痕跡が見られる。ま

た、いずれの軽石も孔を穿った様子はない。

以上、石器についてその概要を述べたが、砥石は明確にその使用目的もはっきりしているが、その

ほかの石器についてはその使用が判然としない。軽石などは形状・加工された部位等が違い一様にそ

の使用目的を決められない。
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古墳時代石器実測図(遺構出土)
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第8表古墳時代石器計測表

挿図 遺 物 計測値(皿皿〕 重量
打面 細部調整 材 備考分 類 石

番号 出土地点 番号 長さ 幅 厚さ (g) 

1 052 10 磨石 ( 9.5) 5.7 1.9 152.7 砂岩 b 

2 038 25 砥石 10.0 9.9 2.6 380.4 砂岩

3 070 14 砥石片 ( 4.2) 4.5 1.7 48.9 砂岩

4 044 -2  砥石片 ( 5.4) ( 5.0) ( 2.1) 48.1 流紋岩

5 030 -27 砥石 11.1 3.8 2.4 169.5 粘板岩

6 054 2 軽石 6.3 4.6 3.0 16.1 

7 066 13 軽石 4.0 2.6 2.6 5.6 

8 009 18 軽石 7.2 9.1 4.8 41.0 有

066 -8  軽石 15.5 a 
9 

軽石
4.7 5.1 3.9 

066 8 3.5 b 

lV.その他の時代の調査

1 .弥生時代の調査

a.ゲリッド出土の土器

本遺跡の北側、昭和58年度の調査区域では残念ながら遺構よりの出土ではないが弥生時代の土器が

僅かではあるが検出された。以下に出土した土器について文様等がはっきりしている土器破片につい

てその概要を述べることとする。

弥生式土器群(第193. 194図、図版35)

第193図 1は大型の壷の頚部付近である、形を成す土器の出土はこの I点のみであった。頚部は無

文で、半蔵竹管様工具による平行沈線

で区画された中に格子目を描きながら

上段に鋸歯状の文様を、下段に帯状の

文様を巡らしている。そして文様帯以

外の空間には一様に赤彩されている。

頚部以下の胴部には撚糸文が一様に施

されている。第 194図 2"-'28は土器破

片である。2"-'6ば口縁部の破片で外

へ向かつて大きく開く、口縁部は粘土

の折り返しにより肥厚し、さらに口唇

部から口縁部にかけて撚糸文が一様に

施されている。加えて無文の頚部には

。 lOc皿

第193図 弥生時代土器実測図(グリッド出土〉
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櫛歯様工具による文様を、 2は縦位に等間隔を於いて、 5・6には横位に波形文を施している。 7・

8は口唇部付近に段を持たない口縁部の破片である、 7は口唇部にへラ様工具による短沈線様の刻み

が、 8の口唇部には棒様工具の刺突が加えられ波形様の文様を作っている。ている。 9. 10・12'"18 

は頚部および胴部の破片である、細い縄文または短軸絡条体による文様が施されている。そのうち 9

・10は縄文が施文されていない区域に赤彩が施されている。11は口縁部である、口唇部には棒様工具

による刺突が加えられ波形様の文様を作り、以下には撚糸文が施されている。19"'23は頚部付近の土

器である。無文帯には櫛歯様工具を用いての平行沈線を縦横または波形様に施文し文様を描いている。

24"'28は底部の破片である、胎土・焼成などtから弥生式土器の底部と判断した。すべて平底を呈して

いる。底部外面に、 24は布目痕が、その他は木葉痕が観察できる。
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第194図 弥生時代土器拓影図 (グリ ッド出土)
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以上、本遺跡出土の弥生式土器についてその概要を施文されている文様を中心に述べてきた。概観

すると、弥生時代後期の土器群の特徴を備えているものが多い。第193図 1の土器は久ケ原式期に比

定できると考える。そして第194図に示した土器破片は小さいものが多くなかなか分類は難しいが、
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第194図の 8・11・12・16および底部の土器などはいわゆる「北関東系Jとも「臼井南式」とも言われ

る土器群と考えられる。本遺跡が立地する印施台地を含む千葉の北部では、弥生時代後期の土器群の

なかには関東の北東地方の弥生式土器に類似する土器群またはそれらの要素を備え持つ南関東地方の

土器群も見られるなど、現在でも当該期の土器群について十分に把握されていない状況にある、さら

に詳細な検討が必要である。

b.ゲリッド出土石器(第195図、図版36)

昭和57・58年度と 2回にわたる調査で、若干ではあるが石器の出土が見られた。遺構と包含層から

それぞれ 1点ずつの出土が見られた、次に遺物の説明を述べる。

1は013号住居跡から出土したもので、砂岩製の磨製石斧である、刃部は丸みを帯び、一部には剥離

(刃こぼれ)の痕が見られる、使用の結果と思われる。また柄の部分には扶りが入れられている。 2

は花崩岩製の磨石であるが、完形品ではない。周囲と平坦面の一部に擦痕が認められる、また長軸の

端部は敵打によると思われる剥離が観察され、多様な目的のために使用されていたようである。

分 類

磨製石斧

磨石

第195図弥生時代石器実測図

第9表弥生時代石器計測表
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第3章結 語

1 .先土器時代(第196--199図)

先土器時代出土の石器を接合資料を除いた地点別・器種別を一覧できる様に第196図に示した。なお、図

表中の地点外出土の遺物をのぞく遺物実測図正面の最下端がその遺物の出土した標高を示し、さらに実測

図上位にその遺物の石材を示す記号を付した。この図表を参考にして、本遺跡出土の石器群について概観

し、くわえて本遺跡の先土器時代について簡単にまとめてみることにする。

本遺跡出土の先土器時代遺物は、とくに石器群に限定してそれを構成する石材、石器組成、そして剥片

剥離技術などから本県での先土器時代文化に、石器の産出層準を参考にして石器組成を中心に文化層の編

年に対比して見ると「下総na期」に帰属する第 l地点、「下総nb期」に帰属する第2地点と第3地点の

二つに分類が可能であると考えられる。そのなかで第 1地点では黒曜石の石核を中心にして剥片の接合が

見られ、石器の製品を受け入れていただけではなく石器を製作していた可能性も十分に考えられる。さら

に第2地点では石器群に重複し広範囲にわたり受熱により赤色に変色したり、細かく割れたと考えられる

礁や膿破片が数多く出土している。礁とくに挙大の重さ200g前後の大きさのものは先土器時代の「調理用

具」でねその集まった膿群は「調理施設」の可能性を示すものとも言われており、本遺跡出土の礁・膿破片

もその多くが「調理用具」として使用されていたものとも考えられる。そこで、本礁群の礁・礁破片につい

て以下に行を改めてもう少し詳しく検討することにしたい。これら地点出土の遺物に加えて、地点外から

出土した石器をも概観して見ると、「下総nc期J以降の文化層に帰属する遺物の出土も見られるなど本遺

跡が立地する台地は先土器時代も長期にわたって人々の生活に係わっていたことをうかがわせている。

。第2地点出土の礁・磯破片について

0研究略史

はじめに「礁群」の研究史について非常に簡単であるが触れることにする。醗群そのものは、先土器時代

の研究の出発ともなった岩宿遺跡の調査でも石器群にともなって発見されており、先土器時代の石器群研

究が本格的に開始され始めた初期の段階からその存在が知られていた、そして先土器時代の存在が明らか

になるにしたがって礁群も石器群と同様に先土器時代の人々らの生活・文化を研究するための重要な資料

であることの理解や注意が向けられていた。石器群の調査のなかで喋群の発見も多くなり礁群そのものに

ついて機能や用途などについても研究され、多くの研究者が様々な解釈を提示したが、蝶群の性格を明確

に示すものはなかった。そして途中、先土器時代の研究は「石器群」にその研究の主眼がおかれて礁群の研

究が停滞した一時期があったが、近年埋蔵文化財の発掘調査の数も増大し、また調査面積もそれに伴って

増加して、より深く、より広範囲にわたって調査が出来るようになった。そしてこのことは礁群の発見さ

れる機会をも増やす結果になったわけである。こうして増加してきた「蝶群jには同じ「礁群Jではあるが
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その形態に違いがあり、さらに礁群を包蔵する遺跡の立地する台地、そしてその台地での検出される位置

及び産出する層準などによってもその様相が様々であることが知られてきた。また最近では様々な視点か

ら研究がなされるようになり、その研究の増加に伴って石器群とともに礁群の検出例も増加してきた。層

準的にはいわゆるAT(姶良 an丹沢パミス)降灰以後の「下総na期jからの検出例が多い。

0第2地点出土の遺物について

本遺跡第 2地点で出土した先土器時代遺物について再度その構成について簡単にまとめることにする。

産出層準は立川ローム層の rm層J(ソフトローム層)下部から rlV"-'VJ層にわたっている。下総台地で

はいわゆる E層に続く「ハードローム」に相当する rlV層」が困層のソフトロームとの同一化も考えられ、

産出基準はlV"-'V層である可能性を考えておかねばならないだろう。この層準は千葉県での先土器文化の

「下総nb期Jに相当する位置でもある。出土した遺物の総数は1025点、うち石器群としては104点が識別

可能で、あった、なお詳細は本文第2章 iの r2.遺構と遺物」で述べているのでここでは省略する。残りの

921点が礁群として分類が可能であった。この礁群のうち接合を行わずに個体として分類できたのは僅か

に30点にすぎなかった。残りの891点は破片である、このうちの233点は徴細な破片であったので資料とし

て使用出来ない状況にあった、結局残った668点について「礁群J資料として接合・分類などに使用が可能

であった。この数量でも第2地点出土の遺物総数に占める割合は65.6%を越え、さらに破片の233点を加え

ると実に90.1%にもなる。つまり礎・穣破片の方が数量的には石器群をはるかに上回り、本地点が石器群

を主体に礁群が伴うといったものではなく、逆に喋群に石器群が伴うかたちの遺物群の構成である。また

完形礁が非常に少なく大部分は礁の破片であり、広範囲にわたって出土している。本礁群がどの様な状況

の結果、今に至ったかをで、きうる範囲で検証してみようと思う。

or礁群」とは

現在一般に多く用いられている「礁群」と言う二字の熟語から想像されるものは礁(河原)などでよく見

かける石)の集まったものと言うような、想像は出来るもののその実判然としない漠然としたものである。

研究史の前半でも「礁群」、「配礁」などとその表現も研究者によって様々であり、固定的な概念ではなかっ

た。疎群が初めて定義されたのは野川遺跡の報告で、「挙大の礁が密集するもの」とされ、「配石J(幼児の

頭大の礁が点在するもの)とは区別された。しかし密集とはいったい何個の礁がどの様な状態にあるのか

具体的には示されず、本文中でもかなり例外とするものも多い状況であった。つまり、この定義でもまだ

外部の部分の解釈にとどまっている感がありまだ不透明の中にある、しかし一般的にはこの定義が定着し

ているようである。近年、礁群の発見例が増加してきたなかでその形態がさまざまな様相を示すものであ

ることが徐々にではあるが分かつてきた。最近ではこうした礁群の総体的な検討に加え、醗群を構成する

礁そのものの属性の検討からその集合体である礁群個別の属性についても検討されるようになった。こう

したなか傑群を構成する礁のほとんどが、その表面が赤色に変化し、ひびが入りさらに割れている状態に

あることにも注目し、「膿群」とは『主に挙大 (500g前後)以下の焼け礁によって構成される礁のまとま
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り』として定義し、(焼けていなL、〉礁の集まりであると一般に理解されている「膿群」は本来その用途な

どに違いがあり、区別されるべきであるとして別の名称を考えるべきであるとする研究者もいる。

礁が赤く変色し、ひびが入札そのために割れてしまう状態は、礁を個別として見た場合、結果に至るま

でには様々な要因が加わっていることが考えられるが、とにかく一定以上の熱を一定期間(時間)を越え

て受けた結果もたらされる状況のものであることは間違いないであろう、受熱による礁の変化はその蝶ま

たはその礁を内蔵する諜群のー属性にすぎないとも考える。発見される醸群の多くがこの様な状態にある

礁が集まったものであっても、それはその疎群が何等かの使用の結果であり、熱を受けない礁の同様な集

まりはその使用がなかったか、それに至るまで使用きれなかったか、はたまた全く使用されなかったのか、

様々な状況をも考えておかなければならないのではないだろうか。

以下、ここで言う「疎群」とは「本来、主に挙大以下の自然礁~丸みを持ち意図的に破砕された部位を持

たない~によって構成される、または構成されていた礁|・磯破片のまとまりJを意味し、受熱による礁の

変化は1特別「疎群」の判断の根拠とはしていない。

0疎・礁破片の分類

次に第2地点出土の膿・疎破片についての分類を行うことにする。なお分類の対象とした資料は、接合

作業により 2点以上の破片が接合した資料106個体と、個体として分類可能な50%以上残る接合しない礁

・醸破片の30点を含む合計136点(破片数では698点)について分類作業を行った。

1 )礁群を構成する礁の石質

礁群構成礁の石質は第11表に示すとおりである。不明(11.7%)を除く、 120点について分類すると、 11

種類の石質に分類できる。そのうち砂岩 (29.4%)、チャート(18.3%)、安山岩(16.9%)の3種類で全体

の65%を占め、凝灰岩 (7.3%)、花崩岩 (6.6%)、石英 (3.7%)と続く。そのほかは1.5%以下と非常に少

量の出土である。

ここで、本疎群に関係する礁の産地、あるいは供給源について簡単に触れておきたいと思う。本礁群の

主体を占める棟、とくに中心である砂岩、チャート、安山岩の 3種類の石種は本県内の疎群でも多く利用

されている主要5種類の内 3点でもある。これらの礁の産地(供給源)は現段階では特定は難しいが、供給

源と考えられる地域がある。本県には東京湾岸部(富津市付近一長浜層と呼ぶ〉から房総半島中部(万田野

層と呼ぶ)に大きな礁を含む穣層が存在し、礁の岩石種類はチャート、砂岩がその中心を占め、ほかに少量の

メノウや安山岩も見られることが知られている、大きさは長きが 5""""'10cmが主体である。

本遺跡の立地および、利用されている岩石の種類・構成などを見ても本県中央部に存在する礁層に包含

されている礁が第2地点の醸群を構成する礁、加えて本遺跡出土の石器素材または礁の供給源になってい

た可能性を十分に考えておかなくてはいけないであろう。

2)礎群を構成する礁の大きさ

喋群構成礁の大きさはおおむね「挙大」以下ではあるが、ある一定の大きさのものが目立つようだ。本礁

群は復元礁の復元率が50%以下の礁が70点と過半数を越えており実数としての把握が難しい、そこで、長

内
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さについてのみ観察すると、長さ 3咽"-'7咽、及び 7cm "-' 12cmの礎が56点と集中している。本礁群では長

さが 3咽"-'12cmの礁が最も多く利用されていることが分かる。ただ最小長と最大長に 4倍近い差があり、

醗群の大きさのばらつきが大きいことが想像できる。また、復元率が50%以下の礁についてみても長さ 12

cmを越えるものはほとんど見られないと言ってよしおおむね本蝶群に使用された礁の大きさは長さ 12cm

を越えるものはほとんど見られないと言ってよしおおむね本礁群に使用された礁の大きさは長さ 12cm以

下の長さ 7cm前後の礁が多用されたと考えられる。

第11表 第2地点出土蝶・礁破片の石材別占有率

石材名
'フ=圭¥:;刀M 大中 復冗復元礁復元率

小計
礁の大きさ (長さ比単位c圃)

小計 占有率 備 考|
磯数 穣片 個体数占有率 <50%! >50% '" 1 i '" 3 i '" 7 i '" 12 i 12'" 不明

砂 岩 3 6 31 29.3% 11 20 40 。。13 5 i 。22 40 29.4% 

チャート 1 。24 22.7% 13 11 25 。。9 6 ! 。10 25 18.3% 

安山岩 l 2 20 18.9% 3 17 23 。。3 3 i 。17 23 16.9% 

凝灰岩 l l 8 7.5% 2 6 10 。。3 2 。5 10 7.3% 

石 英 。。 5 4.7% 4 5 。。 。。4 5 3.7% 

花尚岩 3 4 2 1.9% 1 9 。。4 。4 9 6.6% 

流紋岩 。。 2 0.9% 。2 2 。。。。。2 2 1.5% 

変成岩 l 。 l 0.9% 。2 。。。 。 2 1.5% 

礁 岩 。。 0.9% 。 。。。。。l 1 0.7% 

頁 岩 l 。 0.9% 。2 。。1 。。2 1.5% 

粘板岩 。。 1 0.9% 。 l 。。。l 。。1 0.7% 

不 明 3 3 10 9.5% 3 7 16 。。 l 13 16 11. 7% 
l口h 員十 14 16 106 100.0% 36 70 136 。。35 21 79 136 100.0% 

* 第 2地点検出遺物のうち石器以外の礁・礁破片の総数は921点 (90.1%一検出遺物総数に占める割合)、復元礁の破片総数は

668点 [72.8%一磯・磯破片総数に占める割合J(65.6%)を数える。ほかに個体として数えられるものが30点 [3.3%J(3.0%)、

合計698点 [76.1%J(68.8%)を資料として使用。残り222点 [23.9%J(21.5%)は小破片であり、資料としての使用ができな

かった。なお、礁・礁破片以外の104点 (9.9%)はいわゆる石器として報告している。

3)礁群を構成する礁の重さ

まず、完形礁についてみると総重量1，183 g、平均重量91.0230g、標準偏差78.5976gとなる。また、復

元礁のうち復元率が50%以上の礁35点(復元礁106点の33%)についてみると復元礁推定総重量5，205.5g、

平均重量148.7285g、標準偏差別.7581gとなる。これらを平均してみると 119.8gとなり、長さ 7咽前後

の砂岩礁の重さに近い値である。完形礁の平均重量と復元礁の推定平均重量との差が57.7gもある。この

礁の平均重量の差は、復元礁の総重量を残存する礁の重量から推定し求めた結果のためであると考える。

復元礁の推定総重量は総体的に本来の重量よりは重めの数字を示していると考えられるので、若干割り引

いてみる必要があるだろう。また、双方の標準偏差をみると、完形礁では、 78.5976、復元礁では91.7581と

大きな数値を示す、この数値はともに資料の礁個体の重さに大きなばらつきがあることが分かる。礁個体

の重さは石質の違いにもよると考えられるが、礁の大きさの違いが最も関係していると考えられる。
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4)礁群を構成する礁の表面の状況

本群を構成する礁は完形礁が少なくほとんどが礁破片であるが、そのすべてを観察すると、受熱による

疎表面の赤色変化はほとんどの礁に見られる。このことから、これらの礁は礁群の主たる性格である「調

理施設」を構成していた礁であることが十分に考えられる。しかし、これらの礁にはススまたはタール状

の付着物と思われるものが観察されたのは数点のみで、それも極めて狭い範囲に付着しており特定は困難

である。

5)棟群を構成する礁の分布

まず、水平分布についてみると、本文でも述べたように総体では東西16m、南北12mを測る広い範囲に

分布(第 8図及び第14図参照)している。他遺跡で検出されている多くの礁群でもこのように広範囲にわ

たる礁の分布は一般的ではなく、多くは径 1，-，.__2mの範囲に集中してまとまっている状態が一般的であ

る。大きくても 4m前後の範囲に収まる程度である。そこで、本膿群についてさらに観察・検討した結果、

グリッド 7K-41、42を中心とするグ、ループ (Gaと呼称する)、グリッド 7K-45を中心にするグ、ループ

(G bと呼称する)、そしてグリッド 7K-64を中心にするグ、ループ (Gcと呼称する)の大きく 3つのグ

ループに分けられそうであることが分かる。これら各グ、ルーフ。毎に水平分布について観察して見るとけっ

して密とは言えないまでもある程度の遺物集中部分があり、周囲に小数の遺物の散布がみられるという状

況を示しており、各グ‘ループ毎ではまとまった一つの状態にあると言える。分布の範囲も一般にみられる

範囲に近い状況を示している。

つぎに垂直分布についてみる。本文では産出層準を困層(ソフトローム層)として、下位のy，-，.__v層から

m 
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-石器

区ヨ礁・礁破片

50点 100点 150点 200点

第197図 第2地点遺物垂直分布状況

の産出も見られると述べたので、皿層と y，-，.__v層の境界付近の標高である23.45mを基準にして上下に 5

cmの単位で、遺物の垂直分布の状況を第197図に示した。こうして遺物の分布状況を観察すると標高23.55，-，.__

23.60mの範囲から産出した遺物が最も多い。しかしこれより下位にも出土量を多く示すところが 2カ所

観察される。これは水平分布で見られた集中地点の 3カ所の分散によるものなのであろうか。そこでさら
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に、細かく小グリッド (2m x 2 m)単位に区切って遺物の垂直分布状況を示すと第198図のとおりであ

る。遺物の集中するグリッド及び深さ分かる。グリッド 7K-45、そしてグリッド 7K-64を中心にする

2つのグ、ループについては標高23.45mより高い位置に遺物出土の中心を持っていることが読み取れる。

またグリッド 7K-41、42を中心とする遺物の出土状況は平面分布で、は同一グ、ルーフ。内と思われたが、遺

物の集中する深さが標高23.45mを境に上層(グリッド 7K-50、51、52を中心とするグループGa 1)と

下層(グリッド 7K-41、42を中心とするグ、ループGa ll)とに二分さる。この下層の礁群はほぼ円形に分

布し多少遺物の分布の傾きも見られ、何か凹みが存在するようにも考えられるが、残念ながら調査時点で

は何等遺構の可能性も確認できなかった。そこで、本群はGaI、Gan，Gb、Gcの4つのグ、ループに

分割の可能性があることがうかがえる。また、各グ、ループ毎にみた垂直分布では、多くの遺物が15咽程度

の高低差の範囲内に集中して検出されており、垂直方向でもまとまっている状況であると言えよう。

6)礁群を構成する礁の接合状況

膿・礁破片の接合状況については第3表に示したとおりである。さらに小グリッド単位で見た接合状況

について、こんどは数量ではなくグリッド毎の遺物出土の有無を含めてみてみると第199図に示したよう

になる。接合状況を見ると、そのほとんどが同一グループ内で接合している状態がうかがえる。さらに第

199図のOを付した接合遺物は復元率(接合率)が70%以上の礁について示したもので、復元率の高い礁・

礁破片ほど同一グ、ループ内での接合が多いことが見て取れる。つまり本礁群の個体別の蝶・礁破片の分散

はそれほど広い範囲に至らず、割合と狭い範囲内で収まっている状況にあることが分かる。

7)疎群と重複する石器群の状況

第 2地点出土の石器についての詳細は本文で述べた通りである。ここではその分布状況に主眼をおいて

見てみることにする。きて、本文では第 2地点全体の遺物分布状況および接合状況について本文中で示し

たが、石器群については明示していなかったので、ここで石器群の分布(水平)および接合状況を石器の素

材である石材別に分類して改めて明示することにした。第200図がそれである。なお、垂直分布については

第197・198図に既に示しである。グリッド 7K-41、42、51を中心に東西に若干長く楕円上に分布し、標高

23.45m、以下にその集中が見られる。接合する石核、剣片等は近い範囲から検出されている。これら石器

群の分布の状況は、 Ganとは若干南北にずれるが、かなりの部分を重複し、ほぽ同一層準と言える状況

を示している。

。まとめ

第2地点出土の礁・礁破片について以上の 7項目にわたって分類を行った。しかし石器の検出時の詳細

な状況、例えば炭化物や焼土(粒)などの検出状況、または土坑状の遺構の有無など直接的、間接的に礁群

と関連すると思われる資料の集積が若干不足していることが考えられるが、以下に本礁群についての性格

などについて不十分ながらもまとめをすることにする。

本県での先土器時代の遺構・遺物の検出例はその数を増やしつつあるが、こと磯群については検出例は

増加してはし、るもののそれ程多くはない。また検出される醸群自体も、その規模や構成する礁の数なども
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第200図 第2地点石器分布図(石材別)

小数であり、全体に小規模なものが多い。これは「石なし県」と言われる本県の特徴なのだろうか。きて、

本遺跡検出の棟群(第 2地点)の状況を簡略的にまとめると次のようになる。

①礁群を構成する礁の石質は砂岩、チャート、安山岩が主体的(全体の65%)である。

②膿群を構成する礁はそのほとんどが破片である。完形礁は14点と非常に少ない。

③楳群を構成する礁はそのほとんどが熱を受け本来の礁表面が赤色に変化している。ススまたはタール

状の付着物はほとんど見られない。

④膿群を構成する礁は長さにして 7岨前後で、最小3咽を下回るものはなく、最大12cmを越える礁は少

ない。全体に小ぶりである。

⑤礁群を構成する礁の重さは110g前後の礁が多く使用されたと考えられる。

⑥蝶群を構成する礁は大きく 4つのグ、ループ (Ga 1、GaH_Gb、Gc)に分けられ、それぞれのグ

ノレープではまとまった遺物の分布状況を示す。

⑦喋群を構成する礁はGaI、Gb、Gcの困層を産出準とする礁・醸破片のみで構成するグ、ループと、

GaHのように石器を共存する楳・礁破片のグ、ループとに分層が可能である。
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以上の要点をまとめると、本礁群は醸表面の受熱による赤化から考えると、礁を用いた「調理用施設jを

構成していた礁で、あることは十分に理解できる。しかし本礁群が「調理施設」そのままの状態であるかを

考えてみると、本蝶群は疎破片が全体の90%以上を占め、完形礁はほんの少数にすぎず、礁の水平・垂直

分布、および集散状況を見て、ある程度の密集箇所がみられるも、使用中または使用きれなくなってその

まま遺棄された状態とは考え難い。また、膿破片の接合状況を見ても、 50%以上復元できた礁は接合した

礁全体の 3割程度に過ぎず、 7割が50%以下である。さらに本礁群には接合が困難な細かな破片が多い、

このことは礁の供給が必ずしも十分ではない状況から礁を何回も使用した結果とも考えられる。この状況

を考慮しても「遺棄された状態jを示す結果とは必ずしも言えない。こうして考え.ると、本礁群は総体的に

使用後に不用品としてまとめて破棄された礁である可能性が高い、しかもほぼ同一な深度で集中箇所が少

なくとも 3カ所(グ、ループGaI、Gb、G)に分散される状況を考え合わせると、何回かに分けて破棄さ

れたことが考えられる。残念ながら本礁群と同一箇所からの焼土・炭化物の集中箇所が確認されていない

ことは、「調理用施設」は多少離れた場所に設けられ、使用されていたことが考えられる、それもある程度

の長期にわたって利用されたと考えられる。

また、グ、ループGaHとした石器を供伴する醸群の磯・礎破片を前述のように分類し、結果を検討する

と、ほかの 3つのグ、ループと同様に礁・蝶破片は「破棄された状態」を示していることが言える。

この礁群に供伴する石器は剥片が、それも砕片が多く、逆に石器製品は少ない。検出された石器の中に

は石器製品自体完形品は少なく、角錐状石器 l点と掻器2点が確認できたのみである。接合資料を見ても

石器素材としての剥片は見られない。これらの石器は共伴する礁群同様に「破棄された状態」を示してい

るのだろうか。先土器時代の生活をより深く理解するためには礎群に対しでも、石器群と同様に注目して

みる必要があるかもしれない。
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II.縄文時代

本遺跡の縄文時代の遺構・遺物は、調査区の北側の区域の集中して検出され、南側の区域には遺物は僅

かにあるものの住居跡等の遺構は検出されていない。これは縄文時代をとおして台地北側に入り込む小支

谷及び現在の亀成川を意識しての立地なのだろうか。

きて、本遺跡の縄文時代の遺物・遺構を概観すると、早期後半から晩期まで途中多少の組密があるもの

の長期間にわたり本台地上を活動の場として人々の生活が営まれていたことが分かる。

遺構住居跡は前期前半・後期初期・晩期に営まれたと考えられる住居跡が 9軒検出されている。前期の

住居は遺物の搬出も多少多く、 080号のように貝を出土するものもあり、形状および柱穴・炉などの施設が

明確に認められると、反面075号のように遺物も少なく、形状は不明確で、施設が炉以外まったくないもの

とがあり、全体に判然としない。土杭は住居跡より多く 20基が検出された、うち 2基は陥穴である。残る1

8基は規模・形状が一定しておらず、すべてが土杭であるのかさらに検討が必要である。遺物を出土した土

杭は10基、うち前期前半の土器を伴うものが 7基、そのほかが 3基である。炉穴は重複を合わせて15基、平

面形状は楕円形を呈するものが多いが全体的に多様である。遺物は早期後半の土器を出土するものが 6基

あり、すべての炉穴を当該期賭してよさそうである。

遺物 縄文土器は遺構と同様に調査区の北側の区域の集中して出土している。出土はE層のいわゆる新期

テフラ層を中心に I層からも見られる。総数20，000近い量である。時期については遺構と同様に早期後半

から晩期までの長い時期にわたって出土している。この中で出土量の多い土器群は前期前半の関山式・黒

浜式土器群、そして後期初頭の称呼寺式・堀之内武土器群で、ともに当該期の住居跡および土杭を検出し

ている土器群である。次に多い土器群は早期後半の条痕文系土器であり、この土器群にもやはり当該期の

土杭・炉穴などの遺構が検出されている。注目される土器群としては田戸式土器群に伴うと思われる無文

土器群、そして住居跡と思われる遺構からも出土している晩期の千網式土器群である。次に土製品である

が、訣状耳飾りが 7点出土している。いずれも大きさ・形態を異にしており同一個体のものは見られない。

またすべて欠損しており完形品がないのが残念である。いずれも前期後半の浮島式・興津式期に伴うもの

と考える。

縄文時代の所産と考えられる石器は石鉱をはじめとして様々な種類の石器が出土している。この中で目

立つのは模形石器が多いことである。石材はチャートの小礁を素材にしたものが多数を占めている。稀に

黒曜石や安山岩のもみられる。その模形石器はその形状から石器製作に関係するものと考えられ、本遺跡

で石器の製作が行われてた可能性も出てきたわけである。しかし遺構より包含層、それもあまり集中して

いない状況での出土が多く、当該時期や場所を推定することさえもできない状態にあるのが多少残念では

ある。
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皿 . 古墳時代

泉北側第2遺跡からは古墳時代に属する遺構として、住居跡70軒・掘立柱建物跡 1棟が検出されて

いる。出土遺物からみて、これらの遺構はすべてほぼ同一時期の所産と考えられるものである。直接

調査にかかわったので、はないため出土状況など不明な点が多くあるが、気が付いたことをいくつか述

べてまとめとしたい。

本遺跡の出土土器群を概観すると、古式土師器に特徴的な小型土器のうち器台形土器と高杯形土器

は存在するが、定型化した小型丸底柑形土器が欠如していることが分かる。古墳時代初頭及び前期の

土器編年については統一された見解は確認されていないが、小型器台形土器の出現→定型化した小型

丸底増形土器の出現→小型器台形土器の消滅→小型丸底柑形土器の消滅という流れは概ね了承されて

いる。この流れに当てはめると、泉北側第 2遺跡の土器群は第 l番目の段階中に位置付けられること

になる。各々の段階における細分は、土器型式学的研究や遺構での供伴関係の検証などによってなさ

れるべきであると考えるが、ここではその問題に論究することは差し控えたし、と思う。しかし、本遺

跡の出土土器群には弥生式土器の影響を残すものが少ないこと、整形土器の口縁部が単純口縁となっ

ていることなどから、第 1段階でも新しい時期のものであることは指摘できる。また、住居跡の重複

関係が 1ケ所しか認められないことや各住居跡出土土器群の様相に大きな差が認められないことか

ら、本集落はほとんど同一時期(時期差があっても極めて短時間)に形成されたものと判断される。

近隣に同様の時期の遺跡を求めると、印膳郡印西町平台先遺跡(註 1) ・同町船尾町田遺跡(註

2)。同町一本桜南遺跡(註 3) ・同町向新田遺跡(註 4) ・印膳郡白井町復山谷遺跡(註 5)が挙げ

られる。このうち向新田遺跡は定型化した小型丸底埼形土器が存在しており、先述の流れで考えると

第2番目の段階に位置付けられる集落である。また、復山谷遺跡は弥生時代から古墳時代後期まで継

続して営まれた集落で、古墳時代前期については本遺跡よりやや古い様相を示している。船尾町田遺

跡は小型柑形土器が存在するが、中心的な時期は本遺跡と隣接するものと考えられる。土器群の様相

においても共通する要素が認められ、注目しなければならない遺跡である。

印旗沼の対岸の鹿島川や手繰川流域には同時期の大規模な遺跡が数多く立地している。佐倉市に所

在する臼井南遺跡(註 6) ・飯郷作遺跡(註 7) ・江原台遺跡(註 8) ・大崎台遺跡(註 9) ・上座矢

橋遺跡(註10)などがそれで、古墳時代前期の一大中心地を形成している。しかし、出土土器群の様

相は本遺跡を含む地域とは若干異なっているようである。

本遺跡の出土土器群で最も注目しなければならないことは、いわゆる北陸系土器の存在である。南

関東の五領期における外来系土器群については学界の問題とされて久しいが、現在最も話題となって

いるのが北陸系土器群であろう。千葉県においては 5遺跡からの出土が確認されており、本遺跡が 6

番目の遺跡となる(註11)0 5遺跡のうち 4遺跡は上総地域に所在し、下総地域では装飾器台が出土し

ている大崎台遺跡に次いで 2遺跡目である。

北陸系土器は023号'(第122図6)，030号(第130図3・4)，038号(第141図11・12・13・17)，045号
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(第149図5・6)，046号(第150図 3)の5軒の住居跡から出土しており、器種も小型壷形土器・整

形土器・蓋形土器・有孔鉢形土器・器台形土器と変化に富んでいる。しかし、これらの土器は焼成が

あまり良好でなく作りも丁寧ではない。また、内面にへラ削りを施しているものは030号住居跡の聾

形土器(第130図 3)のみである。このように 5の字口縁や全体的な器形こそ北陸地方の土器に類似し

ているが、成形技法や調整技法はまったく異なったものである。器形的な特徴を手がかりに北陸地方

の土器編年と比較してみると、月影 E式から古府クルピ式あたりに対応すると考えられる。

県内出土の他の北陸系土器は、実見した限り器形はもとより調整技法もかの地の土器をよく模倣し

て作られていた。したがって、本遺跡出土の土器群は、それらの土器群とは同ーのレベルでは考えら

れないものと言える。しかし、器形を模倣するということは、かの地の土器を知っていなければ作れ

ないことも確かである。調整技法までも忠実に模倣した北陸系土器が直接的な人間の移動を物語って

いるとしたら、本遺跡などのような土器群は何を意味するのであろうか。

先述した船尾町田遺跡でも、蓋形土器や口縁土器を上方に折り返す器形を示す整形土器が出土して

いる。これも北陸地方の土器の器形を模倣したものとも考えられる。この遺跡は印膳沼に注ぐ新川に

面した台地上に位置し、遺跡西側の小支谷は北に約 2km遡ったところに谷津頭がある。この谷津頭は

泉北側第2遺跡が臨む支谷の谷津頭に接しており、両遺跡の通行がたやすかったことが想像できる。

また、新川は現在花見川とつながり東京湾へ注いでいるが、かつては印膳沼へ注ぐ内陸河川であっ

た。そうすると、東京湾から花見川・新川を経て船尾町田遺跡へ、そこから小支谷を伝わって利根川

流域(かつては鬼怒川水系)の泉北側第 2遺跡へ続くルートが想定できる。この新川・花見川流域に

は、千葉市上ノ台遺跡(註12) ・岡市宮脇遺跡(註13) ・八千代市権現後遺跡(註14) ・同市井戸向遺

跡(註15)などの遺跡が所在し、この想定を裏付けている。

一方、花見川の河口は千葉市南部で東京湾に注ぐ村田川の河口に隣接し、村田川上流域は印膳沼に

注ぐ内陸河川である鹿島川の中流域に接している。この村田川・鹿島川・印膳沼のルートには千葉市

東南部遺跡群・市原市千原台遺跡群や先述の佐倉市内の遺跡が立地し、弥生時代以来重要な文化の伝

達路としての位置を占めていたことがわかる。北陸系圭器の分布をみても南中台遺跡・中台遺跡・大

堀遺跡・神門古墳群といった東京湾沿岸地帯に集中していることから、西から伝達される文物や移動

してきた人聞は、まず村田川・養老川・小橿川・小糸川などの東京湾に注ぐ河川の河口地域に取り付

き、それから内陸に向かつて進出していったと考えられる。一番内陸に入ったものが房総のメインス

トリート上に位置する大崎台遺跡である。

泉北側第 2遺跡や船尾町田遺跡の土器を作った人は、おそらく東京湾沿岸地域で「本物の北陸系土

器」を見たり使ったりしたのだと考えられる。そして、地元に帰ってその土器をまねて作ったものが

あの土器なのではなかろうか。県内で出土する北陸系土器も結局は模倣品である。模倣品をさらに模

倣するという行為の中にあった意識まで検討する余裕はないが、単なる流行の模倣という意識だけで

はなかったと思う。この問題は類例を積み重ね分析することによって、当時の地域圏や社会構造を解

明する手がかりとなると考えている。
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(註 1) ~平台先遺跡』平台先遺跡調査団 1973 

(註 2) ~千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書唖~ (財)千葉県文化財センター 1984 

(註 3) 郷堀英司・大津正巳「一本桜南遺跡出土の砂鉄について」

『研究連絡紙~ 25号(財)千葉県文化財センター 1989 

報告書は未刊行。遺物は(財)千葉県文化財センタ一千葉北部事務所に保管しである。

(註 4) 約80軒の住居跡が検出されており、報告書刊行に向け千葉北部事務所で整理中である。

(註 5) ~千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書v1U (財)千葉県文化財センター 1982 

(註6) ~臼井南』佐倉市教育委員会 1975 

(註 7) ~佐倉市飯合作遺跡~ (財)千葉県文化財センター 1978 

(註 8) ~江原台』佐倉市教育委員会 1976他

(註 9) ~大崎台遺跡発掘調査報告書 I'""m~ 佐倉市大崎台B地区遺跡調査会 1985'""1987 

(註10) ~千葉県佐倉市第 2 ユーカリヶ丘宅地造成地内埋蔵文化財調査報告書一上座矢橋遺跡一』

(財)印旗郡市文化財センタ- 1986 

(註11) 比田井克仁「南関東出土の北陸系土器についてJ~古代~ 83号 1987 

(註12) ~千葉上ノ台遺跡』千葉市教育委員会 1982 

(註13) ~宮脇』宮脇遺跡調査団 1973 

(註14) ~八千代市権現後遺跡一萱田地区埋蔵文化財調査報告書 1 -~ 

(財)千葉県文化財センター 1984 

(証15) ~八千代市井戸向遺跡一萱田地区埋蔵文化財調査報告書N-~

(財)千葉県文化財センター 1987 
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【註】 本書で報告した遺構については、その番号を発掘調査時に付したまま用いた。そのため、本

文中では若干の不都合が生じた。そこで、本書では報告した遺構を本文に沿って改めて整理し一覧表

として示した。

第10表遺構一覧表

静電x底寺~

住居跡 I 0 7 5 0 7 8 0 7 9 0 8 0 0 8 4 0 8 5 0 8 6 0 9 8 P -26 

土 坑 I_______~-二1一一空二 2一一 P 三12-Z-4--F二 6 P二三一 p二8一一空二一9 Pご.10
P -13 P -14 P -15 P -18 P -19 P -20 P -21 P -22 P -23 

093 099 

炉穴I 077 081 083 089 090 092 094 095 096 

097 

一跡

代一時
一
居

墳一古
一
住

03003 1 032 033 034 035 036 037 039 

04004 1 042 043 044 045 046 047 048 

n
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掘立柱建物跡 1050 

欠番I001 028 039076 082 087 091 P-5 P-ll 

P-12 P-16 P-17 P-24 P-25 P-26 P-27 P-28 P-29 

そ の 他 I 0 4 9 (住居跡一未調査)
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遺跡全景 (57年度)

遺跡全景 (58年度)

遺跡近景





第 1地点遺物分布状況

第 2地点遺物分布状況

第 3地点遺物分布状況
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075号住居跡全景

078号住居跡全景
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084号住居跡全景及び遺物出土状況
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P-26号住居跡全景
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077・081号炉穴全景

083・089号炉穴全景

090・092号炉穴全景

094・095号炉穴全景

096・097号炉穴全景
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011号住居跡全景及び遺物出土状況
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015号住居跡全景

016号住居跡全景



017号住居跡全景及び遺物出土状況

018号住居跡全景

019号住居跡全景



020号住居跡全景

021号住居跡全景及び遺物出土状況

022号住居跡全景



023号住居跡全景及び遺物出土状況

024号住居跡全景及び遺物出土状況

025号住居跡全景



026号住居跡全景

027号住居跡全景

029号住居跡全景



030号住居跡全景及び遺物出土状況

031号住居跡全景及び遺物出土状況

032号住居跡全景



033号住居跡全景

034号住居跡全景及び遺物出土状況

035号住居跡全景及び遺物出土状況



036号住居跡全景

037号住居跡全景

038号住居跡全景及び遺物出土状況



040号住居跡全景

041号住居跡全景及び遺物出土状況

042号住居跡全景



043号住居跡全景

044・045号住居跡全景及び遺物出土状況

046号住居跡全景及び遺物出土状況



047号住居跡全景

048号住居跡全景及び遺物出土状況

051号住居跡全景



052号住居跡全景

053号住居跡全景

054号住居跡全景及び遺物出土状況



055号住居跡全景

056号住居跡全景

057号住居跡全景



058号住居跡全景

059号住居跡全景

060号住居跡全景及び遺物出土状況



061号住居跡全景及び遺物出土状況

062号住居跡全景及び遺物出土状況

063号住居跡全景



064号住居跡全景及び遺物出土状況

065号住居跡全景

066号住居跡全景



067号住居跡全景

068号住居跡全景

069号住居跡全景
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073号住居跡全景

074号住居跡全景

088号住居跡全景



050号掘立建物跡
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002・005号住居跡出土土器



006号住居跡

007号住居跡 008号住居跡

010号住居跡
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006・007・008・010号住居跡出土土器



図版67

011号住居跡出士土器



図版68

19 

011号住居跡出土土器



012号住居跡

013号住居跡

014号住居跡

015号住居跡
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012・013・014・015号住居跡出土土器

図版69



016号住居跡

017号住居跡

018号住居跡 019号住居跡

020号住居跡
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016・017・018. 019 . 020号住居跡出土土器



図版71
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021号住居跡出土土器



023号住居跡

025号 026号住居跡
住居跡 027号

住居跡



図版72
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023・025・026・027号住居跡出土土器



030号住居跡

031号住居跡



図版73
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030、031号住居跡出土土器



033号住居跡

034号住居跡
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図版74

033・034号住居跡出土土器



035号住居跡

037号住居跡
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038号住居跡出土土器



038号住居跡

040号住居跡
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038・040号住居跡出土土器



041号住居跡

045号住居跡
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041・045号住居跡出土土器



046号住居跡

048号住居跡
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046・047・048号住居跡出土土器
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図版79



図版80

052号住居跡出土土器
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053・055・056・057・060号住居跡出士土器



061号住居跡

062号住居跡
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06卜 062号住居跡出土土器



064号住居跡

066号住居跡
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064・066号住居跡出土土器



068号住居跡

069号住居跡

070号住居跡
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068・069・070号住居跡出土土器



072号住居跡

074号住居跡
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072・074号住居跡出土土器
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